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日誌　一　ハッピーエンドプロローグ






　これは白しろ崎さき宗そう司じが追い詰められて行く話である。




　冬の寒さが、いよいよ厳しさを増していた。

　山中にある荒あら谷や学園は特に風の勢いが強く、宗司は冷たい風から身を守るように制服──黒の学ランの襟えり元もとに首を埋め、第三旧校舎へ向かい歩いていた。

　放課後の第三旧校舎のいつもどおり静まり返った廊ろう下かを歩き、ゲーム同好会部室のドアを開ける。

「うーす、悪い。遅れた」

　その瞬間、些さ細さいな、だが奇妙な違和感を覚えた──

「いらっしゃい宗司」

「アハハハ、ソージラブー。外、寒かったでしょ」

「いらっしゃいませ兄さま、」

「リリスはお待ちしていました」

　森もり塚つか一いち乃の、沢さわ村むらキリカ、宗そう司じの妹で双子の白しろ崎さきリリス。既すでに部室中央のテーブルに座っている彼女たちは、読んでいた雑誌から顔を上げて宗司に挨あい拶さつをする。

「珍しいな、おまらえが雑誌を読んでるの」

　これが違和感の原因だったのだろうかと思いながら宗司もテーブルに着き、何気なく隣に座る一乃の読んでいる雑誌を覗のぞいた。

　純白のウエディングドレスを着た女性の姿が大きく紙面を飾り、その上には『いよいよ結婚式本番、花嫁として大事なポイントをチェック』という見出しがあった。

「……」

　宗司は思わず一乃の顔を見た。

　黒いセーラー服に映はえる白く、どこか冷たく整った横顔。

　彼女は赤い瞳ひとみを紙面に向けたまま、長い黒髪を優ゆう雅がにかき上げる。

「ウエディングドレスって、とても素敵よね。私も着てみたいわ──ねえ、宗司？」

　同意を求めるように、宗司の顔を見詰めて一乃が言った。

「あ、ああ、良いんじゃないかな。ほ、ほら、ウエディングドレスのコスプレ姿は、まだ見たことなかった、し？」

　しゃらりと零こぼれた黒髪から漂う淡あわい花の香りと名めい状じようしがたい威い圧あつ感かんに宗司はどもり、視線を泳がせながら答える。

　一乃の赤い瞳が僅わずかに細められ、赤い唇は僅かに吊つり上あがった。

「駄だ目めよ。結婚前にウエディングドレスを着ると婚こん期きを逃してしまうと言うでしょう」

「へ、へえ、そうなんだ。知らなかったな、ハハハ」

　乾いた声で笑う宗司の背筋に、冷たいものが流れる。

　明確な言葉にし辛づらい、強しいて言うならば『嫌な予感』が宗司を襲っていた。

　このまま逃げ出したい気持ちでいっぱいだったが、一乃はそれを許さない。

　実にさり気なく、宗司がテーブルの上に出していた手に自分の手を重ね。

「もっとも」

　一乃は、花が咲くように美しく微笑ほほえんだ。

「私には関係のない話だと、あなたも思わない？」

「そ、それどういう意味で言って──い、いや、何でもない！」

　本能的に危険を察知した宗司はぐるんと首を回し逆隣のキリカに声をかける。

「な、なあ、キリカは何を読んでるんだ？」

「キリカさんはこれだよ」

「おっ、旅行雑誌か。良いな旅行！　うん、最近は寒いし暖かいところに行きたいな！」

「だねっ、南の島とか良いよねー」

「南の島！　良いねえ、南の島、最高だね！　青い空！　白い雲！　砂浜に水着に鮫さめにペンギン！　そして忘れちゃいけないマンボウだ！」

「わおっ、ソージが凄すごく乗り気だよっ。そんなにキリカさんの水着が楽しみだったりするのかなっ？　もーソージのエロス人っ」

　嬉うれしそうに、それこそこの真冬には似合わない春の日差しのようにキリカが笑う。

　ぱちん、ブレザーに包まれた豊かな胸の前で掌てのひらを鳴らす、二つに括くくった銀の髪が揺れる。

「ああ、超乗り気さ！　だからもっと旅行の話をしよう、この際水着の話でも良いや、間違えてもウエディングドレスの話とかはしないようにね！」

　逃げ切った！　宗そう司じは確信する。

「じゃあ、新婚旅行は南の島で決まりだねっ！」

　だが、回り込まれてしまった。

「……え？」

　凍りつく宗司、冷や汗がこめかみを伝って流れ落ちる。

「アハハハ、ジョークだよジョーク。キリカさんジョーク」

　キリカは相変わらずにこにこと笑いながら、軽く宗司の肩を叩たたく。

「な、なんだ。冗談か」

　ほっと溜ため息いきを吐ついたその瞬間。

「──今はね」

　キリカの顔から全すべての表情が消えた。

「……キリ、カ、さん？」

「ん？　なになにソージ？　どうかした？」

　わざとらしいほどの笑顔を浮かべ、キリカは二つに括った銀の髪を揺らして可愛かわいらしく左右に首を傾かしげる。

　真意を見せない笑顔は仮面と変わらず、宗司は蛇に睨にらまれた蛙かえるの如ごとくだらだらと冷や汗を流す。視線を逸そらそうにも。

「ふふっ、変な宗司ね」

　背後には、一いち乃のの視線を感じていた。

「アハハハ、ソージはいつも変だけどねっ」

「それもそうね」

　前にキリカ、後ろに一乃。

　気付けば、挟み撃ちだ。

「何が、起きているんだ……」

　しかし、そんな宗司に救いの天使が舞い降りる。

「どうぞ、兄さま、」

「温かい紅茶です」

　音もなく、背後から手が伸びてティーカップが宗そう司じの前に置かれた。

　白い湯気と共に心を落ち着かせるような香りが立ち昇り、宗司の鼻をくすぐる。

「あ、ああ、ありがとうリリス」

　心の底からの安あん堵どを浮かべ、顔を後ろに立つリリスの方へ向ける。

　リリスとリリス、宗司の双子の妹。柔らかな髪の毛で作った小さなポニーテイル、可愛かわいらしいけれど表情に乏しい顔、学園中等部の制服──オレンジのブラウスとブレザーで包まれた華きや奢しやでぺたんと平たい体。

　鏡に合わせたようにそっくりな妹たちは、ほんの僅わずか唇を上げて笑みを作る。

「兄さま、もしも暇なのでしたら、」

「リリスの調べ物を手伝ってはくれませんか」

「あ！　もう、喜んで、何でも手伝いますよ！」

　この挟み撃ち状況から逃げ出せるなら何でもすると言わんばかりに激しく頷うなずき、リリスが置いたばかりのティーカップを持ち腰を浮かせた。

「で、何を調べればいいんだ？」

「はい、リリスは先ほどから世界の法律を調べていました」

「真面目まじめな感じだな。宿題か？」

「いえ、個人的な興味です」

　淡々と、リリスは告げる。

「兄妹での結婚が合法な国がないか、調べていました」

「……そう」

　静かに、宗司は椅い子すに座りなおし、温かい紅茶を一口飲んだ。

　普段よりも苦く感じたのは、気のせいだろうか。

「それでリリス、兄妹で結婚できる国は見つかったの？」

　宗司の右側に座る一いち乃のが、何な故ぜか宗司の横顔を見詰めたまま問う。

「残念ながら見つかりませんでした」

　宗司の背後に立ったリリスが、何故か宗司の後ろ姿を見詰めたまま答える。

「大丈夫だよっ、この国でも法的に結婚できないってだけだもん。逆に言えば兄妹がやることやっちゃっても法的には問題なしっ」

　宗司の左側に座るキリカが、やっぱり宗司の横顔を見詰めて言った。

「それはとても良い情報です、」

「感謝します沢さわ村むらキリカ」

「アハハハ、どういたしまして」

「良かったわねリリス」

「はい、リリスはとても喜んでいます」

　実に和なごやかに、そして宗そう司じを中心に置いて、彼女たちは会話をしている。

「……ああ、紅茶が美う味まいなあ」

　宗司は必死に聞こえないふりをして、間違えても一いち乃のたちを見ないようにして、ひどく緩かん慢まんな動作で紅茶を飲んでいた。

　その額はびっしりと汗で濡ぬれ、背中はじっとりと湿っていた。

「リリスはあえて現在の状況とは全く関係のない話題を出しますが、」

「一いつ夫ぷ多た妻さい、重じゆう婚こんの可能な国はいくらか存在していました」

「こ、紅茶が……」

　宗司は背後からの視線が強さを増すのを感じた。

「キリカさん的にはやっぱり関係のない話だけど、そういう国だったらハーレムとか作れちゃうんだー」

「…………コウチャ、ウマイ、ナ」

　当然のように、左側からの視線が圧力を増した。

「私も全然関係のない話題を出すのだけれど、『おれはハーレムを作る』と宣言した馬ば鹿かがいるそうよ。それも私たちの身近に」

「へー、まさに『悪い冗談バツドジヨーク』って感じの話だねっ」

「そんな無む謀ぼうな人間が存在していることにリリスは驚きを覚えずにはいられません」

「…………」

　遂ついに宗司は何も言わなくなり、その顔が恐ろしい勢いで青ざめて行く。

　そんな宗司を、彼女たちはじっと見詰めたまま視線を逸そらさない。

「私、そんな『馬鹿』な人に会えたら色々と聞いてみたいわね。たとえば、ハーレム内の人間関係をどうやって円満に保つつもりなのか、とか」

「わたしも気になるなー。ほら、一人だけ贔ひい屓きとかしちゃうと、他ほかの女の子が嫉しつ妬として大変なことになる気がするもん」

「はい、極めて細かな心遣いが必要になるのは確実です。男性側が『平等に愛する』だけではまだ不足、女性側に『平等に愛されている』と実感させなければハーレムは維い持じできません」

　些さ細さいな話だが、宗司の顔は紫色になった。

「ふふっ、想像するだけで胃が痛くなりそうな状況だわ」

「でもでも、きっとハーレムを作る人はそれぐらい覚悟の上だよねっ」

「当然です。その覚悟もなく、軽かる々がるにハーレムを作るなどと言えるわけがありません」

　ゆらり、彼女たちの視線が集まる中で宗司が立ち上がる。

「ちょっと、トイレ」

「行ってらっしゃい宗司」

「行ってらっしゃいソージ」

「行ってらっしゃいませ兄さま」

　見み蕩とれてしまうほどに美しく、あるいは可愛かわいらしく、愛らしく、笑みを浮かべた彼女たちに見送られて宗そう司じはよろよろと部室を出て行った。

　部室を出て、ドアを閉め、廊ろう下かで一人きりになった途端、宗司は崩れ落ちた。

「し、死ぬかと思った。なんだ、あの、理解不能な居心地の悪さは……」

　呻うめくように呟つぶやき、のろのろと立ち上がり、ふらつく足取りで部室から離れる。

　ある程度の距離を取ったところでまたもふらつき、壁にもたれるようにして体を支え、携帯電話を取り出し電話をかけた。相手はすぐに出た。

『おーう、どうしたバカ息子。おまえから電話とは珍しいじゃねーかー』

「クソ親父おやじ……状況が、理解できない。助けてくれ」

　電話の向こうにいるのは宗司の父、リアルに三人の嫁的存在を抱えた男である。

『穏おだやかじゃねえなあ、話してみろよ』

「実は……」

　宗司の説明を要約すれば。

　一いち乃のたちが宗司を放置してお互い潰つぶしあっている状況をどうにかするため、ハーレムを作ることを決めた──は良いが、そしたら何かひどいプレッシャーをかけられて胃に穴が空あきそうです。

「……と、いうことだ」

『オーケイ。ちょっと待て』

　説明を聞き終えた宗司の父はそう言うと、

『ギャハハハハハハハア！　やっべえ、バカだ、バカがいる！』

　殆ほとんど爆発するような激しさで笑い出した。

「……ぐぬぅ。クソ親父めが」

　憎々しげに呻き、電話向こうから聞こえる笑い声が収まるのを待つ。

　そして、約五分が経過。

『あー、笑った。いやもう、おまえ、バカだな、今日からバカに改名しろ、このバカ！』

「何な故ぜそうなる。おれは論理的には間違えていないはずだ。単たん騎きではおれの敵として不足する以上、一乃たちには結束してもらわなければならない。ならばそれを阻はばむ問題点を排除するのは正しい選択だ」

『で、結束しておまえにプレッシャーをかけたわけだな』

「……いや、あれは、何か、違う。確かに死ぬほどきついけど、あれじゃ死なないし」

『……相変わらず、女心ってーか、根本的な部分で人の心がわからねえバカ息子だな』

　呆あきれたような溜ため息いきが聞こえた。

「失礼なことを言うな。おれはちゃんと学習し理解した。若じやつ干かん問題があったようでお人よしだの鈍感だの言われる破は目めになったが、それも些さ細さいな問題だ」

『……論理的に理解してる、からこそ、どうしようもねえんだよ。悪役を自認し自覚するおまえにゃ、永遠に理解できねえだろうさ。まー、大丈夫だ。予言してやる、おまえはきっと、気が付いたら負けてるさ』

「むう？」

『大体、そっちはまだ三人だろうが……おれなんかなあ、おれなんかなあ』

「おい、どうした、急に泣きそうな声をしやがって。死ぬほど気持ちが悪いぞ」

『やかましい！　こっちは一気に三人増えたわ！』

「……わーお、勇者か貴様は」

『色んな取引の結果だ。嫌がらせとか悪意の末まつ路ろとも言うけどな……おかげで、こっちマジ大変、死にそう、助けて』

「助けを求めた息子に助けを求めんな！　立場逆転してるじゃねえか」

　ふと気になり、宗そう司じは電話の向こうに耳を澄ませてみた。

　何を言っているのかまではわからないが、複数の女性が──聞き慣れた声と聞き慣れぬ声が混ざっている──言い争いをしているようだ。浮気がどうのこうのとか聞こえる。

　時折バキュンズキュンと鳴るのは銃声だろうか？

　とにかく、殆ほとんど戦場にでもいるような剣けん吞のんな状況にあることだけは電話越しでもはっきりと理解できた。

『ねえ、そろそろ止めないと』妙に落ち着いた、また別の女の声がする。

『……そうだな洒落しやれになんねえもんな、嫌だけどさあ、超逃げたいけどさあ、ちくしょうやるしかねえか！　電話切るぞ、あばよバカ息子！』

　返事も待たず、通話は終わった。

　宗司はもう繫つながっていない携帯電話を見詰めて首を振る。

「……苦労してるのは、おれだけじゃないんだな」

　何だろうか、勇気を貰もらった気がした。

「よし部室に戻るか」

　力強く、自らの足で立ち振り返る。

　一度は逃げ出した戦場へと、彼は帰って行く。

「でも、すぐ戻るのは怖いから十分ぐらいして部室に戻ろう！」

　もうちょっと後で、帰って行く。




　そして十分後。

「……た、ただいまー」

　恐る恐る宗そう司じは部室に戻った。

「あら、おかえりなさいあなた」

「ごはんにするっ、お風ふ呂ろにするっ」

「それとも早速ハーレムでしょうか」

「ハハハ、お、お約束の出迎えをありがとう」

　胃がきゅっと痛むのを感じながら、宗司は愛あい想そ笑わらいを捻ひねり出だす。

　額に汗が滲にじんでいるのはご愛あい嬌きようだろう。

「どうしたのかしら、そんなドアのところに突っ立って」

「アハハハ、早くこっち来て座りなよっ」

「森もり塚つか一いち乃のと、沢さわ村むらキリカと、このリリスに囲まれる席が空あいていますよ兄さま」

　中央のテーブルで、一つ空いた椅い子す。

　正面には紅茶が用意され、両隣には一乃とキリカが座り、何な故ぜかリリスの椅子が空いた椅子の背後に移動している。

「うん、その配置物もの凄すごく無理があると思う」

　死刑台へ進む囚しゆう人じんの気分で宗司は歩き、その席に着いた。

「ふふっ」

「アハハハ」

「……くすっ」

　感じるプレッシャー。

　どこか邪じや悪あくさを宿した笑みを浮かべて、彼女たちはじりじりと包囲をせばめる。

　宗司は懸命に気付かないふりをして──その目は哀あわれなほど泳いでいるが──目の前にあった紅茶を飲む。

　紅茶はぬるく、後悔より苦い。

「おれは、間違えていないはずだ。ならばこの程度のプレッシャーに負けるはずがない」

　半ば言い聞かせるような呟つぶやき、冬だというのに額に浮かんだ汗がぽたりと落ちる。

　周囲を囲む一乃たちは何も言わず、じわりと近寄る。

　膝ひざに、一乃とキリカの膝が当たった。

　リリスの小さな手が肩に乗った。

　彼女たちの瞳ひとみが、赤と青と、虹にじ色いろの瞳がじっと見詰めているのが物理的な圧力として理解できる。

「意外に頑張るのね」

「やるじゃんソージ」

「兄さま、ご立派です」

「……まあな」

　内心の安あん堵どを隠して素っ気無く頷うなずき、いつの間にか飲み干していたカップを置いた。

　その瞬間。

「うなー、およめさん、よにんめ、さんじょー」

　机の下から、ネコミミの生えた赤毛の美少女──フェルが現れ宗そう司じの膝ひざの上にぴょこんと座った。

　表情に欠ける硝子がらす球だまの瞳ひとみに、幼い顔立ち。

「……うなー？」

　ぴっこりと、不思議そうに赤毛の上のネコミミが傾く。

　顔を引きつらせた宗司は、安堵し、気が緩んだ瞬間に不意打ちを食らい。

「……そうか、おまえも、いた…………な」

　虚うつろな呻うめき声と共に、意識を手放した。













日誌　二　純白の朝






　気が付くと、宗そう司じは教会にいた。

「……え？　え？　ええええええ？」

　背後には大きな扉、等間隔に並ぶ木製の長なが椅い子す、足元には赤い絨じゆう毯たんが敷しかれ教会の奥へ道を作っている。

　聖母の姿を描いたステンドグラスから差し込む柔らかな日差しが絨毯の道を照らし、その向こうには白い祭さい壇だんと、壁にかかった十字架がある。

「いったい、何が起きているんだ」

　呟つぶやく宗司が自分の姿を見下ろせば、それこそ結婚式に参加する新しん郎ろうのような白いタキシードを着ていた。無論、こんな服を着た覚えも持っている覚えもない。

「式典……この服、まさか、この絨毯は」

　視線を再び足元へと向ける、出入り口から教会の奥へと導くように敷かれた赤い絨毯──これは、いわゆるヴァージンロードではなかろうか。

　ならば、この場面に足りないのは。

　不意に、宗司は気配を感じ体ごと振り向く。

　予想通り、そこには花嫁がいた。

「うなー、はなよめフェルが、さんじょーだぜー」

　一いち乃のの如ごとく長い赤毛、キリカと同じぐらい大きな胸にリリスと同じぐらいに小さな体、幼さの残る顔立ちに硝子がらす球だまの瞳ひとみを宿した少女──フェル。

　愛らしい薄赤のウエディングドレスを、彼女は纏まとう。

「いえーい、にあうー？」

　肩から胸元までをケープのように覆おおうフリル、胴どう体たい部分は対照的なほどシンプルですらりとしたラインを描き、スカートは逆さまのチューリップのように大きく膨らんでレースが光を反射し幾重にも陰陽を刻む。

　薔バ薇ラをあしらった桃色のヴェールが彼女の長い赤毛を飾り、その上ではぴょこんと飛び出したトレードマークのネコミミが今も嬉うれしげに左右に揺れていた。

　表情がないのはいつものことながら、心なし硝子球の瞳も嬉しそうに見えた。

「ああ、良く似合ってる……けど、まさかおまえが来るとは思わなかった」

「そうじは、フェルだけでは、たりないー？　はーれむ、ほしいのかなー」

「すまん、そういう訳じゃない。フェルはとっても可愛かわいいさ」

「うなー……フェル、てれる」

　ヴェール越しの頰ほおを僅わずかに赤く染めて、フェルが俯うつむいた。

　本当に恥ずかしそうな仕草が愛らしく、宗そう司じの手は自然とその頰に触れていた。

「うん、本当に可愛かわいい」

「……うなー、そうじ、ずるい」

　僅かだった頰の赤みが深さを増し、宗司は小さく微笑ほほえむ。

　二人への祝福のように教会の鐘が鳴り響き。

「そうじ」

　フェルが顔を上げ、明めい瞭りように告げる。

「花嫁が一人だけだと、いつから錯覚していた──だぜー？」

「なん……だと？」

「にやり」

　宗司が愕がく然ぜんとし、フェルが無表情に言う。

　それが合図だったように、左手側の壁からずだんと重たい音がした。

　砕けた、否いや、殴り壊された壁から現れる新しい花嫁。

　銀の髪にヴェールを、エメラルドグリーンのドレスは豊かな胸元を強調するように大きく開けて肩を出しフリルで飾り、短めにしたスカートの裾すそにも同じくフリルを。

　カジュアルに、何とも可愛らしい少女趣味的なデザインのウエディングドレスだ。

「ウエディングキリカさん、登場だよっ」

　青い瞳ひとみでチャーミングなウインクを一つ、明るい笑顔を浮かべてサムズアップ。

「壁を殴り壊して登場する花嫁なんぞ始めて見たわ！　けどそのウエディングドレス姿はとびきりにキュートだぜキリカ！」

「アハハハ、ありがとソージラブー」

　少しだけ照れたような顔でキリカが言い。

　遮さえぎるように、また別の声がした。

「そこまでです、」

「沢さわ村むらキリカ」

　斬ざん──逆側の壁が剣で切り裂かれ、更なる花嫁が姿を見せる。

　鏡に合わせたような妹たち、リリスとリリス。

　幼い体を包むレモンイエローのドレスは左右非対称に、斜めのラインを描いていた。

　片方の肩から斜めに流し、逆側は白い肩も顕あらわな作り。スカートも同じく斜めに切り落とし、短くなった側では白いストッキングが覗のぞいている。

　左右非対称のウエディングドレスはリリスとリリスでデザインを反転させており、二人が並ぶことで見事なほどに美しい左右対称を描いていた。

　文字通り、鏡に合わせたような立ち姿。

「さあ兄さま、」

「兄さまの素敵な妹が、お嫁さんになりにやって来ましたよ」

　リリスとリリスは片手を繫つなぎ、はにかんだ笑みを浮かべて宗そう司じへ片手を伸ばす。

「くうっ、妹じゃなければ間違いなくその手を握っていただろう程に可か憐れんだ」

　差し出された小さな手、長手袋に包まれたその手を見詰め宗司が呻うめく。

　リリスとリリスは妹であるという認識が、宗司にブレーキをかけていた。

「お兄ちゃん大好きっ、」

「だからリリス、お兄ちゃんのお嫁さんになるの」

　きゃぴっと、わざとらしく可愛かわいい声でリリスが攻めた。

「よし、お兄ちゃん細かいことは気にしない！」

　一瞬で陥かん落らくした宗司が、間違えた方向に振り切れた実に良い笑顔で宣言する。

「アハハハ、ソージのシスコンぶりが相変わらず酷ひどいねっ」

「うなー、だめだ、こいつー」

　思わず苦笑するウエディングドレスキリカとフェル。

　しかし、まだ終わらない。

　バリン！　教会の奥、十字架の上、聖母を描いたステンドグラスが割れて砕けた。

　硝子がらすは日差しを浴びて雪のようにキラキラと輝き降り注ぐ。

　硝子と共に、彼女もまた舞い降りる。

　ヴェールをつけた長い黒髪を、純白のウエディングドレスを、翼のようになびかせて。

　天使の如ごとく、愛する人の下へ彼女は落ちて行く。

「──ラスト花嫁、森もり塚つか一いち乃の」

　赤い瞳ひとみに赤い唇、冷たい声、純白のウエディングドレスに映はえる美しい赤。

「あなたの傍そばに、参上よ」

　静かに着地した彼女は静かに告げて、長い黒髪をかき上げた。

　見み蕩とれてしまいそうなほどに、ただただ、綺き麗れいだった。

「さあ、最強の花嫁を決める戦いを始めましょうか！」

「望むところだよっ！」

「リリスの幸福な未来の為ために屍しかばねを晒さらすが良いです」

「うなー、じょうとうだぜ、このやろー」

「って、ちょっと待てえええええ！　なんだその展開は！　いつもどおり過ぎるだろ！　折せつ角かくウエディングドレスまで着てんだから、別のことをしようよ！」

　宗司に言われ、彼女たちは顔を見合わせた。

「なら、宗司を性的に満足させたら勝ちということでどうかしら」

「異議なしっ！」

「異議はありません」

「おっけー」

「ごめん、おれが悪かった。普通に殴り合いでも殺し合いでもやって下さい」

「却下よ」

　宗そう司じの哀あい願がんを一いち乃のは瞬時に切り捨て、にじり寄る。

　彼女だけでなく、キリカもリリスも、フェルすらも。

　瞳ひとみを期待に輝かせて、じわじわと、間合いを詰めて来る。

「いやあああああ、けだものぉおおおおお！」

　宗司の悲鳴が、教会にこだまし──

「あああああ、あ、あ？　あれ？」

　がばり、布団を跳ね飛ばす勢いで宗司が体を起こした。

「ゆ、夢？」

　きょろきょろと周囲を見回せば、そこは紛まぎれもなく見慣れた自分の部屋で、寝巻き代わりのトレーナーを着て、枕元には。

「『ふふっ、言葉では否定してもあなたの体は素直ね』一乃の瞳は冷たく、だが熱く。熟うれた果実のような情欲に濡ぬれた吐息を零こぼす……うなー、そうじ、おきちゃったかー」

　何やらシナリオのようなものを朗読している赤毛のネコミミ少女──荒あら谷や学園の制服を不器用に着こなすフェルがちょこんと正座していた。

「……おまえのせいだな」

「うん、フェルのせいだけど、なにか、もんだいあるー？」

「開き直りやがったこの妖よう怪かいネコミミ娘が！」

「うううなななななな、いたい、いたいいたい」

　ぷっちんと切れた宗司がフェルのネコミミを摑つかんでぎゅーっと引っ張る。

　さすがにこれは痛かったか、フェルは既すでに涙目だ。

「おまえは、本気で意味の分からん技能を次々身につけやがって」

「くくく、それもまた『煉獄カサルテイリオ』の可能性。絶対にして永えい劫ごうの沈黙たる『零白夜ラスト・エレメント』では持ち得ない、我々の武器」

　流りゆう暢ちように、感情もなく、ただ、事実だけを告げるような声こわ音ね。

「貴様──」

　宗司がはっと息を吞のみ、思わずネコミミから指を離してしまう。

「こんな、せっていだと、かっこいい、かなー？」

「そうだよな、おまえはそういう奴やつだよ、ちくしょうが」

「うなー、ところでフェルが、そうじのへやにいる、りゆうなんだけどさー」

　フェルは引っ張られていたネコミミを掌てのひらで撫なでつつ、話を変える。

「とりあえず、かーてんをあけて、まどのそとをみるがよいぜ」

「んー？」

　言われ、カーテンを開けた。

　目に飛び込んできたのは一面の輝ける白。

　昨夜に降ったのだろう雪が、ゆっくりと昇る朝陽に照らされ輝いていた。

「すっげえ」

　吹く風すらも目に見えそうな、白い朝だった。

「『雪が積もったことだし、溶けてしまう前に遊ぶわよ。集合場所は部室。いつもいつも忘れてしまうけれど、私たちゲーム同好会なのだから早く来なさい』ばい、いちのー」

　窓際に立ち外を眺める宗そう司じの隣に立って、フェルが言う。

　本人はあまり乗り気ではないのか、ネコミミがぺたりと萎しおれていた。

「なるほど、気持ちはわかる、いっそ授業さぼって……待て、今、何時だ」

　携帯電話で時刻を確認すると、午前五時を少し過ぎた頃ころだった。

　今から学園に向かったとして、授業開始までに二時間ぐらいは遊べそうだ。

「よっしゃ！」

　何気に宗司のテンションも上がっているのか、思わずガッツポーズ。

「つうか、ゲーム同好会と雪遊びってあんまり関連性ないよな」

「こうじつだよねー」

「あいつも変なところで素直じゃねえからなあ」

　軽く肩をすくめ、宗司は急ぎ学校に向かう準備を始めることにした。

　まずは隣の部屋にいるリリスを起こすことからだ。




「おいリリス、凄すごいぞ外が……何な故ぜいる」

　がちゃりとドアを開けてリリスの部屋に入れば。

「ペーン」

　赤いペンギンがいて、既すでにリリスたちを起こしていた。

「……おはようリリス」

「おはようございます兄さま、既に話は聞いています」

「雪が積もっているそうですね」

「……うん、ごめん、ノックもせずに開けちゃって」

「リリスは気にしていません、」

「どうせでしたら最後まで見て行きますか？」

　丁度、リリスとリリスが着替えようとしているところだった。

　具体的にはパジャマのボタンを外している最中である。

　幸いというべきか、何も見えなかった。

「いえ、失礼します」

　かしこまって頭を下げ、宗そう司じはリリスの部屋を出た。

　ちょっとしたアクシデントはあったものの、宗司はほどなく準備を終える。

　しかしリリスはまだ昼食用の弁当を作っている最中だ。

「……何か、手伝おうか？」

「兄さま、先に行ってくれて構いませんよ」

「む？　良いのか？」

「はい、不思議なリリスマジックを使えばお弁当を作り終わって家を出てもさして遅れませんので」

「……この場合、不思議なリリスマジックにツッコミを入れたら駄だ目めなんだろうね」

「不思議なリリスマジックですから」

「リリスがそう言うなら、先に行くか……」

「はい、兄さまが実は積もった雪にわくわくしていることを察した素敵な妹リリスのちょっとした心遣いです」

「…………すいません、お気遣いありがとうございます」

　妹の掌てのひらで転がされているのを自覚しながら、宗司は頭を下げ一足先に家を出た。












　通常の登校時刻より大幅に早いだけあり、道には殆ほとんど人の姿がない。

　同じ制服を着た若者は勿もち論ろんなく、僅わずかに散歩をする老人や犬猫の類たぐいが見えただけだ。

　朝はしんと静まり返り、風は冷たく、道を歩けば積もった雪がさくさくと音を立てる。

　学ランの上にコートを着てマフラーを巻き、手袋もつけているがそれでも防寒は充分でなく、吐く息は白く顔が冷たかった。

　それでも、誰もいない雪道を歩くのは心地よかった。

　学園の麓ふもとから長い山道を登り、正門を潜くぐる。

　山中にある学園は麓よりも雪が深く、街よりも白く、静かだった。

　雪化粧された校舎の横を通り過ぎ、新雪に足跡を残しながら学園の外れも外れ、第三旧校舎へと進む。

　校舎の中に入らず、外を回って、丁度部室の外辺りに向かえば。

「遅かったわね、宗そう司じ」

　一いち乃のが待っていた。

　長い黒髪、赤い瞳ひとみ、薄い胸を張るように腕組みをして真っ白な雪景色に立っていた。

　黒髪と共に黒いマフラーがなびき、ボタンのない同じく黒のコートが揺れる。コートの下にはスカートの裾すそとソックスが覗のぞきそれすらも黒い。

　白い世界を拒絶するような鮮やかな黒と、血のように赤い瞳に唇。

　凛りんとして、美しく。

「おまえが早すぎるんだよ。いつからいたんだ」

　苦笑を浮かべ、宗司は一乃に近寄りながら問うた。

「さっき来たばかりよ」

「ふーん」

　一乃が何気なく答えると、宗司は手袋を外し。

「うりゃ」

　目の前にある一乃の頰ほおをぺたりと、両手で包み込んだ。

　そして、口付けの準備であるように、彼女の顔を持ち上げる。

「さっき来た割には、冷たいな」

「くっ、宗司の分際で生意気ね……」

　寒さとは違う理由で一乃の頰が赤く染まり。

　白い吐息が掛かってしまうほどに二人の顔は近く、自然と見詰め合う。

　言葉は途切れ、冷たい頰と温かい手の温度が混ざり合う。

　やがて静かに、宗司は一乃の頰から両手を離した。

「……あっ」

　どこか残念そうな声、赤い瞳が離れて行く両手を追い掛ける。

　視線はそのまま、宗そう司じを見上げて。

「どうした、一いち乃の」

　宗司はひどく優しい微笑ほほえみを向けた。

　とくん、一乃は自分の胸が鳴るのを感じ。

「死になさい」

　思い切り、宗司の足を踏みつけた。

「んぬっがあああああ」

　突然の攻撃に宗司は頓とん狂きような悲鳴を上げ、雪の上で何度もぴょんぴょんと跳ねる。

「な、何かしたかおれ！」

　苦情のような質問のような言葉に、一乃はしゃらりと長い黒髪をかき上げ答えた。

「深い理由はないのだけれど、宗司に『大丈夫、おれはおまえのことを全部理解してるから』的な笑顔を向けられてひどく苛いら立だたしくなったの。これがツンデレという奴やつかしら」

　無意味に堂々と、黒いコートに包まれた薄い胸を張って宣言する。

「ツンデレは絶対に違うと思います。っていうか一乃さん、鈍感キャラで怒られて、敏感キャラでも怒られたら、ボクはどうすればいいんですか？」

「敏感キャラって、何だかいやらしい響きがしない？」

「完全に同意するが、他ほかに良い言い方が思いつかなかったのも事実だ」

「今度何か考えておきましょうか……あら、やっと来たわよ」

　一乃が宗司の背後を指差し、宗司も素直にそちらを振り返った。

「やほーソージラブー、ついでにイチノもおはよー」

「お待たせしました兄さま、おまけの森もり塚つか一乃もおはようございます」

「ペーン」「ワーン」「ウサー」「ピヨー」「ゾーウ」「……」

　何だかちょっとした楽隊のように、動物を引き連れた一団がこっちへやって来ていた。

　前を歩くのはキリカにリリスとリリス、教室に行かず直接部室へ向かったのだろう、それぞれコートを着込んで鞄かばんを持ったままだ。

　彼女らの後に続くのは、『煉獄カサルテイリオ』の獣たち。マンボウだけは動けないので赤い子犬がソリを引くようにマンボウ入りタライを引いていた。

「アハハハ、積もったねー雪、キリカさん、何だかちょっとワクワクだよっ」

　歩きながら、キリカが大きく宗司たちに向け手を振る。

　にこにこと一面の雪を溶かしそうな明るい笑顔を浮かべた彼女は、襟と袖そでにもこもこのファーがついた白いコートを着て、同じく白い手袋とイヤーマフを。

　コートの裾すそから覗のぞく脚あしには白い厚手のニーソックスを履いていた。

　どことなくシロクマっぽい印象を与えるコーディネイトは二つに括くくった銀の髪と青い瞳ひとみにも似合っていて可愛かわいらしかった。

　頰ほおが赤いのはやはり、寒いからだろう。

「よー、朝から元気だな、おまえも」

「まったく、来るのが遅いわね」

　口では文句を言いながらも、一いち乃のは宗そう司じと一緒に軽く手を振ふり返かえす。

「ソージたちが早いんだよっ」

「全くです、」

「兄さまってば本当にリリスを置いて行くのですから」

　リリスとリリスが、冗談めかして口を挟む。

　頭にはニットの帽子、小柄な体にシンプルなピーコート、足には厚手のタイツ。

　ニットの帽子にはそれぞれ、デフォルメしたアザラシとカピバラの飾りがついていた。

　中学二年の十三歳という年齢を考えても小さな体と、その素そ朴ぼくな冬支度が相まって……登校する雪国の小学生に見えたのは宗司だけの秘密だ。

　表情のない顔は寒さで少し赤く、虹にじ色いろの瞳ひとみがじーっと宗司を見詰めていた。

「……あの、リリスさんが待たなくても良いと言ってくれたので、わたくしめは一足先にやって来たのですが」

　反論するも、リリスはじーっと見詰めて虹の瞳を逸そらさない。

「もしかして、本当はそれでも待ってて欲しかったとか？」

「……」リリスは否定も肯定もしなかった。

「ええと、どうしたら許してくれますか？」

「今日のランチを、」

「リリスと一緒に食べませんか」

「喜んで、ボクのお姫さまたち」

「それならばリリスは兄さまを許してあげます」

「相変わらずのシスコンね」

　横合いから冷たい視線と共に一乃が言った。

「シスコンですが、何か問題がありますか？」

　堂々と胸を張り答える姿は実に救いようがなく一乃ですら言葉に詰まる。

「やーい、ソージのシスコーン」

「ユニコーンみたいなイントネーションで呼ぶな」

「大丈夫です兄さま、」

「シスコンである兄さまもリリスは愛しています」

「……ありがとうと言うべきなのかおれは？」

　くだらないやり取りをしている間に、キリカにリリス、『煉獄カサルテイリオ』の獣たちも宗司と一乃の傍そばに到着。これでゲーム同好会は全員集合……？

「ありゃ、フェルはどうした？」

　あの目立つネコミミ少女の姿がどこにもない。

「フェルならあそこよ」

　一いち乃のが、赤い瞳ひとみで窓越しの部室を示す。

　そちらを見れば、いつもの古びたテーブルに大きく柔らかそうな座布団が置かれ、その上で赤い猫が丸くなっていた。

「……猫は炬こ燵たつで丸くなる、じゃねえが、やっぱ寒いの苦手なのか」

「あなたの所から戻ってくるなり、あの通りよ」

「アハハハ、あれはしばらく動きそうにないねっ」

「気が向けば、適当に遊びに来るかと思います」

「ペーン」赤いペンギンも、こくこくと頷うなずく。

　他ほかの獣たち──子犬にウサギ、ひよこにミニゾウも概おおむね同意見らしく頷いている。

「なあ、マンボウだけ、さっきから全く動かないし鳴かないんだが」

　一同の視線が、マンボウの入ったタライに集まる。

　水を張ったタライの中、マンボウはぷかぷかと浮かぶだけでぴくりとも動かない。

「……この場合、死因は凍死でいいのかしら？」

「マンボウゥウウウウウウ、しっかりしろぉおおおおお！」

　慌てて駆け寄る宗そう司じ、タライからマンボウを抱え上げてみれば。

「まぁーんぼぉーぅ」大口開けて、あくびをした。

「寝てただけかい！」

　反射的に、宗司はマンボウをタライに叩たたき込こんだ。

「マ、マンボ！」

「兄さま、落ち着いて下さい。きっとそのマンボウは冬眠の準備をしているのです」

「マンボウって冬眠するの！」

「噓うそです」

「何な故ぜそんな意味のない噓を吐つくんだマイシスター」

「置いてけぼりにされたので、ささやかな意地悪を」

「……ぬぐう」

　そう言われると、反論できない宗司だった。

「相変わらず、あなたって虫より容易たやすく騙だまされるのね」

「虫を騙すのは結構難しくないかなっ」

「つまり、兄さまは虫以下と言うことですね。虫だけに今日から無視しましょう」

「諸君、意味もなくボクを攻撃するのはやめるべきだ。良い年した男が普通に泣くぞ」

「まあ、宗司遊びはこの辺りにしましょうか」

　スイッチを切り替えるように、一いち乃のがしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「だねー、雪も積もってるし、遊ぼうか」

「はい、早起きしたのですから楽しまなければ損です」

　銀の髪を揺らしキリカが、表情を変えずに小さくリリスも頷うなずく。

「おまえらさ、本当に仲良くなったよな」

　宗そう司じは頷き合う一乃たちを眺めしみじみと呟つぶやいた。

「そうかしら？」

「そんなこともないんじゃないかな？」

「そういうこともありえるかもしれません、そうでないかもしれません」

　ちら、ちら、ちらと、赤と青と、虹にじ色いろの瞳ひとみが宗司の顔を見た。

「な、何すか？」

「別に、どこかの馬ば鹿かがハーレムを作るなんて面白いことを言ってくれたせいで変な仲間意識が芽生えたわけじゃないわよ」

「さあ、遊ぼうか！　何をするのが良いかな！」

　不ふ穏おんな気配を察知し、宗司は即座に話題を切り替えた。

「そうね、定番だけれど」

　しゃくり、一乃が足元から雪を一ひと掬すくい手に取る。

「やっぱり、これだよねっ」

　青い瞳をキラキラと輝かせ、キリカも同じように。

「リリスも、それが良いと思います」

　静かにリリスとリリスも雪を取る。

「……どうしてだろうな、既すでに嫌な予感がする」

「ペーン」

　呟く宗司、足元ではペンギンたちがキリカやリリスの鞄かばんなどを頭の上に乗せて窓から部室の中へと運び込んでいる。ついでに、マンボウ入りのタライも運び込まれた。

　運搬の終わりが開始の合図だったわけではなかろうが。

「せーの！」

「えいっ！」

「……っ！」

　一乃の合図と共に、宗司に向けて、一斉に雪球が投げつけられた。

「甘い、予感はしていると言ったはずだ！」

　びしり、彼女たちの方を指差して、無意味に格好良く飛来した全すべての雪球を回避する。

「あら、生意気ね！」

　黒髪を、黒いマフラーを、黒のコートの裾すそを──体の全てを翻ひるがえし、殆ほとんど回転するように大きく腕を振るい二つ目の雪球を放つ。

　回避で体勢が崩れたところを狙ねらったはずのそれを、宗そう司じは片手で払い落とし。

「ふっ、今度はこちらの番だ」

　返す刃やいばで、逆の手に仕込んでいた雪球を投げ返す。

「きゃっ……もう、やったわね」

　雪球は命中、緩く握っていたから痛みはないが見事に弾はじけて一いち乃のの黒髪にかかる。

「ソージ、隙すきありぃいいいっ！」

　投げ終えた今を好機と踏んで、キリカが動く。

　野球のピッチャーのように大きく腕を、脚あしを──正面から見ていたら下着が見えてしまうのではないかと思うほど──高く上げ、一気に振り下ろす。

「良いタイミングだ」

　剛速球の雪球を宗司は自ら倒れこむ事で避よけ、そのまま、足先で雪を跳ね上げた。

「わうっ」

　キリカの顔に雪がかかり、ファーのついた襟えり元もとが、大きく膨らんだ胸元が濡ぬれ光る。

「兄さまー、リリスも行きます、」

「えーい、です」

「わー、お兄ちゃん、当たっちゃったー。このー、おかえしだぞー」

「きゃー、リリスも当たっちゃいましたー」

　態度の違いが実に露ろ骨こつだ。

　ニット帽にダッフルコート、厚手のタイツ。子どもっぽい装よそおいだからという理由でもなかろうが、リリスとリリスはじゃれるように緩くかるーく雪球を投げた。

　当たった宗司も妙に嬉うれしそうな、ニッコニッコと形容できそうな緩んだ顔をしている。

「ちょっと待ちなさい、何なのよその贔ひい屓きは！」

「そうだよっ！　贔屓反対、キリカさんにも優しくしろー」

「……いや、おまえら本気で投げてきたから、おれも本気でやっただけだし」

　苦情を言われ、宗司は困ったような顔で頰ほおをかく。

「……私たちの悪い癖が出たわね」

「……うん、ダメなところだよね」

　一乃とキリカは顔を見合わせると再び雪球を作り。

「そ、宗司、覚悟しなさいよ、えいっ」

「えっとー、必殺でもなんでもないキリカさんスローウ」

　ちょっと恥ずかしそうに頰を染め、ゆるーく投げてみた。

「うわー、当たっちゃたぜ。この、おかえしだー」

　ぽすっぽすっと雪球に当たった宗司が、物もの凄すごくゆるーく反撃してきた。

　かくて、ゆるーく雪球を投げ合うゲーム同好会式の雪合戦は。




「くらいなさい宗そう司じ、えーい」

「うわー、これは避よけられないぜ」

「えへへー、命中ね」




「ソージソージ、キリカさんにも投げてっ投げてっ」

「良いとも、ほーらキリカ、投げるよ」

「きゃー」




「兄さまー、今度はリリスの番です」

「よーし、お兄ちゃんもやっちゃうぞ」

「いやーん、兄さまのいじわるー」




　何かもうただひたすら、甘ったるく進んだ。






日誌　三　うさうさワールド






　雪合戦の後始末で結局、その日は遅刻した。

　もっとも積雪が原因で遅刻した生徒は他ほかにも多く、問題にはならなかった。

　陽が昇り気温が上がるうちに積もっていた雪は溶けて行くも、山中にある学園ではまだ溶け残っている雪も多かった。

　主に、学生が通らず陰も多い学園の隅っこにだ。

　学園の隅も隅であるゲーム同好会部室周辺は、放課後になっても朝と大差のない、相変わらずの雪景色だった。

「うーす、いるか？」

「うなー、いないぜー？」

「いるじゃねえかよ」

　がらりとドアを開けて部室に入れば、朝方は座布団の上で猫になりうなうな眠っていたフェルがいた。

　赤毛にネコミミ、硝子がらす球だまの瞳ひとみ。たゆんと胸元が大きく膨らんだブレザーのリボンは思い切り斜めに曲がっている。要するに、いつものフェルだ。

　いつも通りでないのは、何な故ぜか部室のあちらこちらに雪で作ったウサギ──雪ウサギが載った白い皿が置かれているぐらいだ。

「ひまだったから、つくってみたー」

「また妙に可愛かわいらしいことを」

　十……二十はないか、宗そう司じは部室を見回し雪ウサギを数えようとして止やめた。

「何をぼうっと突っ立っているのよ」

　背中を指で突かれ、歩を進めて振り返る。

「よ、一いち乃の……キリカにリリスも一緒か」

「うん、偶然会ったのさ。ソージラブー」

「はい、お茶でも飲んでいかないかと誘われました」

　朝と同じ、コート姿の一乃たちがいた。

　ぞろぞろと連れ立って入って来た彼女たちは、コートを脱いで部室の隅、布製の仕切りで作った更衣スペースにハンガーで掛けた。

　コートの下は見慣れた制服姿だ、一乃はその長い黒髪と同じ色の黒いセーラー服で、キリカは冬服のブレザー、ペールオレンジのブラウスにブレザーを合わせた中等部制服はリリスとリリス。

　そのまま彼女たちは部室中央のテーブルに着く。フェルが続き、タイミングを逃して阿あ呆ほみたいに突っ立っていた宗司も座る。

　テーブルの上にも皿が置かれ、雪ウサギが五羽ほど鎮ちん座ざしていた。

　一乃が何気なく指を伸ばし、雪ウサギに触れる。

　冷やりと冷たく、湿っていた。

　濡ぬれた指で、一乃はしゃらりと長い黒髪をかき上げた。

「可愛いわね。私も作ってみようかしら」

「いいねっ、まだ雪残ってるし」

　妙に乗り気なキリカが座ったばかりだと言うのに腰を上げる。青い瞳ひとみがきらりと楽しげに輝いていた。

「作りたかったのですか、沢さわ村むらキリカ」

「うんっ、カワイイし」

「確かに、」

「可愛くないとは言いませんが」

　リリスとリリスも雪ウサギに目線を向けた。

「いえむしろ、」

「非常に可愛いとは思いますが」

　丸っこい雪ウサギを見る虹にじ色いろの瞳ひとみは優しく、唇の端がほんの僅わずか緩んでいた。

「うなー」

　フェルが暇つぶしに作った雪ウサギは意外に好評のようだ。

「んじゃ、作ってみるか？」

　宗そう司じが言う。

「ふふっ、今日のゲーム同好会の活動、ということにしましょうか」

　一いち乃のが頷うなずき。

「ウサー」

　ぴょこんと、急に赤いウサギがテーブルの上にジャンプして乗った。

「うわっ、大福みたいな体してるのに意外なジャンプ力だよっ」

「惜しいです、これで森もり塚つか一乃関係でなければリリスは全力でお持ち帰りしますのに」

「ウッサウッサー」

　赤い大福のような丸いウサギ、『煉獄カサルテイリオ』の獣の一匹はいきなり現れたかと思うとテーブルの上でぴょこぴょこと跳ね……多分、踊り始める。

「何だこの不思議な踊りは」

「さー、フェルもしらないなー」

「知っとけよ、『煉獄カサルテイリオ』のリーダー」

「私も初見よ、でも可愛かわいいから良いと思うわ」

「だから知っとけよ、『煉獄カサルテイリオ』の持ち主！」

「ソージ、細かいことは気にしちゃだめだよ」

「そうです兄さま、可愛いのだから良いではありませんか」

　確かに丸いウサギがぴょっこりぴょこぴょこ踊る姿は愛あい嬌きようがあり、それを見る女性陣（フェル除く）の表情はどこかぽやんとしている。

「やれやれ」

　しょうがないなと思っているうちに、じわりと、異変が起こり始めた。

　雪ウサギだ、部室中の雪ウサギがぷるぷると震え。

「むっ？」

　ぽんっ、軽い音と共に雪ウサギがウサギになった。

「また新しい設定持ってきやがったよ、この不思議生物ども」

「モフモフが増えたわ！」

「一匹ぐらい持って帰っても良いかなっ！」

「リリスにもお願いします！」

「うなー、よかろう、もってかえるがよいぞー」

「おまえら、揃そろいも揃って驚くべき点を間違えているぞ！」

「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」──

　最初の一つは赤いウサギ、残りは元雪ウサギだ。

　統制が取れているわけではないらしく、生まれた元雪ウサギたちは好き勝手に部室の中を動き回り出した。

　人を恐れていないのだろう、ウサギたちは宗そう司じたちの足元でも平然と、むしろ興味深そうにしている。

「アハハハ、この子達、人ひと懐なつっこいねっ」

「はい、でも少しくすぐったいです」

　早速、キリカとリリスは足元のウサギを抱き上げていた。

　キリカの豊かな胸元にウサギの顔がちょこんと乗っかり、前足でぽふぽふとしながら不思議そうに長い耳を左右に揺らす。

「……」複雑な表情で、キリカの胸に埋まっているウサギを眺める宗司。

　リリスの側では、ウサギがリリスの首筋にふわふわの頰ほおを擦すり付つけていた。何だか甘えるような仕草で、くすぐったさにリリスとリリスは虹にじの瞳ひとみを細めている。

「……」やっぱり複雑な、若じやつ干かん羨うらやましそうにも見える表情で、リリスに抱きつくウサギを眺める宗司。

「うさー？」勝ち誇るように、赤いウサギがぺしぺしと宗司の膝ひざの裏を叩たたく。

「いや、別におれ、何も気にしてへんで、マジやで」

「あなたもしかして動物相手に嫉しつ妬としてるのかしら」

「しーてーまーせーん、ちょっと羨ましいとか思ってません」

「ふふっ、相変わらず可愛かわいい人ね」

　しゃがみ込み、指先でウサギを撫なでている一いち乃ののからかう声。

「後で抱きしめてあげましょうか」

「是非お願いしますってやかましいわ！」

「はいはい、仕方ない人ね」

　ねえ？　と同意を求めるように一乃がウサギの鼻先をつんと突いた。

「ウサー」

　ぴくっと長い耳を立て、ウサギがぴょんと跳ねる。

「あら？」

「ウサー！」

　一乃の頭の上に着地したウサギは器用に一度ぐるりと宙返り。出現した時と同じようにぽんっと軽い音がしてウサギは消え──

「……あら？」

　一いち乃のの頭にふさふさの、真っ黒いウサミミが生えた。

「何……だと？」

　愕がく然ぜんとする宗そう司じの背後で、ウサギが鳴く。

「ウサー！」

「わわっ」

「ウサー！」

「きゃうっ、」

「ウサギさんが」

　ぽんっ。ぽんっ。ぽんっ。音がしてキリカとリリス頭にもウサミミが生える。

「お、おい、何がどうなってるんだ」

　慌てて、元凶である赤いウサギの姿を探すもいつの間にか消えていた。

「じゃあフェル、も、いねえじゃん！」

　ネコミミが生えた長い赤毛の少女も同じくいない。

「私としたことが何て取り返しのつかない失敗をしてしまったの！」

　隣で、一乃が立ち上がり頭を抱えて口く惜やしげに叫んだ。

「ウサミミが生えたというのに、バニーガールの衣装を用意していないなんて！」

「おまえもおまえで変なことを嘆なげいてんじゃねえよ！」












「いいえ、まだ遅くない。取り返しのつかない失敗なんてないわ！　バニーガールの衣装がなくとも、とりあえず脱げば──」

　おもむろに一いち乃のは胸元、黒いセーラー服のリボンを解ほどき。

「いくらなんでも、ちょっと落ち着け！」

　慌てて、宗そう司じがその手首を強く握って止めた。

「あんっ……もう宗司ってば、大胆なんだから」

　ぽっと頰ほおを赤く染めて一乃は緩く身を捩よじる。

「押し倒すのなら、その、せめて私かあなたの部屋で、ね？」

「ね？　じゃねえよ、くそっ、言動は極めてひどいのに何な故ぜか妙に可愛かわいいから困る」

「もう、外見も性格も可愛すぎて困るなんて褒ほめすぎよ」

「極めて都合よく脳内変換されてらっしゃる！」

　しかし、頰を染めウサミミごと体をくねくねさせている一乃さんはちょっと可愛い。

　宗司もその点には異論がないようで、顔が随ずい分ぶんとにやけている。

「あーにーさーまー」

　リリスとリリスが二人の間に割り込み、強引に引ひき剝はがす。

「いくら『おれはハーレム王になる』などという頭の悪い宣言をしたからと言って、」

「浮気は禁止ですよ。晩ご飯を兄さまの嫌いなおかずで埋め尽くしますよ」

　露ろ骨こつに拗すねているらしく、小さな唇はつんと尖とがり短めのウサミミはぷんぷんと怒ったように左右に振れていた。

「お兄ちゃんに兵ひよう糧ろう攻めの危機が！　いや、それ以前にハーレム王なんて宣言はしてない、ええと、ああもういいや、拗ねてるリリス可愛い！」

　駄だ目めだこのシスコン。

「アハハハ、折せつ角かくだからソージもウサミミになろうよっ」

「え、おい、ちょっと待て」

　が、キリカは待たず、ウサギを一羽、ひょいと宗司の頭に乗せた。

　ぽんっ。音がした。宗司は窓に映る自分の姿を見た。男子高校生の頭に、ふわっふわっのウサミミが生えていた。

　誰が得するのかすら定さだかでないウサミミキャラの誕生に。

「……」

　がくーん、と宗司は膝ひざから崩れ落ちる。

「急に何もかも嫌になって来た、もう帰ろうかな」

「安心してください兄さま、」

「ウサミミも似合って……」

　さすがのブラコンリリスも言いい淀よどむ、強烈な違和感だ。

「似合っているとは言い難いですが、」

「リリス的にきょ、許容範囲です」

「そ、そうよ宗そう司じ、ウサミミだって良いじゃない人間だもの！」

「う、うん、ええと、頑張ればその、カワイイ感じがしてるよっ！」

　フォローする女性陣（頭の上にウサミミ、可愛かわいい）に、宗司は淀よどんだ目線を向ける。

「何一つ慰なぐさめになってない台詞せりふをありがとう。で、どうしてこんなことをしたんだいキリカさん。怒らないから言ってごらん」

　淀んだ眼まな差ざしはそのままキリカに向かい。キリカは視線を逸そらした。

「アハハハ……何となく、ノリかな？」

「キィイイイイイリィイイイイイイカァアアアアアアアアア！」

　ウサミミと目を吊つり上あげた宗司は勢い良く立ち上がり、キリカの二つに括くくった銀の髪、の上に伸びているウサミミを摑つかんで引っ張る。

「うきゅう、イタイ、イタイよっ、ソージ、ごめんってばっ！」

「おまえが泣くまで、おれは、引っ張るのを止やめない！」

「え、キ、キリカさん、ソージに泣かされちゃうんだ」

　事実、痛みでキリカの青い瞳ひとみにはうっすらと涙が浮かんでいるが……何を妄想しているのか口元はゆるんと緩んで、頰ほおは上気し、完全に出来上がっていた。

「……なんでお前、ちょっと嬉うれしそうなの？」

「……え、えっと、あれ？　な、何でだろ？」

「……ごめん、やりすぎたみたいだ」

　思わずウサミミから手を離して謝ってしまう。

「あ、もう、終わりなんだ……」

　キリカの声はどことなく残念そうな響きが混ざっていた。

「ねえ、鬼き畜ちく外げ道どう宗司、キリカを調教して新世界に目覚めさせようとしているところ悪いのだけれど」

「その台詞の全すべてを否定させて頂きたい」

「あの子、もとい、あのウサギたち、部室の外に出て行ったのだけれど……」

「え？」

　言われ、宗司はドアのほうを見た。何な故ぜかドアが開いており。

「ウサー」「ウサー」「ウサー」「ウサー」──

　ウサギたちは次々に、部室の外へ逃げ出していく。

「これ、まずくね？」

「まずいわね。この辺りに他ほかの生徒が近付く可能性は低いと思うけれど」

「万が一、無関係の人間の頭にウサミミが生えたら大騒ぎになりますね」

「この辺、雪が残ってるからそれ目当てで遊びに来てる人がいるかもよ？」

　顔を見合わせる一同。

　頭の上でウサミミが左右に揺れる。

「探せええええええ！　捕まえろ！」

　宗そう司じの号令と共に、一いち乃のたちはウサギを追いかけ部室の外へと駆け出した。




　結局、その日の放課後はウサギを追いかけるだけで潰つぶれてしまった。

「うなー、ちなみに、そのうさみみは、じかんがたつと、かってにきえます」

　面倒が起きた瞬間消えたフェルは、宗司たちがウサギを全部捕まえ終わると当然のように戻って来た。

「出たな妖よう怪かいネコミミ、やっちまえキリカ！」

「ラジャーだよっソージ！」

　ぽんっ。フェルは『ネコミミキャラなのにウサミミも生えてる』の刑に処された。

「うなああああああ、これは、いくらなんでも、へんすぎる、ぜー」

「やかましいわ、ウサミミ男子高校生よりマシだろうが！」

「それもそうだね。そうじ、かわいそ、ぷげらー」

「ぐおおおお、む、無表情に言われてるせいで百倍むかつく」

「ぷげらー、ぷげらー、ぷげらー」

「ハッハッハッ──一発殴らせろこのネコミミがあああああ！」

「わーい、そうじが、おこったぞ、にげろー」

　今度は狭い部室の中で、宗司とフェルが追いかけっこを始める。

「はいはい、不毛な争いは止やめなさい。紅茶の用意が出来たわよ」

「美お味いしいクッキーもあるよっ」

「兄さま、ウサミミが消えるまでリリスたちとお喋しやべりでもしましょう」

　大体、最後はこんな感じだった。






日誌　四　こたつとミカン






「寒い寒いと文句を言う猫がいるので、部室に炬こ燵たつを導入したわ！」

「わーい、こたつこたつー」

「……第三旧校舎中を探し回ってコタツ用意したの、おれだけどな」




　と、いうことでゲーム同好会部室にコタツが用意された。

　中央にあった古びたテーブルを一時的に別の部屋へ移し（宗そう司じが頑張った）、古い畳を敷しき（宗司が探してきた）、その上にコタツである。

　因ちなみに、コタツはかつて宿しゆく直ちよく室で、畳は茶道部で使用されていたものだ。

　宿直自体の廃止と経年劣化により第三旧校舎の空あき部屋に押し込まれていたのを宗司が発見し引っ張り出して来た。

　その頑張りの結果、現在の部室では。

「あー、暇だなー」

「そーねー、暇よね」

「だねー、暇だねー」

「はい、暇ですねー」

「うなー、ひまーだーぜー」

　コタツに入ってぼけーっとし、時折、中央に置かれた木目調の器からミカンを取って食べるだけの生命体が量産されていた。

　全員揃そろって背中を丸め、天板の上に顎あごを乗せ本当にダラダラする以外何もしていない。

　因みにこのコタツは若じやつ干かん大きめで、一いち乃の、キリカ、リリスにリリス、宗司とその隣にフェル──全員が多少窮屈ながら入れるサイズだ。

　更に余談ではあるが、フェルがどこかから調達してきたミカンはたっぷり、残りダンボール一箱分が部屋の隅、お茶を淹いれるためのカセットコンロの隣に置いてある。

「ミカンうめー」

「そうねー、おいしいわねー」

「そだねー、でもそろそろ、あついおちゃがのみたいなー」

「リリスはしぶいおちゃがいいです、りょくちゃ」

「うなー」

　リラックスしすぎて、ついに台詞せりふから漢字が消えた。

「りょくちゃかー、たしか、ちょっとあったよなー」

「ええ、こうちゃばかりだから、わすれていたわね」

「まちがえてもってきたんだよねー」

「ミカンには、りょくちゃがあうとリリスはおもいます」

「うなー、じゃあ、だれが、いれるのー？」

　一瞬、コタツの周囲に沈黙が訪れた。

「かあさん、おちゃをいれてくれんかね」

「やあねえあなた、きのうのんだでしょう」

「ソージ、あいしてるから、おちゃいれてー」

「キリカ、すげえあいしてるから、おちゃいれてくれ」

「あにさまー、おちゃをいれてくれたら、リリスがこんやは、だいサービスです」

「むしろおにいちゃんが、だいサービスするからリリスたのむ」

「うなー、そうじ、みかんとってー」

「うなー、ほーらフェル、みかんだよー」

　何一つ物事が前に進みそうにない。ゲーム同好会のメンバーは完全にコタツの魔力に囚とらわれてしまっていた。

　それを振り払うように、一いち乃のが顔を上げる。

「ならば──」

　しゃらり、その長い黒髪を優ゆう雅がにかき上げ彼女は言う。

「ゲームで決着をつけましょう！」

　驚きのあまり、キリカが、リリスが、フェルが、そして宗そう司じが一乃を見た。

「そんなっ、ゲーム同好会が」

「ゲーム同好会が、ゲームをするというのですか」

「そんなの、げーむどうこうかいじゃ、ないぜ」

「正気か、『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃！」

「無論」

　不適に、彼女は赤い唇を吊つり上あげて彼らを見詰め返す。

「私は本気よ」

　宗司たちがごくりと唾つばを飲む、表情に真剣なものが混ざる。

　数十秒前までコタツでぬくぬくだらだらと緩んでいた彼らはもういない。

　そこにいるのは、ある種の、戦士たちだ。

「ならば一乃、この『零白夜ラスト・エレメント』は問おう」

　如い何か様ようなゲームを、始めるのか。

　黒髪と赤い瞳ひとみ、纏まとう衣すらも黒い魔女の如ごとき女は告げた。

「崩れることを運命付けられしバベルの再来『蜜み柑かん積み上げゲーム』よ」

　枕まくら詞ことばを抜きにすれば、ゲームの内容は明めい瞭りようだった。

「ふーん、なるほど、イチノの企たくらみ、理解したよ」

　二つに括くくった銀の髪を揺らしキリカは見る。その青い瞳ひとみでコタツの上の木目調の器を、すなわちミカンを。

「やがては崩れるミカンを積み上げ、」

「仮かり初そめなれど最も高き塔を築き上げたものが勝者」

　リリスとリリス、鏡合わせの少女たちもまた虹にじの瞳でミカンを射抜く。

「敗者はコタツを出て、茶を淹いれる。面白い趣向じゃないか」

　にやり、男は邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

「うなー」

　無駄にシリアスなノリに飽きたのか、赤毛のネコミミ少女は大口を開けて欠伸あくびをした。

　硝子がらす球だまの瞳に浮かんだ涙をごしごしと拭ぬぐい、くきくきと首を鳴らす。重い赤毛が僅わずか揺れ、その上のネコミミがぴこぴこと──何かの合図でもしているように──左右に踊る。

「んじゃー、さっさと、はじめようぜー」

「良いわ、始めましょう。言い出した私が、先陣を切らせて貰もらうわ」

　異論は出ない。一いち乃のはミカンを器ごと手元に引き寄せる。

「……さすがは一乃だな。まずは、情報収集か」

　一乃の集中を乱さぬよう、小声で宗そう司じは呟つぶやいた。

「はい、兄さま。リソースが極めて限定されているこのゲーム、」

「勝利を目指すならば必要な工程ではありますが」

「ノンノンだよソージにリリス。イチノはあえて最も不利な一番手を選んだんだから、これぐらいは、やってもらわなくちゃ困るよっ」

　会話が交わされる間も、一乃は赤い瞳を細め真剣そのものの顔つきでミカンを一つ一つ撫なでるようにして形を確かめて行く。

『ミカン積みゲーム』は、選択のゲームである。

　ミカンの形状はお世辞にも縦積みに向いているとは言い難い。その中で少しでも安定性のあるミカンを選び出し、更に積み上げる順番を選択せねばならない。

　土台は安定性を優先し横に広いものを、積み上げるのは、へたと逆側の凹くぼみの形が合うものを。

　五分もしただろうか、一乃は選択を終えた。

「始めるわ」

　凛りんと静まり返った部室の中で、ただ、一乃の繊細な指とミカンだけが動く。

　一つ目、もっとも横幅の広いミカンが土台となる。

　次いで二つ目、三つ目と順当にミカンを積んで行く。

　そして四つ目、一いち乃のは積み上げに向かない小ぶりなミカンを選び載せた。

「……」宗そう司じが眉まゆ根ねを寄せる。

　五段目以降は難易度が加速度的に跳ね上がり崩壊の危険性が増す、崩れてしまえば記録はゼロ段だ。故に安全策を取り、確実に四段積む作戦で来たか？

　悪くない作戦だ、一乃が一番手でなければ。

「……恐れたか、森もり塚つか一乃」

　声には出さず、胸中で宗司は問いかけた。

　一番手は限界まで積むべきなのだ、後に続く者たちへプレッシャーをかけるために。

　確実な四段──守勢に入ったその手では、プレッシャーは与えられない。

　プレッシャーによる自滅を──緊張、手の震え、バランスを崩しミカンを積み損そこね、破は滅めつする──誘うことが出来ない。

　一番手に守ることは許されない、故にキリカは最も不利だと評した。

「私は、何も恐れてはいないわ」

　宗司の胸中での問いかけに答えるように一乃が呟つぶやき、五段目のミカンを選び、積んだ。

「──ッ！」

　その場にいた全員が、息を吞のむ。

　一乃が土台に選んだものと、同程度に大きなミカン──積み上げるには向いていないサイズのそれを、一乃は見事に積み上げた。

「予想通りね。このミカンの凹くぼみ、四段目のへたとぴったり、重心が合うの」

「驚いたよイチノ、ここまで無む謀ぼうな真ま似ねをしてくれるなんて……」

「何を言うの、最も基本じゃない『ミカンとミカンを調和させる』のは」

　見事、と言うべきなのだろう。一乃はさらにもう一段積み。

「……ここで止やめるわ。私の記録は六段よ」

「なかなかの記録ですね、」

「これは少々、手て強ごわいかも知れません」

　二番手、リリス──五段。

　三番手、キリカ──意地を見せ、六段。

　四番手、フェル──五段。

　一人も崩したものはおらず、いよいよ最後は宗司の番である。

　最低記録ですら五段と、ハイレベルな戦いだ。

「フッ──悪いが、勝たせてもらう」

　だというのに、宗司の態度は余裕に満ちている。

「まるで、自分に負けはないと確信しているような顔ね」

「その通り、おれは確信しているのさ」

　不敵に告げ、一段、二段、三段とミカンを積む。

「見せてやろう、おれの秘策を」

　四段目のミカンを手にすると同時に、宗そう司じは叫んだ。

「零ぜろに還かえれ──永遠の永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』！」

『零白夜ラスト・エレメント』の形、白い手袋が宗司の両手を包む。

「くっ、宗司、あなた、このゲームにそこまで！」

　宗司以外の誰にとっても予想外だったのだろう、あの無表情のフェルですら硝子がらす球だまのような瞳ひとみを大きく見開いて驚きよう愕がくを顕あらわにしている。

「う、うなー、ありえない」

「信じられないよ……ソージが『零白夜ラスト・エレメント』を自分から使うなんてっ」

「兄さま、リリスは兄さまが恐ろしい」

「何とでも言うが良い、だが『零白夜ラスト・エレメント』ほど、このゲームに向いている力はない！」

　極無造作に積み上げられた四段目のみかんは微動だにしない。

「『停止』の異能！　この手が触れているのならば、原子の運動、星の自転、宇宙の膨張すらも絶対停止の檻おりの中──静せい寂じやくに満ちた空の果て、幸福で満ちた命の果て、かくも穏おだやかな世界の終しゆう焉えんを見るが良い！」

　間髪いれず、逆の手で五つ目のミカンを摑つかみ、入れ替えるように上へ積む。

　次いで一いち乃のキリカと同じ六段、『停止』したミカンは崩れることはなく。

「七段目、これで、おれの完全勝利──コタツを出るのは、貴様らだ！」

　決着のミカンが──

「否いや、おまえは敗北するのだ我らが宿敵」

　明めい瞭りようにフェルが告げ、伏兵たちが動きだす。

　それがどんな状況であれ、確実に、宗司を打ち倒す策を彼女──たちは持っている。

「ペペーン！」

　突如現れたペンギンの合図と共に、

「ウサー」「ワーン」「ピヨー」「ゾーウ」

　同じく突如として、コタツを囲む少女たちの傍そばに現れた『煉獄カサルテイリオ』の獣たちが。

「……え？　急に寒、ちょ、ちょっと！」

「……あ、あれ？　何かスースーするっぅ！」

「……っ！」

「うなっ、なんでフェルまで！」

　ふわさぁ──手品のように鮮やかに、制服（と下着を）脱がせた。

「なっ──！」愕がく然ぜんと呟つぶやいた宗司の視線は引き寄せられ、奪われる。

　一緒にまくれ上がったコタツ布団に隠され、その目が確かに捉えたのは一瞬だけ。

　その一瞬で、充分だった。

「ペペーン、ペペペーン！」（見たか、『煉獄カサルテイリオ』新奥義『一瞬脱衣』！）

　何な故ぜか勝ち誇るように、赤いペンギンは言う。

「ペペーン！　ペン！」（白しろ崎さき宗そう司じ、貴様の記録はゼロ個だ！）

　ああ確かに、宗司は動揺のあまり手を離しミカンを崩してしまっている。

　しかし、今の宗司にそんなことを気にする余裕もペンギンの声を聞く余裕もない。

「……見たわね？」

　赤い瞳ひとみでじっ、と宗司を見詰めて一いち乃のが言う。

　頰ほおから首筋までを赤く染めた拗すねているのか怒っているのかわからない微妙なラインの顔で、肩をすぼめコタツ布団に体を埋めるようにしている。

　肩のラインが描く緩い隆起が奇妙に艶なまめかしい。

「……ええと、まあ、その、一瞬です」

「……バァカ」

「その、気にしてるほど小さくないと思います、いや違う、おれは何を言っているんだ」

「……宗司のバァカ」

　こつん、と一乃は天板の上に額を乗せて完全に顔を隠してしまった。

　遅れるように長い黒髪がしゃらりと揺れていた。

　宗司は気まずさを誤ご魔ま化かすように視線を逸そらすと、キリカと目が合った。

「アハハハ……えっと……アハハハ」

　林りん檎ごのように赤い顔、青い瞳は落ち着かずあちらこちらに泳ぎ、心なしか銀色の尻尾しつぽ二つも萎しおれ気味だ。

　気になるのだろう何度もコタツ布団を引っ張るようにして胸元を隠し直すが、逆にその動きが非常に宗司の目線を引き寄せてしまう。

「……」ちょっと俯うつむきがちになっているため出来上がった谷間に、気付いている。

「……ソージのえっち」

　ずぼっと、キリカは体の殆ほとんどをコタツの中に入れて横になってしまった。

　そのままもぞもぞと脱がされた服を着なおしているようだ。

　良くも悪くも解放されたと宗司が思った瞬間。

「兄さま、見ましたね、」

「責任を取って下さい」

　妹から、更なる攻撃を受けた。

　横に並んだリリスとリリスは鏡に合わせたように揃そろって、じとっーとした虹にじ色いろの眼まな差ざしで宗司を見詰めていた。

「あー、いやー、そのー」

「兄さま、」

「責任を取って下さい」

　ずいずいっと、むしろ詰め寄るようにリリスとリリスが身を乗り出してくる。

「ちょ、リリス、見えるって！」

「むしろ見せようとしているのです、」

「さあ兄さま、リリスがこれ以上前のめりになりぺろんと見えてしまう前に」

「責任を取ると言いなさい──」

　何と攻撃的な妹だろうか、既すでにコタツ布団はリリスとリリスの薄い胸の隆起に辛かろうじて引っかかっているだけで今にもずり落ちてしまいそうだ。

　いやもう、半分ぐらい見えていると言っても過言ではない。

「わかった、わかった、何でもするから許して！」

「くっくっく、リリスは素直な兄さまが好きですよ」

　映画の悪役のようにわざとらしく笑って、リリスは身を引いた。

「仕方ない……で、お兄ちゃんは何をすればいいんだ？」

　安あん堵どの息を吐きながら、多少不安そうに宗そう司じが聞いた。

「…………実はまだ、」

「考えていませんでした」

「結論が出たら教えてくれ、そして制服を着てくれ」

　リリスから視線を外すついでに、さっきから妙に静かな隣に座るフェルを見た。

「いやーん、そうじさんのえっちー」

「しっかり着てるじゃねえかおまえ！」

「あわてて、せいふくだけ、きたのさー」

　えっへんとばかりに、フェルが胸を張った。

　相変わらず硝子がらす球だまの瞳ひとみに表情はなく、制服──セーラー服の胸元のリボンもない。

「……本当に慌ててたんだな」

「うなー、そうじ、りぼん、むすんでー、フェル、にがてー」

　と、フェルの小さな手がリボンを差し出す。明らかに元凶はフェルなのだが、色々と見てしまった負い目のある宗司は仕方なくリボンを受け取り結ぼうとする。

「む、なかなか難しいな」

　身を乗り出しフェルの胸元に顔を近づける宗司、さらにフェルの制服自体も少し引っ張るようにする。これで大分結びやすくなった。

「うなー、くすぐったい」

「我慢し……フェルさん、あの、あなた下着は？」

　セーラー服の襟えり元もとから覗のぞく白い膨らみ。たゆんたゆんと柔らかそうで。

「うなー？　あわてて、せいふくだけきたって、いったよねー？」

　不思議そうに赤毛の上のネコミミを揺らし首を傾かしげる、制服の下でむにゅんと形を変える柔らかいもの。

「……やっぱり自分で結んでくれ」

　顔を赤くした宗そう司じは掌てのひらで顔を隠すようにして首を振る。

「うなー、そんなんじゃ、はーれむきんぐに、なれないぜー」

「やかましいわ、人を妙な役職につけるんじゃねえ」

「──決めたわ！」

「何の話だ！」

　急に一いち乃のが叫び、思わず宗司も叫び返したが、今回は完全に宗司は無関係のようだ。

　一乃は赤いペンギンの方に視線を向けている。

「ちょっと、こっちに来なさい」

「ペーン？」てぽてぽとペンギンが一乃の傍そばまでやって来るや、おもむろに。

　がしり！　バスケットボールを片手で持つように、思い切りペンギンの頭を摑つかんだ。

「命令よ、人化なさい」

「ペペーン？」

「あなたも、脱がせてあげるわ」

「ペペペペペー！」

　じたばたとペンギンはもがくも一乃の指は外れず、その赤い瞳ひとみは極めて冷たい。

「まさか、自分だけ脱がずにすむと思っているわけじゃないわよね」

「言われてみれば、そうだよねっ」

「まさしく因果応報の絶対報復です」

「うなー、さいきん、そいつ、ちょっとにんきがあるからって、ちょーしにのってるから、やっちまえー、いまさら、しんひろいんなんぞ、みとめねー」

「ペ────ン！」

　キリカが、リリスが、フェルが、生暖かい眼まな差ざしでペンギンを見る。

　ペンギンは助けを求めるように、宗司につぶらな瞳を向けるが……

「さーて、最下位になったおれは温かい緑茶を淹いれないとな」

　宗司は物もの凄すごい勢いでコタツを出るや、部室の片隅、カセットコンロの上に置かれた薬や缶かんを摑み部室から逃げ出した。

「ペーン！」

　廊ろう下かを駆け抜ける宗司の耳に、ペンギンの悲痛な叫びが届いていて。




　しばらくの後、宗司が部室に戻ると。

「ううう、わたくし穢けがされてしまいました……もうお嫁にいけませんわ」

　長い金髪を縦に巻いた少女──リアが、裸でコタツの傍そばに横たわっていた。

　心底余談だが、サイズは一いち乃の以上キリカ未満、ただし、かなりキリカ寄りであった。













日誌　五　フェルがうなうなでうなーだから眠れない日誌






「来たぞー、って、今日はフェルだけか」

「うなー、いちの、ようじだってさー」

　放課後になり宗そう司じがいつものように部室に顔を出すと、最近設置されたコタツ（その下と周辺には古い畳を敷しいている）でフェルが一人うなうなーっとくつろいでいた。

　顎あごを天板に乗せ心底リラックスしたその姿は……何となく饅まん頭じゆうとか大福を連想させる。

「キリカとリリスも、今日は用事だってよ」

「おー、ふたりきりー？　らぶらぶいちゃいちゃびよりだねー」

「そんな日和ひよりはねえ」

「そういいながらも、すでにこころはどっきどきー、すなおじゃないぜ、ぼーい」

「おまえにボーイ扱いされると、何か心底微妙な気分になる」

　コタツ布団に隠れて見えないが、フェルの体格はリリスと大差ない。

　胸だけはキリカ並みだが、そのぼうっとした抑よく揚ようのない口調もありどうしても年下のように思えてしまう。そもそも、実際の年齢は不明なのだが。

「しかたない、フェルがふたりぶん、どきどきする。これでぜんぶ、おっけー」

「何の意味もない解決法だなおい！」

　言いながら、宗司もコタツに入ろうと靴を脱いで畳に上がりコタツ布団を軽く捲まくる。

「ペーン」

　コタツの中から声がして、思わず中を覗のぞき込こんだ。

「そうじのえっち、そんなに、フェルのすかーとのなかが、きになるのかなー？」

「……安心しろ、スカートの中は全然見えないから」

「うん、しってるー」

「っていうか、何これ？」

　コタツの中には、『煉獄カサルテイリオ』の獣たちが詰まっていた。

　文字通り、みっちりと、宗司が入る隙すき間まもなく、ペンギンと子犬とウサギとミニゾウとひよことマンボウ（タライなし）が詰まっていた。

　おまえら何かのブロックかと言いたくなるぐらい、見事な詰まりっぷりだ。

「ええと……とりあえず、一匹、やばくね？」

「……マン、ボ…………ウ…………」

　がくり、すっかり干からび、やつれたマンボウが、弱々しく呻うめき、倒れた。

「しっかりしろマンボォォォォウ！　そりゃおまえ魚なんだから、コタツの中にいたらそうなるに決まってんだろ！」

　宗そう司じは慌ててマンボウを引ひき摺ずり出し、部室の中を見回す。マンボウがいつも入っているタライが隅に置いてある。

「しっかりしろマンボウ！　傷は浅い、のかどうかわからんが頑張れ！」

　励ましの声をかけながら、マンボウをタライにイン！

　タライの中の水を吸い、マンボウはあっという間に普段の色いろ艶つやを取り戻した。

「マンボウ」

　表情が全く読めないが、恐らく喜んでいるのだろう。無事マンボウを救出した宗司は達成感を胸に今度こそコタツに入ろうとして……ふと気になり、もう一回コタツ布団を捲まくって中を確認した。

「ペーン？」

「体積が変わってねえ！」

　相変わらず『煉獄カサルテイリオ』の獣たちがみっしりと詰まっていた。

　気のせいかもしれないが、マンボウの分を補うようにペンギンが二回りぐらい大きくなっているように見える。

「相変わらず謎過ぎるぜ、この不思議生命体どもは」

「まかせろそうじ、フェルに、よいかんがえがある」

　フェルは立ち上がると、小さな手でさっきまで自分が座っていた場所を指差した。

　赤毛の上のネコミミが一緒に、ぴこぴことそちらを指している。

「……えーと、席を譲ってくれるのか？」

「うなー」こくりとフェルが頷うなずく。

「おまえはどうするんだ？」

「だいじょーぶさー、なんとかできるーかーらー」

　宗司と違い、『煉獄カサルテイリオ』のリーダーであるフェルには獣たちも席を譲るのだろうか？

「まあ、じゃあ、お言葉に甘えて」

　宗司がコタツに入る、中の獣たちに遠えん慮りよして足は伸ばさずあぐらを組む。

「そして、フェルが、そのうえに、どーん」

　宗司の膝ひざの上にフェルがちょこんと座った。

「こうすれば、ひとりぶんのすぺーすで、ふたりはいれるぜー」

　丁度、フェルの頭の天てつ辺ぺんが宗司の顎あごのすぐ下にある。

　宗司の眼前で、赤毛の上のネコミミが自慢げにぴくんと誇らしげに屹きつ立りつしていた。

「それはそうだが……これはこれで問題があるような気がしてならない」

　甘い砂さ糖とう菓が子しに似た香りのする長い赤毛、後ろらか抱きしめたらすっぽりと腕の中に納まる小さな体は湯たんぽのように少しだけ熱く。

　フェルもしっかり、女の子なのだと、宗そう司じは実感する。

「うなー、どきどきー？」

「それは別にしてません」

　と、口では言いながら、宗司はふと悪戯いたずら心を起こし眼前のフェルのネコミミを指先でつんつんと突いてみた。

「うなっ、うなっ」

　ぴくんぴくんと、ネコミミが敏感に震える。

「……」ちょっと面白い。

　今度はつつーっと撫なでて見た。

「うなーなー、うなーなー」

　余程くすぐったかったのか、ネコミミどころか全身がぶるぶるっと震えた。

「……」かなり面白い。

　次はどうしてやろうかと、ネコミミに手を伸ばし──

「うなー、そうじ、ちょっと、すとぁああああああっぷ」

「何でストップだけ妙に力が入ってるんだよ」

「それはともかく」

　くいと、フェルが頭を後ろに倒して顎あごを持ち上げる。

　逆さまになったフェルの顔、硝子がらす球だまの瞳ひとみが潤うるみ、頰ほおは上じよう気きし、小さな唇は綻ほころび始めた蕾つぼみのように潤んで小さな舌が覗のぞく。

　幼さの奥に隠れていた──あるいは、隠していた、妖あやしい輝きに宗司は息を吞のむ。

「それいじょうやると、とりかえしが、つかないことになるぜ」

　表情とは裏腹に、台詞せりふは冗談のよう。

「ど……どうなるんだ？」

「ひんと、いち、はつじょうき」

「すいません、もうそれ答えです。っていうかごめんなさい」

「なんだとー、このへたれー。そこは、がばぁっと、くるべきだろうがー、このへたれ」

「良いか、全弾装塡ロシアンルーレットをやることを勇気と呼ぶのは間違いなんだ」

「じゃあ、いいやー」

　あっさり、顎を引いて顔の位置を戻す。

「諦あきらめるの早いな」

「ごういんに、いったほうが、よかったー？」

「いや、諦めてくれたほうが有り難いんだが……なんかな」

　変わり身が早いと言うか、ふわふわしているというか。

　蝶ちようを追いかける猫のように、摑つかみ所がなく困る相手だ。

　それが彼女の魅力でもあるのだが──

「そうじ、そうじ、みかんとってー」

　宗そう司じの内心には全く関係なく、膝ひざの上のフェルは暢気のんきにネコミミをぱたぱたさせて暢気な頼み事をする。

「あーはいはい、ミカンね。自分で取りなさいよ全く」

「うなー、てが、びみょうに、とどかないー」

「はいはい」

　コタツの真ん中に置いた木目調の器からミカンを二つ（片方は自分の分だ）とる。

「うなー、みかんむいてー」

「それぐらい、マジで自分でやれよ」

「めんどい」

「確かに、コタツ入ってると些さ細さいなことでも面倒になるのはわかるが……」

「こたつにはいってるときは、ゆびいっぽん、うごかしたくない」

「重症にもほどがあんぞ」

「ねこのぷらいどに、かけて、フェルはだんことして、なにもしません」

「ううむ、確かに猫っぽい。意味はわからんがとにかく説得力だけはある」

「ねこをあまやかすのは、かいぬしの、ぎむです」

「おれ飼い主だったの！」

「おまえに、フェルを、かわいがるけんりを、くれてやろう」

「光栄ですよ、お姫さま」

「うなー、よきにはからえー」

「御ぎよ意い。では早速、わたくしめがお姫さまにミカンを献上いたしましょう」

　何だかんだと言いながらも、ミカンをむいてあげる宗司だった。

「うなー、あーん」

「今度は食べさせろと来たか……貴様、本気で何一つ動かない気だな」

「にやり」

「口で言うな口で、まあここまでやったんだから今更か」

　むいたミカンを一房、フェルの小さな口へと運ぶ。

「うなー、あまくて、おいしい、これは、よいみかんだぜ」

「たまにやたらと酸すっぱいのあるよな、はいあーん」

「うなー、すっぱいのは、だめ、フェル、なみだがでる」

「……そもそも、猫って柑かん橘きつ類るい苦手だよな」

「あまいから、だいじょうぶなのさー」

「胡う散さん臭くさいなおい」

　また一房、フェルの口元へ──指先が、小さな唇に触れた。

　唇は出来立てのプリンのような感触がした。

「かぷっ」

　フェルが甘く、宗そう司じの指先を嚙かみちゅぷりと舌を絡からめ舐なめる。

「そうじのあじがする」

「食うなよ？　指が減ると困るんだからな」

「うなー、がまんするー」

「ちょっと待って、我慢が必要なんですかフェルさん！」

「にやり」

「怖っ！　もっとミカン食えミカン！」

　慌てた宗司は次々とフェルの口の中にミカンを放ほうり込む。

　あっという間に、ミカンが一つ丸ごとなくなる。

「こんどは、フェルが、そうじに、みかんをたべさせてあげる」

　指一本動かしたくない宣言は多分もうどうでもいいのだろう、膝ひざの上に乗っていたフェルはミカンを一つ手に取るとくるり体を回し、宗司と向かい合う。

「むきむきー、ミカンを、むきむきー、ミカーンー」

　歌うような棒読みという無駄に器用なことをしながら、非常に不器用な手つきでフェルがミカンをむいて行く。白い筋がミカンに沢山残っているが、まあ我慢すべきだろう。

「できたぜー、そうじ、あーん」

「はいはい、あーん」

　妹がはじめて作った料理を食べるような心境で宗司は口を開けた。

　フェルの小さな指が口元に触れ、食べたミカンは。

「おいしい？」

　ネコミミを元気良くぴっこぴっこ動かし、膝の上のフェルが期待のこもった眼まな差ざしで宗司を見上げる。宗司は硝子がらす球だまの瞳ひとみを見詰め返し、静かに答えた。

「めっちゃすっぱい」

「うなーん」地味にショックだったらしく、ネコミミをぱったり伏せてしまった。

「まあミカンの味なんて、どうにもしようがないんだから気にするな」

　ぽんぽんと、慰なぐさめるようにフェルの頭を軽く叩たたく。

　ぴこっと赤毛の上でネコミミが元気を取り戻し。

「こうなればー、フェルが、ふしぎなちからで、みかんを、おいしくしてやるー」

「『煉獄カサルテイリオ』そんなこともできんの！」

「フェルに、おまかせー」

　ミカンを一房、フェルが自分の口の中に放り込む。

　両手を宗そう司じの肩に置いて、顎あごを上げて、唇を寄せる──

「おいしく、なった？」

　本当に珍しく、それとわかる微笑を浮かべてフェルが問う。

　顔を真っ赤にした宗司は掌てのひらで目元を隠し、囁ささやくような声で答えた。

「フェルの味がした」

「うなー」

　いつもの鳴き声も、棒読みながら嬉うれしげに聞こえる。

　宗司は恥ずかしく、フェルの顔をまともに見られないでいたら。

「そうじ、はい、こんどは、そうじのばん」

　すっぱいミカンを押し付けられた。

「ええと、また、おれがあーんすれば良いわけか？」

　恥ずかしいのを我慢して、宗司はフェルの顔を見た。

「そうだよー、でもフェルは、あまーいみかんしか、たべません」

「……」

　手の中には、押し付けられたすっぱいミカン。

　目の前には、何かを待つように硝子がらす球だまの瞳ひとみを閉じたフェル。

　顎を僅わずか上げ、唇を薄く開き、膝ひざの上でじっと待っている。

　さて宗司は、どうやってこのすっぱいミカンを甘くすれば良いのだろうか──

「答えは、わかってるんだけどなあ……」

　必要なのは、ほんの少しの勇気である。

　………………

　…………

　……

「みかん、まだー？」

「わかったよ、やれば良いんだろ、やれば！」

　勇気を出してみた。

「うなー、みかん、あまーい」

「おれは、死にたーい」

　後になって、物もの凄すごいやっちゃった感が押し寄せてきたのはまた別の話。




「そうじ、げんきだしてー、あまーいみかん、たべさせてあげるからー」

　再び勇気が必要になるのも、またまた別の話。






日誌　六　彼女は二度負けた






　その日、森もり塚つか一いち乃のは敗北した。

　雪が続き、その反動のように訪れた温かい日の放課後。

　荒あら谷や学園第三旧校舎一階の廊ろう下かを、彼女は颯さつ爽そうと歩く。

　深い夜のような長い黒髪をなびかせ、同じく黒いセーラー服の裾すそを揺らし、冷たくも端整な顔は、赤い瞳ひとみは静かに前を見詰めて。

　零れい下かに届きそうな冴さえた朝に似て、美しく。

　彼女は部室のドアを開けた。大概は彼女が一番最初である。だが今日は先客がいた。

「……あら」

「こんにちは、森塚一乃」

　虹にじ色いろの瞳で彼女を見て、淡々とした声で挨あい拶さつをする少女が一人──白しろ崎さきリリス、いつも鏡に合わせたような双子と共に行動する彼女が珍しく一人だった。

　折せつ角かく用意したコタツにも入らず、窓際に背中を預けて立っていた。

「こんにちは、リリス」

　挨拶を返しながら、何かが違う気がして一乃は形の良い眉まゆ毛げを僅わずかに寄せる。

　髪型は小さなポニーテイル、瞳は虹色、表情はない。見慣れた中等部制服、襟えり元もとをレースで飾った柔やわいオレンジのブラウスとクリーム色をしたブレザー。

　一乃は気付いた、制服、厳密にはその胸部が大きく山形にたゆんと膨らんでいた。

　普段は大平原な胸部が、大山脈になっていたのだ。

「……リリス」

　慈じ母ぼの如ごとき優しい微笑を浮かべ、一乃はリリスに近寄りその両肩に手を添える。

「もっと、自分を大事にしなさい」

「……申し訳ないのですが、リリスにはその発言の意味が理解できません」

　無表情が常態のリリスもさすがに怪け訝げんそうな顔をするが、一乃の視線ははリリスの顔ではなく、その胸にあった。

「成長しても全く育たないことが確定して悲しかったのでしょう」

　でも、と一乃は小さく首を振る。しゃらりと長い黒髪が揺れて淡あわい花の香りが漂う。

「パッドに頼るのは止よしなさい、現実と理想の間にある断だん崖がいの底を覗のぞいてしまって傷つくのはあなた自身よ」

「確かに、所しよ詮せんは偽物。気休めにもなりませんね」

「そうよ。夢の時間は宗そう司じやキリカが来る前に終わりなさい」

　あくまで一いち乃のの声こわ音ねは優しく、リリスは静かに──不意に、唇を吊つり上あげた。

　辛かろうじて分かる笑みの形。

「そう、これが夢ならば、終わるべきなのかもしれません」

「──ッ！」

　弾はじかれたように、一乃が距離をとる。

　真冬にも関わらず額に薄く汗が滲にじみ、赤の瞳ひとみは戦せん慄りつに見開かれている。

「そんな、まさか、あなた──」

「見せてあげます森もり塚つか一乃、パッドでも、ましてやシリコン注入手術でもない現実を」

　ぷちっ、制服の胸元、ボタンを外し、胸元を晒さらす。

　鎖骨のライン、真っ白な肩、そして、深い谷間を作るむき出しの、巨乳。

「大きすぎると、サイズの合う下着が見つからないと言うのは真実でした」

　僅わずかにリリスが胸を張る。ツンと張りがあり、サイズはキリカに匹ひつ敵てきし、作りたての牛乳プリンのようにたゆゆんと揺れては一乃の視覚を惑まどわせる。

「そ、ん……な」

　よろめく一乃、倒れそうになった彼女を支えたのはきっと意地だ。

　代わりに、前に出た、それが真実であるか確かめるべく手を伸ばし。

　触れた。

「あ……あ…………」

　むにゅんと指が埋まるほどの、包まれるほどに芳ほう醇じゆんな、紛まぎれもない真実があった。

「柔らかいですか森塚一乃──リリスの胸は」

　女は虹にじ色いろの瞳を細め、吊り上げた唇を歪ゆがめ、鏡を壊したような妖あやしい笑みを浮かべた。

　がくり、その胸に掌てのひらを埋めたまま、一乃は板張りの冷たい床に膝ひざをついた。

　がらり、部室のドアが開く。

「悪い、遅くなった……ぜ？」

「ごめん、遅れちゃった……よっ？」

　連れ立ってやって来た宗そう司じとキリカが、ドアを開けたままの体勢で硬直した。

　胸元を顕あらわにしたリリスと、膝をつきすがりつくようにその胸を揉もむ一乃の姿を前に。

「……」

「……」

　宗司とキリカは顔を見合わせ、静かに、ドアを閉めた。

　しばし間を置いて、改めてドアが開く。

「……やべえ、夢じゃなかった。何この状況、誰か説明してくれよ」

「わかんないよ……キリカさんには全然わからないよっ！」

　額に手を当て宗司が、俯うつむき床を見詰めてキリカが二つに括くくった銀髪と共に、首を振る。

「ちょ、ちょっと待ちなさい」

　慌てた様子で一いち乃のが立ち上がり、叫んだ。

「これには事情があるのよ、良いから、まず、これを見なさい！」

　びしり、一乃は大きくなったリリスの胸を指差す。

「兄さま、リリスは勝利しました」

　自慢げに胸を張り、リリスもまた宗そう司じたちの方を向いた。

　宗司とキリカは再び硬直し、リリスの胸を凝視する。

「ば、馬ば鹿かな、何な故ぜ、こんな、こんなことが起きてるんだ！」

「リリスの胸が、大きくなってるっ！」

　この衝撃から立ち直るのは宗司の方が早かった。

　白しろ崎さきリリス、妹、幼さの残る顔立ち、細い体と大きくなった胸。

「うん、お兄ちゃん的に考えて、これはこれでオッケーだと思う！」

「兄さま！」

　ぱあっとリリスの顔が明るくなり、祈る乙女おとめのように胸元で指を組み。

　はたと自みずからが胸をはだけたままであることを思い出し、恥じらいにくねり身を捩よじった。

「あ……リリスってば、こんな格好で、恥ずかしいです」

　頰ほおを赤く染め、リリスは両手で胸を隠して虹にじ色いろの瞳ひとみを伏せる。












「ああ、恥ずかしがっているリリスも可愛かわいいよ！」

「いやん、兄さまってば、そんなことを言われるとリリス照れちゃいます。だからもっと言って下さい」

「ハハハハ、リリスは本当に可愛いなー、このまま持って帰りたいぐらいだよ」

「いやんいやん、どうぞ兄さま、リリスを持って帰っちゃってください」

　爽さわやかな笑顔を浮かべた宗そう司じは部室に入り、照れてくねくねと身み悶もだえするリリスの傍そばへと軽やかな足取りで進む。

「ねえリリス」

「何ですか兄さま」

「ハハッ、呼んでみただけさっ」

「もう、兄さまってば、馬ば鹿かなんですから……でも、リリスはそんな兄さまが好きです、なんてっ、きゃっ、リリス言っちゃいました、恥ずかしい」

「大丈夫、おれもリリスのことが大好きさ！」

　バカップル全開の兄妹が、意味もなく部室に甘い空気を垂れ流す。

「リリス」

「兄さま」

　胡う散さん臭くさいほどに爽やかな宗司は歯を白く輝かせて微笑ほほえみ、見詰められたリリスはうっとりと蕩とろけたような表情で見詰め返している。

　そんな兄妹を、キリカはまだ出入り口のところで突っ立ったまま見ており。

　一いち乃のは──

「認めないわ！　宗司のバァカ！　バァカ！　バァカ！」

「いてっ、いてっ、マジ痛い！」

　流れるようなデコピン、しっぺ、必殺レバーブロウ。

　為なすすべなく崩れ落ちる宗司。

　明らかな八つ当たりを行った一乃は、長い黒髪をなびかせ部室から逃げ出して行く。

　一度、ドアの傍、キリカの隣で振り返り。

「覚えていなさい！　この森もり塚つか一乃、必ず戻って来るわ！」

　びしりと二人を指差して、負け惜しみ全開の台詞せりふを残し改めて走り去って行った。

　心底から悔しそうに歯を食いしばる顔が、ちょっと可愛かったのは秘密である。

「……アハハハ、行っちゃった」

　一乃が走り去った廊ろう下かを眺め、やっと我を取り戻したキリカが部室に入る。

「そうだな……どうしよう？」

「戻って来ると言っていましたし、待っていれば良いのではないでしょうか」

「あれはただの捨て台詞じゃなかろうか……」

　宗そう司じとリリスの方も、どことなく気が抜けたような顔をしていた。

　気を取り直し、緑茶とミカンを用意した三人──宗司とキリカ、今日は一人だけど胸が大きくなったリリスはコタツに入り一息つく。

「に、しても……何が起きたんだ？」

　宗司の正面の席には誰も座っておらず、左右の側にそれぞれキリカとリリスがいる。

　キリカとリリス、甲こう乙おつつけ難いその胸部を交互に眺め宗司は呟つぶやいた。

　リリスはボタンを留め直したペールオレンジとイエローの中等部制服でその胸はたゆゆんと大きく柔らかな半円を描きちょっとした動作にも揺れ動いている。

　一方のキリカはいつものブレザー姿、カッターシャツの上に着た薄手のセーターが破れそうなぐらいにぽよよんと豊かに膨らみ、胸元のリボンがそれを強調していた。

「今朝……から、もう、そんな、大きかったかリリス？」

「はい、ですが、いいえです」

「変な答えだねっ、どういうこと？」

「ではリリスが簡潔に説明しましょう」

　コタツに入ったまま、宗司とキリカがリリスの方に視線を向けリリスが説明を始める。

「今朝方、少々人手が必要でしたのでリリスは『第一世界シユレデインガー』を行使しました」

　リリスの異能『第一世界シユレデインガー』──その力は『複ふく製せい』。

「すると、増えた中に、このリリスがいました」

「うん……本当に簡潔な説明だったな」

「補足的に推すい察さつを述べるならば、リリスという存在が所有していた『可能性』の一つの顕けん現げんとしてこのリリスはあるのだと思われます」

「よくわかんないけど、増えたリリスの中に、たまたま胸が大きなリリスがいたってことで良いんだよねっ」

「うなー、そのかいしゃくで、おっけー、じゃね？」

「なるほど……おい、一人増えてんぞ」

　宗司の対面に、いつのまにかフェルがちょこんと座っていた。

　長い赤毛の上のネコミミをぴこぴこっと左右に揺らしながら、両手で包むように持った湯飲みをふーふーと吐息で冷ましながら話を聞いていたようだ。

「かべにみみあり、しょうじにめあり、そうじにフェルありー」

「冷静に考えたらいつものことだな」

「うん、気にしなくて良いんじゃいかなっ」

「はい、深く考える必要はないと思います」

「うな？　なんだか、びみょうに、ひどいことを、いわれているきがする」

「安心しろ、多分気のせいだ。単におまえの神しん出しゆつ鬼き没ぼつに皆が慣れて来ただけだ」

「おっけーだぜー、つぎは、もっと、がんばって、とうじょうする」

「そういう問題ではないとリリスは思いますが」

「あんまり頑張らなくて良いぞ、どうせおれに矛先が向かってくるんだから」

「アハハハ、ソージが悟さとっちゃってるっ」

「うなー、くろう、してるから」

「黙れ元凶の一つ」

「それにしても、りりす、おっぱい、おおきくなったねー」

　宗そう司じの苦情を軽やかにスルーし、フェルは硝子がらす球だまの瞳ひとみでリリスの胸を眺める。

　表情は変わらないものの、それなりに驚いてはいるのだろう赤毛の上でネコミミがぐるぐる回っていた。

「その通りです、リリスは大きくなりました。森もり塚つか一いち乃のなど比べるにも値しません。既すでに沢さわ村むらキリカにも、フェルにも匹ひつ敵てきするほどです」

　こちらも声こそ淡々としているが、虹にじ色いろの瞳には自慢そうな輝きが宿っている。

　フェルはずずずずーと冷ましたお茶を飲み、ちょこんと小首を傾かしげた。

「それは、どうかなー」

「疑うのですか」

「そういうわけじゃないけど、くらべたわけじゃない、よねー？」

　確認を取るように、フェルはキリカの方を向いた。

「え？　うん、実際に比べたりはしてないよ」

「じゃー、だれが、いちばん、おおきいか、くらべてみるー？」

「望むところです。このリリス、否いや、このグレーターリリスは逃げも隠れもしません！」

「アハハハ、まっ、退屈しのぎぐらいにはなるかもねっ」

　呆あきれたように肩をすくめながら、キリカも賛意を示す。

「余裕ぶっていられるのもここまでです。もうすぐ、沢村キリカの時代は終わりです」

「うなー、てんか、とったらー」

　リリスの虹色の瞳が、フェルの硝子球の瞳が、キリカを、その胸を静かに睨にらむ。

「オッケー！　かかってこいだよっ、二人まとめて返り討ちだっ！」

　怯ひるみもせず、キリカはむしろばいんと胸を張り自らの戦力を誇こ示じする。

「……そうか、頑張れよ」

　さり気なく、後ずさりするようにして宗司はコタツを出た。

「じゃあ重要なことを決めないとねっ」

「はい、一番に決めておかねばならないことがあります」

「うなー、こうへいな、しょうぶのためにも」

「……うむ、公平さは大事だよな」

　靴を履き、足音を消してそっと部室の外を目指す。

「審判はソージで」

「審判は兄さまで」

「しんぱんは、そうじ、よろしくー」

　キリカが、リリスが、フェルが、声を揃そろえて言った。

「この展開を予想し、既すでに逃げる準備をしていたおれ最高！」

　だんっ、一息にドアまで踏み込み勢いのままドアを開ける。

「ペーン！」

「なにぃ！」

　廊ろう下かで待ち構えていたペンギンの華麗なドロップキックが宗そう司じの顔面に突き刺ささる。

「ペペーン！」

　宗司が教室の中に押し返される。着地したペンギンがいつのまにか部室の天井より垂れ下がっていた紐ひもを引き。

「マンボーウ」

　ガゴーン、天井から降ってきたマンボウ入りタライが宗司の頭にクリーンヒット。

「ナイスだよっ、二匹ともっ！」

「はい、見事なお手並みです」

　よろめいた宗司の両腕を、キリカとリリスがホールドした。

「しまった、逃げ損そこねた！」

　連行される宇宙人のように、宗司はずるずると奥へ引ひき摺ずられて行き。

「うなー、よくやったぜー」

　フェルはマンボウ入りタライを回収し、ペンギンに渡した。

「ペーン」

「待ってペンギン、助けて、おれを助けてぇええええ！」

　宗司の叫びを聞き流し、ペンギンはタライを頭の上に乗せ部室を退場。

「ペェェェンギィィィィィン！」

　キリカとリリスに囚とらわれながらも宗司は懸命に腕を伸ばすが。

　ぴしゃり、部室のドアは音を立てて閉まった。

　哀あわれ宗司は逃げ場を失い、畳の上に座らされた。因ちなみに上に乗っていたコタツは一時移動、掃除をする時のように壁に立てかけている。

「……どうしよう」

　小声で呟つぶやく宗司の正面には。

　でん、でん、でん、とキリカにリリス、フェルが腕組みをして立っている。

　ぼん、ぼん、ぼん、と胸の膨らみが腕組みにより強調され、凄すごい迫力を放っていた。

　キリカの白いカッターシャツを、リリスの襟えり元もとにレースがついたブラウスを、フェルのリボンが斜めに曲がったセーラー服を突き破らんばかりのその膨らみの連なり。

　これぞまさに大山脈、彼女たちが軽く身動きするだけでむぎゅっと形を変えるそれは噴火してもおかしくはない。

　一いち乃のが見たら多分泣く。泣きながら暴れる。

　宗そう司じも平気なわけではない、もうどこを見れば良いのか分からず視線をさまよわせ。結果として胸ばかり見ているという頭の悪い状況に陥っていた。

　しかも、女性陣はそれを察して、面白がっていた。

「んー、キリカさん、意味もなく背伸びしてみちゃったり」

「ぬぐうううおおおお、天を突かんばかりの頂いただきが、おれの眼前にあるとは！」

「リリスはうっかり見えないペンを落としてしまいましたので、前傾して拾います」

「何と言う、何と言う神秘の渓谷、埋まってみたいと思わずにはいられないぃいい！」

「じゃんぷ、ざ、きゃっとー、あーんど、りぴーと、ぴょーんぴょーん」

「よせ、噴火しても知らないぞ！　制服が破れたら色々と見えてしまうぞ！」

「うなー、そうじ、げんどうが、びみょうに、おかしくなってるー、おもろー」

「きっと頭の中がいっぱいいっぱいなんだよっ。ソージも大変だね」

「ああ……兄さま、何と面白い、もとい、おいたわしい」












「じゃあ、ふたりとも、やめて、あげるのー？」

「え？　何で？」

「リリスも止やめません。面白いですから」

「だよねー」

「おまえら鬼か！　わかってんならやめろよ！」

　抗議は虚むなしく、結局キリカたちの屈伸運動的な何かが終わったのは随ずい分ぶんと時間が経たった後のことである。

「やま……たに…………」

「今日もいい仕事したよっ」

「では、そろそろ本題に戻り大きさ比べを始めましょうか」

「いえーい、どんどんぱふぱふー」

　宗そう司じがげっそりと憔しよう悴すいしているのとは対照的に、キリカたちの顔はツヤツヤテカテカと輝き大変血色がよろしくなっていた。

　喋しやべる声も、心なしか弾んでいるようだ。

「つまり、おれに、何をしろと？」

　こちらは喋る声にも力がない。

「大きさ比べだし……ソージがサイズを計るとかかなっ？」

「単純ですが、最も効率的です」

「こんなこともあろうかと、めじゃーは、よういしてるぜ」

　ばばーんとフェルがポケットからメジャーを取り出して大きく掲かかげ。

「そうじ、ぱす」

「おっと」

　ひょいと放ほうり投げられたメジャーを宗司は反射的に受け止める。

　そのメジャーがずっしりと重たく思えたのは気のせいか。

「えっと、上着は脱いだほうが良いよね？」

「下着はどうしましょうか」

「ぜんぶぬぐ、とてもせいかく」

　話は加速度的に危険な方向へと向かっていく。

「ごめんなさい、ボクには出来ません。マジで勘弁してください！」

　渡されたメジャーを畳の上に置き、宗司は──冷静に考えたら何一つ悪いことをしているわけではないのに──土下座した。

「ジョ、ジョークだから、ちょっとした『悪い冗談バツドジヨーク』だよっソージ」

「そうです兄さま、頭を上げてください、リリスたちは決してそんなつもりでは」

「うなー、そうじ、だいじょうぶ？」

　恐る恐る、宗そう司じは顔を上げた。

「本当に、冗談で、良いんですか？」

「うんっ、うんっ、ジョークだよ、全部ジョーク」

「はい、兄さまを困らせたいちょっとした妹心です」

　宗司を安心させるように、キリカとリリスは何度も頷うなずき──僅わずかではあるが、そのビッグサイズな胸部が揺れ動いていた。

「そ、そうか、良かった」

「まー、じょうだんで、おわらなくなっても、いっこうに、もんだいなしだったけどね」

　宗司が安あん堵どした瞬間、フェルは赤毛の上のネコミミをぴこぴこと動かしながらすかさず揺さぶりをかける。

「頼むから、冗談で終わらせてくれ！　おれをどこに連れて行きたいんだおまえは！」

「……ぽっ。そうじ、そんなはずかしいことを、フェルに、いわせたいなんて」

「無表情で反応に困る台詞せりふを言ってんじゃねえぞ妖よう怪かいネコミミ」

「アハハハ、いつものソージだねっ」

「はい、見事なツッコミです」

　何な故ぜか拍手をするキリカとリリス。

「止やめろよ、照れ臭いだろ」

「うなー、そういいながら、ほめられて、うれしそうだー」

　一転、和なごやかな空気が部室に流れ。

　瞬間、それをぶち壊すように部室のドアが開き、彼女が帰って来た。

「そう、私は森もり塚つか一いち乃の、十六歳」

　しゃらりとその長い黒髪をかき上げて。

「瀟しよう洒しやにして清せい楚そ、可か憐れんにして純情、この世界に残された最後の大和やまと撫子なでしこ・完全体」

　彼女は部室を歩む、威い風ふう堂どう々どうと胸を張り──あまりの大きさにセーラー服の生地が足りず形の良いへそが覗のぞいてしまうほどの胸を誇こ示じして。

　完全体の完全たる所以ゆえん、その胸に、誰もが目を奪われた。

　目を奪われながら、同じことを思っていた。

「一乃──」

　その場にいた全すべての存在を代表し、宗司は言う。

「いくらなんでも、パッドを詰めすぎだ」

「聞こえないわ！」

　悲痛なほどに懸命な一乃の主張は、哀かなし過ぎた。

「ア、ソウダ、キリカサン、ヨウジヲオモイダシタ」

「キグウデス、リリスモ、ヨウジガ」

「……」

　キリカとリリスが殆ほとんど逃げるように部室を飛び出す。フェルは既すでにいない。

　部室の中には宗そう司じと一いち乃のだけが、取り残された。

「……」

「……」

　二人の間に流れる沈黙。

　一乃はその胸を誇るように、堂々とした姿勢を保ち彫像のように動かない。

　いつのまに、そんなに時間が経たっていたのだろうか。

　窓から差し込む夕陽が、彼女を赤く照らしていた。

「……ねえ、宗司」

「……なんだ」

「……私、泣いて良いわよね？」

「……ああ、構わないさ」

　立ち上がり、宗司は一乃を抱きしめた。

　静かに、一乃もまた宗司の腕の中で身を任す。

　長い黒髪が黒いセーラー服に包まれた背中で揺れ、胸元からは無む理り矢や理りに詰め込まれたパッドが次々と大粒の涙のように零こぼれ落おちていった。

「私……」

「何も言うな一乃、何も言わなくて良い」

　ぎゅっと、宗司は抱き締める腕に力をこめる。

　この小さな少女を離さないように、何もかもから守るように。




　持てる者と持たざる者。

　この世界は哀かなし過ぎる。

　いつだって悲し過ぎる。

　涙すら流れないほどに。






日誌　七　正直な一乃さん






「自分が愚おろかだと、理解はしてるのよ」

　バーのカウンターで、ウイスキーグラス片手に言えば格好の付く台詞せりふだっただろう。

　実際は、背を丸めてコタツの天板に顎あごを乗せ投げやりに呟つぶやいただけだ。

　背中を丸めたその姿は不機嫌な猫のようで、宗そう司じは何も言わず対面に座り黙って聞いている。

　一いち乃のと二人きり、夕暮れの部室。キリカたちは逃げ出したまま帰って来ず。先刻、一乃がばら撒まいたパッドは全すべてゴミ箱に叩たたき込こんだ。

「胸の大きさにさしたる意味はないと理解しているけれど、それでも不愉快になるわ」

「難しい話だな。おれにはわからんよ」

「そうね、本当に、心の底から、胸の大きさなんて無意味だと思うあなたにはわからないでしょうね」

　声には拗すねた響きがあり、赤い瞳ひとみはじっと粘着質な眼まな差ざしを宗司に向けている。

　宗司は目を逸そらさず、その赤い瞳を静かに見詰め返す。

「……まあ、良いわ。気にしていないということは私のメリットにもなるのだから」

　根負けをしたのか一乃は自分から目線を逸らし大きく溜ため息いきを吐ついた。

　丸まった背中へと流れる黒髪が、僅わずかに揺れていた。

「宗司、気晴らしに何か喋しやべりなさい」

「そんな無む茶ちや振りをされても困るんだが……ええと、今夜の夕食はなんだろうな」

「淑しゆく女じよを目の前にしているとは思えない話題の選択ね。それとも遠まわしに、私を食べたいと主張しているつもりなのかしら、無論、性的な意味で」

「部室で、コタツに入って、ぼうっとしているこの状況で、誰が誘われてくれるんだよ」

「当然、この私が誘われてあげるに決まっているじゃない。這はい蹲つくばって無限の感謝と永遠の忠誠を捧ささげても良いのよ？　私がいなければ一生女性に縁のない人生を送るところだったあなたを救ってあげたのだから」

「待って、一応キリカとリリスがいるよ！」

「…………へぇ、そこで、その名前が出るのね、へー、そうなんだ、そうよねー、さっすがー、ハーレムを作るなんて宣言した馬ば鹿かは違うわよねー、すごーい」

　じとーっと、視線が粘つく湿気を帯びたように宗司に絡からむ。

「ええと、その、深い意味は……」

「へー、そうなんだー、深い意味はないんだー、それでー？」

　隠す気もなく、一いち乃のは露ろ骨こつに拗すねていた。

　地雷を踏んだ予感とひどい居心地の悪さから、宗そう司じは思わず視線を逸そらし弁解する。

「た、単純に、おまえと会う前から、あの二人がいたってだけの話、なん、ですが」

「あなた、キリカとリリスをどう思っているの？」

「どうって言われても困るんだが……」

「深い意味はないから、適当に答えて良いわよ」

「それじゃあ、まあ、キリカから……」

　いまいち一乃の真意が摑つかめないまま、宗司はキリカの姿を脳内に描いた。

「銀髪だな、目も青い、よく頭の横で尻尾しつぽを二つ作るツインテール？　ツーテール？　そんな髪型をしてる、スタイルも良い。家族のことは知らない、本人も言わない。明るくて一緒にいると面白いが、たまに行き過ぎてうざい……まあ、何だかんだでカワイイな」

　と述べ、思い出したように異能『道化師の栄光バツドジヨーク』を持っていることを付け足した。

「案外、真面目まじめに答えるのね」

「適当に答えるのが逆に難しいんだよ」

　続いて、リリスについて。

「妹だな。兄の贔ひい屓き目抜きで整った顔をしてて可愛かわいい、超可愛い。どのぐらい可愛いかを表現させてもらえば──」

「そこは省略しなさい」

「うむ、そうだな。リリスの可愛さを語ったら一日潰つぶれてしまう」

　こほんと咳せき払ばらいをして、宗司は続ける。

「髪型は小さなポニーテイルで、目は不思議な色をしてるな、光の加減でいろんな色に見える。中学二年にしても背は低いけど本人は気にしてないみたいだ。家事の殆ほとんどをやってくれるから正直頭が上がらん……時々、妙に怖い……が、やっぱり、大事な、可愛い妹だ。嫁にはやらねえぞ！」

　最後にシスコンが漏れたがそれはさておき、やはりおまけのように異能『第一世界シユレデインガー』について触れた。

「こんなもんか一乃？」

「次はフェル」

　じとっとした眼まな差ざしを向けたまま、一乃が言う。

「フェル……フェルねえ。あれ、何なの？」

　硝子がらす球だまの瞳ひとみをした赤毛のネコミミ少女の姿を脳裏に浮かべ、首を傾かしげる。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつにも程があるし、何を考えてるのか全然わからねえし、フリーダム過ぎんだろあの妖よう怪かいネコミミ。ある意味一番手がつけられねえが、野良猫みたいなもんだと考えれば、あれはあれで可愛いというか、可愛がりたいというか、そんな感じだな」

「ペンギン」

「あいつとは気が合いそうだ、周りに変な奴やつが多い者同士」

「リア」

「それ同一人物」

「マンボウは？」

「魂の友だ」

「子犬」

「敵」

「じゃあ」

　丸めていた背を伸ばし、赤い瞳ひとみに冷たさを乗せ、長い黒髪をかき上げ、一いち乃のは問う。

「私は？」

「駄だ目め美人」

「それが遺ゆい言ごんね」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ……ごめん許してマジで」

「次はないわよ」

「了解しました」

　真顔で頷うなずき、宗そう司じは対面に座る一乃の姿を見詰める。

「髪は夜の色で瞳は炎の色、顔立ちは整っているが少し鋭い。一人暮らしをしている、理由は知らない。家事は得意で成績は学年トップクラス、運動もだ」

　淡々と述べ、一度言葉を切り、宗司は記憶を手た繰ぐる。

「出会った頃ころは、燃える氷のようだった。冷たいくせに、何もかもを焼き尽くさないと気がすまないほどに猛たけっていた」

　宗司は静かな笑みを浮かべ。

「だが、綺き麗れいだった……のに」

　盛大に溜ため息いきを吐つく。

「その後、色々あってメイドが好きだとかコスプレが好きだとか、妄もう想そう癖へきがあるとか知りました、ちくしょう！」

「ふふっ、失望させたかしら？」

　くすりと唇を吊つり上あげて一乃が尋ね、宗司は首を振って否定する。

「近寄り難いなんてレベルじゃなかったからな、隙すきが出て随ずい分ぶん楽になった。今じゃあ、こんな下らない話も出来る──まったく」




「可愛かわいくなったよ、一乃は」




　言ってしまって、宗そう司じは自分の台詞せりふの恥ずかしさに気がついた。

　かあっと頰ほおが赤くなり、果たしてどれだけ一いち乃のにからかわれるのかと不安も抱く。

　だが一乃は口元に手を当て僅わずか俯うつむき、有名な彫刻のタイトルのように何事か考え込んでいるようだ。

　それこそ、出会ったばかりの頃ころならば声をかけるのを躊躇ためらっていただろう。

「……どうした？」

　声をかけると、一乃は口元に当てた手を外し顔を上げ宗司を見た。

「あなたの発言をまとめると、私は綺き麗れいでなおかつ可愛かわいいということよね」

「あー、まあ、そうなる、のかな？」

「何てことなの、じゃあ私って──最強じゃない」

　……彼女は何を言っているのだろう。

「綺麗で可愛いなんて、最強で間違いないわよね？」

　一乃の台詞は疑問形だったが、返答は求めてないようだ。

「つまり、この私こそがいわゆるメインヒロイン！」

　勢い良く、コタツ布団を跳ね上げて森もり塚つか一乃は立ち上がる。

　宗司は座ったまま、ぽかんとそんな彼女を見上げている。

「ふふっ、私としたことが困ったものね。ぬるま湯のような日々に浸つかり続けて心の目を曇らせていたなんて」

「現在進行形で曇ってるぞ、その目」

　ツッコミの声も、彼女の耳には届かない。

「そう、あんなただ大きいだけの脂肪の塊を羨うらやんだ挙句に醜しゆう態たいを晒さらすなど愚おろかなこと」

　しゃらり、彼女は優ゆう雅がに、優美に、白い首筋を覗のぞかせ長い黒髪をかき上げる。

「巨乳とは憎悪するものであって、羨むべきものではない──こんな簡単なことを、私は忘れていたのよ」

　赤い瞳ひとみは天を仰ぎ、その唇は小さく、だが紛まぎれもない笑みを浮かべていた。

「……おまえがそれで良いなら。おれはもう何も言わん」

　その呟つぶやきを聞きとがめたわけでもなかろうが、一乃は宗司の方を向く。

　微かすかな笑みを浮かべたその顔は、確実に美しく。

「立ちなさい、宗司」

　一乃は、手を差し出した。

　花の香に惹ひかれるように、宗司は自然とその手を取り、立ち上がる。

「お礼をしてあげるから、私の部屋に行くわよ」

「別に礼なんてぇええええ、お、おい、一乃！」

　台詞の途中で、一乃は宗司の手を引き走り出した。

　鞄かばんとコートを引っ摑つかみ、部室のドアを開け、廊ろう下かを駆け抜け、荒あら谷や学園辺境から、正門までを夕焼けに照らされ駆け抜ける。

　大きくなびく一いち乃のの黒髪を、黒いセーラー服に包まれた背中を、引っ張られる宗そう司じは眺めながら胸中で思う。

　出会った頃ころならば、手を繫つなぐ代わりに槍やりの一つも使っただろう。

　今ですら、この学園で彼女が誰かと関わるのは部室だけだというのに。

　放課後で人目が少ないとはいえ、手を繫いで走るなんて。

「変われば、変わるもんだ」

『停止』の異能を持つ男が、小さく呟つぶやいた──




　まあ、それはさておき。

　彼女の部屋で行われる『お礼』は。

「正統派美少女メイド一乃さん、久しぶりに登場よ」

「おおー」

　学園の麓ふもとにある単身者用マンションの一室が、一乃の住居である。

　二間続きの奥側、フローリングの床に座り、ベッドの傍そばにある低いテーブルに着いた宗司が一乃に向けて拍手をした。

　対面にはメイド服に身を包んだ一乃が、機嫌よさそうに立っている。

「ふふっ、しかも今回は特別仕様『ポニーテイル』バージョンよ」

　普段は背中へ流す黒髪をリボンで結びポニーテイルにし、バランスを取るためホワイトブリムは小さめに。ドレスのように洒落たデザインのメイド服に、裾を数多のフリルで飾った白いエプロン。足元には同じくフリル付きのニーソックスだ。

「どう？」

「最高だね」

「ふふっ、悪くない賞しよう賛さんよ」

　楽しげに、一乃はスカートの裾を軽くつまんでくるりと回る。

　しゃらりふわり、ポニーテイルがなびき、蕾つぼみが咲くように膨らんだスカートが緩い弧を描いて回る。

　宗司は何となく、もう一度拍手をした。

「そろそろ、お茶を淹いれてあげるわ。メイドが淹れた素敵なお茶を堪たん能のうなさいな」

「おう、楽しみに待ってるぜ」

「ところでお茶の種類なのだけれど、『かなりえっちぃ』、『凄すごくえっちぃ』、『大変にえっちぃ』のどれが良いかしら？」

「それお茶の種類じゃないだろ！」

　ぽっ、一いち乃のは赤く染まった頰ほおに触れ視線を逸そらす。

「『とり返しがつかないほどえっちぃ』もあるわよ、まず私が涙目になってメイド服のスカートをたくし上げるところから始まる、そして最後は……」

「聞いてません、可愛かわいい顔して何を言ってるんですかキミは」

「褒ほめてもお礼は増えないわよ。三倍になる程度で」

「お嬢さん、それを世間一般では『増える』と言うのです」

「世間一般とこの私、どちらが正しいかなんて比べるまでもないわ！」

「ああ、九割がた世間一般の方が正しいからな！」

「ちょっと宗そう司じ、一応マンションなのだから大声を出すのは止よしなさい」

「急に常識を取り戻してんじゃねえぞこらああああああああああああ！」

　思わず、宗司は力の限り叫んでしまい、顔をしかめた。

「やべっ、やっちまった」

「仕方のない人ね。まあ安心なさい、苦情が来たら私が物理的に焼き尽くすわ」

「ボクが謝るから焼き尽くさないで」

「もっとも、このマンションは防音がしっかりしているからまず問題ないのだけれど」

「おまえは何がしたいんだ！」

「決まっているでしょう」












　メイド服、白いエプロンに包まれた薄い胸を張り、ポニーテイルを僅わずかに揺らして一いち乃のは堂々と宣言した。

「あなたで遊んであげたのよ」

　実に、森もり塚つか一乃らしい『お礼』だった。






日誌　八　日常に潜む罠






「た、ただいま……遅くなってごめん」

「おかえりなさいませ、兄さま」

　一乃の『お礼』により、若じやつ干かんよれっとした宗そう司じが白しろ崎さき家のドアを開けた。

　ぱたぱたと小さな足音がして、先に戻っていたリリスが玄関までやって来る。

　料理中だったのだろう、ジーンズに厚手のシャツというラフな格好の上にエプロンをつけ手には木製のしゃもじを持っていた。

　大きくなったばかりの胸はエプロンの生地をたゆんと押し上げ、跳ねたミートソースらしきものがその膨らみについてる。

　彼女は可愛かわいらしくしゃもじを口元に当てると腰を揺らし。

「リリスにしますか、お風ふ呂ろにしますか、それとも、リ、リ、ス？」

　新妻の定番的な台詞せりふを言った。

「おまえら、本当にそのネタ好きだな」

「お約束ですから、兄さまもお好きでしょう？」

「大好きさ！　じゃなくて、つまり、夕食はまだできないって解釈でいいのかな？」

「実に的確な読みではありますが、リリスは少々面白くありません。『当然リリスに決まってるじゃないかガバァ』とするのが正しい反応です」

「正直、随ずい分ぶんと疲れているので勘弁してください」

　ぎらり、突如としてリリスの虹にじの瞳ひとみが凶暴な光を宿し鋭さを増す。

「浮気ですか兄さま？　外で、疲れるようなことをリリス以外の誰かを相手にやって来たというのですか？　そうなんですね？　兄さまを殺してリリスも死にます」

「落ち着いてリリス！　一いち乃のの相手をしてきただけだから！」

　ぐいぐいと迫るリリスに、宗そう司じはあっという間に及び腰になる。

「浮気相手は森もり塚つか一乃でしたか。これは協定違反です、沢さわ村むらキリカと連絡を取り即座に永遠のさよならを交わしてきます」

「協定とかおれの知らない単語が出ている！　いやそれ以前にお願いだからお兄ちゃんの話を聞いて！　つうかね、リリスとキリカが逃げたから、おれが一乃のフォローしたってだけの話ですよ！」

「…………あ」

「ヘイ、マイシスター。もしかして忘れていたりするのかね？」

「…………そんなことはありません」

　リリスがぷいと視線を逸そらし、宗司はそんなリリスの肩をがちりと摑つかむ。

「おれの目を見て、もう一回言って貰もらおうか」

「お兄ちゃん大好きっ、だからリリス、お兄ちゃんのためにお料理してるの」

　振り向いたリリスは可愛かわいらしく小首を傾かしげ、虹の瞳を無邪気に輝かせ言う。

「うん、リリス可愛い！」

「今日の夕ごはんは、リリス特製ミートソーススパゲティだよ、きゃはっ」

「我ながらちょろいにも程があると思うけど、細かいことはどうでもいい気がしてきた」

「もうちょっとで完成だから待っててお兄ちゃん、かっこ、ハート、かっことじる」

「よおし、お兄ちゃんも手伝っちゃうぞ！」

「わぁい、ありがとうお兄ちゃん」

　嬉うれしそうに、リリスが宗司の胸に飛び込み、抱きついた。

　宗司はリリスを受け止め、今日のリリスは胸が大変に成長していることを思い出した。

　無防備なリリスの胸がエプロン越しに当たり、むにゅんと押し潰つぶされる。

「……あうっ、リ、リリスとしたことが、はしたない」

　リリス自身も忘れていたのか、慌てて離れ両手で胸を隠して身を捩よじる。端整だが幼さの残る顔は赤くなり、それがまた可愛らしい。

「い、いや。おれも、その、な……」

　胸の感触と、照れるリリスの可愛かわいさに宗そう司じも顔を赤くして誤ご魔ま化かすように頰ほおを搔かく。

　初うい々ういしいカップルのように、揃そろってもじもじする二人。

「兄さま、その、キッチンへ行きませんか」

「そ、そうだな！　夕ごはん作るの手伝う、あ、鞄かばん置いてくるからちょっと待ってて」

「はい、兄さま。お待ちしています」

　何とも妙な気分で、宗司は自室へ、リリスはキッチンへと移動した。




　鞄を置いた宗司は制服から着替え、一階へ下り、リビングダイニングキッチンへ。

　キッチンではエプロン姿のリリスがコンロの前に立ちフライパンを木製のしゃもじでかき混ぜていた。特に意味はないのだろうが、しゃもじを動かしながら足先でとんとんとリズムを取り、ジーンズに包まれた細い腰を軽く左右に揺らしていた。声を出さずに鼻歌を歌っているような、そんな感じだ。

「おまたせリリス、おれは何を手伝えば良い？」

　ミートソース特有のトマトの匂においを嗅かぎながら、宗司はリリスの後ろ姿に声をかけた。

　短いポニーテイルと、エプロンをひらり揺らしリリスが振り返る。

「それでは兄さま、スパゲッティを茹ゆでて食器の準備をして貰もらえますか。リリスはミートソースの様子を見ながらサラダを作りますので」

「了解、んじゃまずは鍋なべをと」

　返事をした宗司はキッチン下の収納から深めの鍋を取り出し水を入れてもう一つのコンロにかける。沸騰させ塩と乾麵を入れるだけだ。

　じっと待っておく必要はないし、沸騰するまでの時間で食器の準備をしておく。

　リビング側のテーブルにコップやフォークの類を並べ、キッチンではスパゲッティ用とサラダ用の皿を邪魔にならないところに出しておく。

　湯が沸騰するまで、もう少し時間がかかるだろう。

　リリスの方は、サラダ用のレタスを千ち切ぎり玉ねぎをスライスしていた。

「……？」

　今日に限って、随ずい分ぶんとリリスの手際が悪いと宗司は思った。普段から家事を任せきりで偉そうなことを言える立場ではないが、リリスの包丁を使う動きが妙にぎこちない。

　変に前のめりになり、腕を大きく開けて、やり辛づらそうに玉ねぎを切っている。

「おれがやろうか？」

「いえ、兄さま。大丈夫です」

「そうか、用事あったら何でも言ってくれな」

　しばらくして、お湯が沸いた。




　ミートソーススパゲッティにサラダの夕食は、普段より幾分遅い時間に始まった。

　宗そう司じの帰宅が遅れたことと夕食の準備に時間がかかったせいだ。

　リビングのテーブルに二人は座り、ぱちりと手を合わせ。

「いただきます、と」

「いただきます」

　フォークに絡からめ、ミートソーススパゲッティを一口。

「うん、美う味まいな」

「ありがとうございます、兄さま」

　いつもどおりのやり取り。実際、リリスお手製のミートソースはトマトの旨うまみが良く出て美味かった。宗司のスパゲッティが少々茹ゆですぎて柔らかくなっているがその程度だ。軽く雑談などをしつつ、夕食の時間は過ぎた。

　食後、宗司は食器を洗い、お茶を淹いれたマグカップを二つ持ってリビングへ戻る。

「どうぞ、リリス」

「……はい」

　静かに座るリリスの前にマグカップを置き、対面のソファーに宗司も腰を下ろした。

　温かいお茶をすすり、宗司はほうと息を吐く。

「あの、兄さま……」

「ん？」

　声をかけられ、顔を上げる。

　対面のソファーに座るリリスは、もじもじと体を揺らしていた。

　淹れたお茶には手をつけず、両手をジーンズ、膝ひざの上に置き、太ももと太ももを擦こすりつけ。俯うつむきがちの顔は頰ほおが僅わずかに赤く虹にじ色いろの瞳ひとみは落ち着きなく揺れている。

「その、リリス、お願いがあるのですが……」

「うん？　言ってごらん」

「はしたない、お願いなのですけれど……」

　恥じらいに満ちた顔を上げ、どこか、甘えるようにリリスは言った。

「リリスに、して、ください」

　宗司の心の中に、ぞくりと、妖あやしいものが芽生えるような声だった。

　………………

　…………

　……

「ひっ、あっ、兄さまぁ、だめです、そこは、あっ、あっ、ああんっ」

「我慢しなくて良いんだぞリリス、ほら、もっと声を出せよ」

「いやっ、だめぇ、あ、兄さま、そこ、気持ち良くて、リ、リリス、声が、がまん、できなくなりますぅ」

　宗そう司じの膝ひざの上で、リリスが乱れ悶もだえている。

　声は甘く、普段は無表情なその顔は快楽でとろとろに蕩とろけていた。頰ほおは赤く上じよう気きし、虹にじ色いろの瞳ひとみは潤うるみ、浅く開いた唇から漏れる吐息は荒く。

　か細い体は熱く火ほ照てり、激しい呼吸に豊かな胸が大きく揺れる。

「ふぅん、リリスはここが好きなんだ」

「うきゅぅ、あ、あっ、あっ、いいっ、いい、よすぎて、ゆる、許して、兄さま、リリスが、リリス、気持ちよくて、だめ、だめに、だめになる」

「大丈夫だ、おれは気にしないさ」

　膝の上に乗せたリリスの首筋から、熟れた果実のように甘ったるい香りがする。

「そっ、そうっ、そういうことじゃ、あっ、あ、ひぃ、ひうっ、ら、め……」

　ぐいっ、宗司は力を込めた。

「あっ──」

　ぱっくりと、リリスは大きく口を開け、舌を覗のぞかせ、歓喜の声を上げる。

「ああああああっ！　リリス、もう、だめぇええええええ──」

　びくんびくんと背筋を震わせリリスが仰のけ反ぞり。

「──あっ、ううっ」

　糸が切れたように、がくりと体から力が抜け背後の宗司にもたれかかった。

　宗司はどこか満足そうに、荒い息を零こぼすリリスの蕩けた顔を眺め。

　その肩から、両手をどけた。

「残念だったな、ただの肩かた揉もみだよ！」

「……兄さま？」

「気にするな、お約束の一言と言う奴やつだ」

「は、はい、ですが知りませんでした、兄さまは肩揉みがとても上手だったのですね」

「いや、初めてやったんだけどな……まあ、何となく、こつ、みたいなもんは摑つかめた気がする。後、リリスの弱いポイントも覚えた」

「後半は、忘れてください」

　照れ臭そうに、リリスがちょっと顔を背そむける。

「真面目まじめな話、肩が辛つらいならこれからも時々揉もうか？」

「…………お願いします」

　小さく呟つぶやき、リリスは艶つやっぽい溜ため息いきを吐ついた。

「このままでは、リリスは兄さまなしではいられない体にされてしまいそうです」

「また妙に意味深なことを」

「リリスの心は既すでに兄さまなしでは生きていられないので、体が屈服するのも時間の問題だと思います。チャンスですよ兄さま、ここは畳み掛けましょう」

「何のチャンスですかリリスさん！」

　叫び、宗そう司じはふと気付いた。

「冷静に考えたら、お兄ちゃんもリリスなしだと生きていけないな。家事的な意味で」

「兄さま、その発言はかなりの駄だ目め人間です」

　呆あきれたように呟つぶやき、リリスは宗司の膝ひざの上からすぐ隣に移動して軽く肩を回す。

「兄さまのおかげで肩が随ずい分ぶん楽になりました」

「どういたしまして」

「今までは戯たわ言ごとだと思い無視して来ましたが、『胸が大きいと肩が凝る』というのは真実だったようです」

「一いち乃のが聞いたら暴れそうな理由だっ、痛っ」

　思わず宗司が苦笑すると、リリスに脇わき腹ばらを抓つねられた。

「まったく、兄さまには困ったものです」

「い、今のは何が悪かったんだ」

　軽く涙目の宗司が問うが、リリスは軽やかに無視しぽよんと膨らんだ自分の胸を小さな手で持ち上げる。

「大きくなればなったで問題があるものですね。正直な話、かなり邪魔でした。重さで肩が凝りますし、料理をしようにも大きすぎて手元が見え辛づらいですし、バランスが普段と違うのも困りものです」

　むぎゅりと持ち上げられた胸は、ただでさえ大きいのがさらに大きく、鏡かがみ餅もちサイズのつきたてお餅が左右に二つ並んでいるような凄すごい存在感があった。

「ああ……なるほど」

　思い切り視線をリリスの胸に吸い寄せられつつ、宗司が頷うなずき納得する。

　夕食を作るリリスの手際が妙に悪かった原因は、その大きくなった胸か。

「って、あれ、そういや、リリス、何でずっと一人なんだ？」

　今更、そこに気付いたらしい。

「大した理由ではありません。単純に、この体が不慣れなため、あえてリソースをリリス単体に集中しているだけです」

「要するに、慣らし運転中ってことか？」

「はい、複数体のリリスで存在するのも可能ではありますが」

「なるほどね……これも『異能』の進化…………なのか？」

「不明です。リリスは既すでにリリスとして完成していますので」

「まあいいや、お兄ちゃん、そろそろ風ふ呂ろに入ってくるわ」

「……申し訳ありません兄さま、今日はお風呂の準備がまだです」

「良いよ、それぐらい自分でやるから。疲れてるんだからゆっくり休んでてくれ」

「はい、兄さま」

　ぽんと軽くリリスの肩を叩たたき、宗そう司じはソファーから立ち上がり風ふ呂ろへ向かった。




　ゆっくりと、宗司は入浴剤で白濁した湯船に肩まで浸つかり体を伸ばす。

「んー、あー、今日も一日疲れたぜ」

　年寄りくさい溜ため息いきを吐つき、目を閉じてぐるりと首を回す。

　このまま何事もなく、今日が終われば良いとやはり年寄りくさいことを宗司は思う。

「兄さま、兄さま」

　こんこんと、浴室のドアがノックされリリスの声が聞こえた。

　視線を向けると、磨すり硝子がらすの向こうにリリスらしき人影が見える。

「そういえば、入浴剤が切れていたと思うのですが」

「あ、ああ！　いや、最後の一個が残ってた」

　一瞬何をしにきたのかと身構えた宗司だったが、何のことはない日常的な用件だ。

「では明日の学校帰りにでも買って来ます。リクエストはありますか？」

「リリスの好きなので良いよ」

「わかりました、では兄さま、ごゆっくりどうぞ」

「ああ、ありがとう」

「はい、兄さま」

　ガチャリ、普通にドアを開けてリリスが浴室に入って来る。

　あんまりに自然な動きだったので、宗司は何が起きたのかしばらく理解できなかった。

　バスタオルを巻いたリリスの姿。当人が邪魔だと言い切るほどに大きな胸はバスタオルで隠しきれておらず、上半分ほどがむき出しになり──特に何をせずとも深い谷間を形作っていた。

　宗司はその姿を見るともなく見たまま、未いまだ動かない脳で「水を弾はじくような肌って本当に水を弾くんだな」と心底下らないことを考えている。

　その間もリリスの動きは止まらず、ごく自然に洗面器に注いだお湯で体を流している。

「兄さま、少しスペースを作ってもらえますか」

「あ、はい、すいません」

　宗司が体育座りの格好をすると、リリスはバスタオルをすっと外して宗司が空あけた場所に同じく体育座りの格好をして腰を下ろす。

　短いポニーテイルを解ほどいた髪が肩にかかり、白濁したお湯の上には濡ぬれた桃のような胸がふよりと浮かぶ。

　白濁したお湯のため、実際に見えている範囲はバスタオル着用時と大差はない。

　しかし湯船に浸つかり、僅わずか色付いたその風情ふぜいはまさしく芳ほう醇じゆんな桃の果実。

　思わず触れて、あるいは嚙かんで、とくと味わってみたいと思うほどに欲望をそそる。

　気のせいであると自覚していながら、甘い香りを感じてしまう。

「……ヘイ、ストップ、ホワイ、何な故ぜに、ここにいるマイシスター！」

　リリスの体を無意識に観察していた宗そう司じが、やっと我に返り叫んだ。

　浴室に反響する叫び声を聞きながら、リリスは平然とした無表情（ただし、その胸と同じく顔は赤みを帯びている）で宗司を見詰めて答える。

「一緒に入ったほうが、水道光熱費の節約になる……という建前ではいかがでしょう」

「建前と言い切りましたか」

「幸い、今のリリスは単体ですので入浴スペース的にも問題ありません。胸が大きくなったことを差し引いたとしても問題ありません」

「問題にすべき点が他ほかにあると思うんだ兄妹的に考えて……ん？　ところでリリス、二人のときでもスペースに問題がなかったら入ってくるつもりだったりする？」

　湯船から立ち昇る湯気でキラキラと濡ぬれ輝く虹にじ色いろの瞳ひとみで、リリスは僅かに首を傾かしげた。

「そのような当然の質問をされたことに、リリスは戸惑いを覚えずにはいられません」

「……おれ、生まれて始めて風ふ呂ろのサイズに感謝しそうになった」

「実際のところ、リリスが複数体であっても兄さまと一緒に入浴は可能なのですが」

　実際、そのようなこともあったが。

「……さすがに、狭いよな」

「はい、それはそれでリリス的にオッケィ！　なのですが」

「何で今、オッケィが無意味に力強かったの」

「因ちなみに、どうせなら四人同時に入れる風呂に改造しようという計画が以前持ち上がっていたことをリリスは知っています」

「おのれクソ親父おやじ！　こんな意味のないところでもおれの前に立ちふさがるか！」

「兄さま、そちらはむしろ止めていた側です」

「母さんたちのほうかよ！　いつまで新婚気分なんだ連中は！」

「兄さまの末まつ路ろを見ているようですね」

「末路とな！　おれはどんな悲惨な結末を迎えることになるんだ！」

「湯船で何度も叫ぶと頭に血が上りませんか？」

「ああすまん、うるさかったな」

「いえ、それはそうと兄さま」

　リリスは僅かにはにかんで、口元に小さな笑みを作る。

「……気持ちは理解できますが、そうリリスの胸を凝視されると、恥ずかしいです」

「馬ば鹿かな。おれがリリスの胸を凝視し、実際は半円よりもさらに突き出た形であると結論付け、あまつさえ水滴が浮かんでると色っぽいなーと考えていたと言うのかごめんなさいその通りです見てました、視線を逸そらすタイミングを外してそれっきりだったんです！」

　誤ご魔ま化かしから流れるように自白へと移り、宗そう司じは浴よく槽そうから飛び出て背中を向けた。

「お兄ちゃんは体と頭洗って出て行くので、リリスはゆっくりとどうぞ！」

「でしたら、リリスが背中を流してあげます」

「む、それは……」

「兄さまはリリスの胸ばかり見ていました」

「背中を流してください、お願いします」

　何とも言い難い敗北感と共に、宗司は呻うめくように呟つぶやいた。

「はい、兄さま」

　ざばり、リリスが立ち上がる音がする。

　もう一度水音がして湯船を出て、宗司の背後に。

　タオルで石せつ鹼けんを泡立てるらしき小さな動きを背中に感じ。

「それでは兄さま、背中を流しますね」

「お、お願いします」

　緊張した面持ちの宗司、その背中にリリスが触れる。

　むにゅ、か、あるいは、ぷにゅん、か。

　吸い付くような、しっとりとしたスポンジの感触。

「……なあ、リリス。この家に風ふ呂ろ用スポンジって、あった？」

「はい、リリス特製スポンジです」

　ぎゅっぎゅっ、と押し付けられる特製スポンジ。

　リリスの顎あごが肩に乗り、両腕は宗司の肩越しに、抱きしめるように前へと回る。

　にも関わらず、背中には特製スポンジが柔らかく触れている。

「リリス……お兄ちゃん、特製スポンジの正体がわかったんだけど、それをはっきりと明言する勇気が出ない」

「相変わらず、兄さまはヘタレですね」

　からかうように、耳元でリリスが囁ささやく。

　その甘い痺しびれを、熱を帯びていく背中の特製スポンジの感触を無視して宗司は続ける。

「ヘタレと呼ばれても仕方がないと思いつつ聞かせてくれ……どこで知ったの、これ？」

「森もり塚つか一いち乃のから貸たい与よされた各種参考資料によると、思春期の男性はこのような行為をされると大変に喜ぶとありました」

「その各種参考資料は全すべて一乃に返そうね」

「全て興味深い内容でした。是非とも兄さま相手に実践を積み重ねたいと思います」

「凄すごい勢いでボクの妹が取り返しのつかない知識を積み重ねて行っているだと！」

「後には、小さいモードのリリスで同様の行為を行い、兄さまの反応差などを計測してみたいとリリスは考えています」

「いや化学の実験じゃないんだからね」

　冷静に返してはいるものの、いい加減、宗そう司じの精神力は限界だ。

　これ以上流されては危険であると判断し、あえて、宗司は言うことにした。

「リリスに大切なお知らせがあります」

「何でしょう、兄さま」

　宗司には見えないがリリスの顔がぱあぁっと明るくなる。きっと良い知らせを期待しているのだろう──

「この、特製スポンジネタな……フェルがもうやってる」

「……そうでしたか」

　ごごごごごごと、炎が燃えるような音を聞いたのは気のせいか。

　背後のリリスが、禍まが々まがしく黒いモノを放っているように感じたのは気のせいか。

　宗司を抱いていた手が、ゆっくりと上へ移動し。

「リリスは、一番でないのですね」

　火のような言葉と共に、リリスの腕が交差し宗司の首を締め上げた。

「ぐおっ、あぼっ、がっ」

　ギリギリと食い込む腕のせいで、宗司はまともな声も出せない。

　極端な密着により特製スポンジが宗司の背中で平たく、丸まる餅もちのように潰つぶれている感触にすら気付かない。

「ですが、兄さまが悪い訳ではありません」

　始まったときと同じように、いきなり、宗司の首筋は解放された。

　げほげほと咳せき込こむ宗司の背中を、リリスの掌てのひらが優しく撫なでる。

「ああ、兄さま、しっかりして下さい。リリスってば、つい、嫉しつ妬とにかられ兄さまに八つ当たりをしてしまいました。あのネコミミ、次に見つけたら引き千ち切ぎってやります」

「ごほっ、お、お兄ちゃんは大丈夫だから。見つけても引き千切るのはやめてあげて」

「兄さまってば……あんなネコミミにすら優しいのですね。リリス、ますます好きになってしまいそうです」

「う、うん、ありがとう？」

「お詫わびに頭もリリスが洗ってあげます、普通に」

「ええと、じゃあ、お願いします」

　宗司の不安は最後まで拭ぬぐわれることはなかったが、本当に普通に、リリスは背中と髪を洗ってくれた。

「兄さま、かゆい所はありますか？」

「いや、ない」

　特に髪を洗うリリスの手つきは、指先で優しく撫なでるようで大層心地よく。

　単純な宗そう司じはそこに至るまでのごたごたなどすっかり忘れて。

　やっぱり妹は良いな、などと、思った。




　そして一夜が明けて。

「おはようございます兄さま、」

「おはようございます兄さま」

　リリスとリリスは双子に戻っていた。

　耳慣れたステレオで響く声と、見慣れたぺたんと平たい胸。

「やはり、日常生活を送るには大きすぎると不便です、」

「しかし、いつでも大きい方のリリスに戻れます」

「兄さま、ご要望があれば何い時つでも、」

「ますます素敵になったリリスにどうぞ」

「あーんなことから、こーんなことまで、」

「リリスにお任せです」

　悪戯いたずらっぽいウインクと一緒に、朝食の席でリリスとリリスがそんなことを言った。












　宗そう司じが食べていたのは、マーマレードジャムを載せたトーストで。

「まったく、おれの妹はどんどん困った妹になる」

「困った妹は、」

「お嫌いですか？」

「いや、とても良いね」

　その酸味とほろ苦さが、ひどく美お味いしかった。






日誌　九　ネコリカさんに悪戯されて眠れない日誌






　放課後、今日も今日とて寒い中、宗司はえっちらおっちら部活に向かう。

　ゲーム同好会部室にコタツが導入されたのもあり、その足取りは若じやつ干かん軽い。

「コタツって、エアコンに並ぶ人類最大の発明だよな」

　そんな浮かれた台詞せりふと共に、ガラリと部室のドアを開けた。

「ぬ？　誰もいない……」

　先日の巨乳リリス騒動が原因だろうかと思いながら宗司は鞄かばんを畳の上に置き、靴も脱いでコタツに入ろうとするや。

「にゃーんだっばーっ！」

　意味不明な掛け声と共に、びっくり箱の勢いでコタツが跳ね上がった。

「なんじゃばあぁあああああ？」

　思わず奇怪な叫び声を上げてしまった宗司の眼前には、両手でコタツを持ち上げて仁王立ちをするキリカの姿。コタツの中に、隠れていたのか。

「アハハハ、びっくりした？　ねえびっくりした？」

「心底びっくりしたわい！　おまえ、まさかこれやるためだけにコタツの中で待ち構えてたのかよ！」

「うんっ！」

　実に素敵な、冬の寒さを吹き飛ばす春のようなキリカの笑顔だった。

　迂う闊かつにも見み蕩とれそうになった宗そう司じはぶんぶんと首を振り、気を取り直す。

「……まあ、いいよ…………ん？」

　キリカの様子が、普段とは少々違っていた。

　銀髪碧へき眼がん、ブレザータイプの制服（ただし、ブレザー自体は脱いでいる）、胸元で結んだリボンは内側から大きくたゆんと持ち上げられて膨らんでいる。

　ここまでは、いつもどおり。

　普段は二つに結んでいる銀の髪は解ほどいて背中に流し、頭の上にはちょこんとネコミミが生えていた。

「なして？」

「コタツといえばネコだからっ」

「うん、理解できないけど納得はできた」

　ネコミミ自体はキリカの異能『道化師の栄光バツドジヨーク』──『変身』の異能によるものだろう。

　解いた髪は丁度、背中の半ば程度までの長さだった。

「とりあえず、コタツ下ろしたらどうだ？　重いだろ」

「はーい、よいしょっと」

　ネコミミをぴっこりと一度揺らし、キリカがコタツを戻す。

「で、おれが抜けてるコンセントをさし、スイッチを入れてと……よし」

　宗司が満足そうに頷うなずき、二人はコタツに入った。

「ふぁー」

「ふにゃー」

　思わず、二人の背中は自然と丸くなり口から溜ため息いきが出る。

「スイッチ入れたばっかりだから、まだ全然温かくないのにな」

「何でか、溜め息が出ちゃうよねー」

「コタツの魔力だな」

「とっても、うにゃー、って感じだよっ」

　緩みきった表情でキリカが大きなあくびを漏らす。銀髪の上ではぴこっぴこっとネコミミが一度左右に動く。

「あー、いけねえ、コタツに入る前にお茶の準備しとくんだった」

「お茶の準備ならキリカさんにお任せだよっ！」

　一秒前までの弛し緩かんし切った姿はどこへやら、きらりと青い瞳ひとみを輝かせ、ついでにネコミミをぴこんと元気良く立たせてコタツを出た。

「……なんか、企たくらんでるのか？」

「うんっ、色々と準備してきたよっ」

「まあ素直、でも素直すぎて超不安」

「アハハハ、ソージ、今度は悪戯いたずらじゃないよ？」

「あ、そうなんすか」

「うんっ、キリカさん。色々とおやつを作ってきたのさっ」

　立ち上がったキリカがえっへんとばかりに胸を張る。

　宗そう司じは揺れる特大サイズのお餅もちのような膨らみに目を奪われかけたが、気合で逸そらす。

「こほん、キリカのお手製か、それは楽しみだな」

「こうご期待だよっ。すぐ用意するからちょっと待っててねっ」

　ひょいと身を翻ひるがえし、キリカは部屋の隅に隠していた鞄かばんと大きな紙袋（最初のびっくりをやるために、そうしたのだろう）からタッパーに鍋なべ、お椀わんとお玉、箸はしやらを取り出す。

　本当に、色々作ってきたようだ。

　まずキリカは鍋をカセットコンロにかけ弱火で温め始めた。

「にゃーにゃにゃにゃーにゃーにゃー」

　コンロの前のキリカは鼻歌を歌いながら、お玉で鍋をかき混ぜる。

　まるで尻尾しつぽを振るように、形の良い腰がリズムに乗って左右に揺れていた。

「……」

　ぼんやりと宗司はキリカの後ろ姿を眺めながら待っている。

　すると、甘い小豆あずき、あんこの匂においが部室の中に漂い始めた。

「……善ぜん哉ざいか？」

「ぶぶーっ、はずれー。正解は栗くり善哉でしたー」

「殆ほとんど正解じゃねえか！」

「何を言ってるのさソージ！　全然別物だよっ！　ソージは栗が入ってない善哉も『栗善哉』って呼んじゃうような外げ道どうな人なのっ！」

　片手を腰に、お玉は宗司に向け、近所に住んでいるお姉さんが『めっ』と子どもに言うようなポーズでキリカが叱しかる。

「ええと、すいませんでした」

　ぺこりと頭を下げる宗司。その姿を見てキリカは満足そうに大きく頷うなずく。

「うにゃーり、素直でよろしい。あっ、栗善哉もそろそろ温まったみたい」

「運ぶぐらいはおれがやりましょうか、よっこらせっと」

「アハハハ、ソージがお爺じいさんだっ」

「ぬぐっ、いや、今のはついな……」

　確かに年寄りくさいと、宗そう司じは自分に苦笑した。

「じゃ、ソージ。キリカさんはちゃちゃっとお茶を用意するから」

「あいよ、栗くり善ぜん哉ざいはおれが運んどく」

「ついでに、キリカさんの鞄かばんとかもお願い」

「了解」

　付き合いもそれなりに長い宗司とキリカ、てきぱきとおやつを用意する。

「完了ーっ！」

　ほどなく、コタツの上に緑茶と栗善哉が並んだ。

　どちらもまだ湯気を立てるほど温かく、お茶の緑と善哉に入った栗の黄色が鮮やかだ。善哉から漂う餡あん子この匂においに、宗司は食欲をそそられる。

「うん、美う味まそうだな」

「にゃははー、本当に美お味いしいよっ」

　向かい合って、コタツに入り二人は手を合わす。

「いただきます」

「いただきまーっす」

　言い終わるや、宗司は早速、善哉に箸はしをつけた。

　粒の形が残った小豆あずきを温かな汁ごと含めば口の中いっぱいに素そ朴ぼくな甘みが広がる。

　どことなく、懐かしい甘さだ。

「美味い」

「にゃはっ」

　宗司が呟つぶやくと、キリカは嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

　がつがつと善哉を減らしていく宗司の顔を、妙に嬉うれしそうな顔をして見詰めていた。

「……ふぅ、ご馳ち走そうさま」

「にゃー、お粗末さまでした」

　一息に食べ終え、口直しに飲んだ緑茶は濃い目に淹いれられていた。

　口の中に残った甘さを流し、さっぱりとさせてくれる良い渋みだった。

　少し遅れて、キリカも食べ終え。

「ああああああああ、キリカさん、うっかりだよっ！」

「な、なんだ、突然叫びだして」

「だって二人きりだったんだよっ。『あーん』とか、そんな感じにもっとラブラブに食べるべきだったんじゃないかなっ、ううん、食べるべきだった！」

　おもむろに立ち上がり、力説するキリカ。

　セミロングの銀髪がふわりと揺れて、ネコミミは憤いきどおりを示すかのように大きく左右に揺れ動いていた。

「ま、まあ、また次の機会ということで……」

「ソージっ！」

「は、はい！」

　宗そう司じは思わず背筋を伸ばして正座した。

「どうせイチノたちもいると思ってたんで、キリカさんは他ほかにもおやつを用意してます」

「なん……だと……」

　次の機会は、一秒後にやって来たようだ。




「と、言うことで本日のびっくりどっきりキリカさんパート二！　キリカさんによるソージのためのお手製キリカさん饅まん頭じゆうキリカさん風だよっ！」

「つまりどういう饅頭なんだ？」

「さて、今、何回キリカさんって言ったでしょう」

「いらんところにクイズを仕込むな！」

　小芝居と共にキリカがコタツの上に置いたのは、やたら大きいという以外は何の変哲もない饅頭だった。グレープフルーツを二周り大きくした程度はあるだろうか。

　皿の上にぽんぽんと二つ隣り合わせに乗っている。

　白くふんわりとした皮が、なかなか美お味いしそうだ。

「どの辺がキリカさん風なんだ、こりゃ？」

　律りち儀ぎに正座をしたままの宗司は不思議そうな顔で饅頭を手に取る。掌てのひらに余るサイズのそれをしげしげと持ち上げたりぐるぐる回したりして観察するが、やはり普通の饅頭だ。

「中身が特別とかか？」

「普通だよ？　餡あん子こでしょー、切なくも甘いキリカさんの愛情でしょー、この世界への怒りと憎しみと運命に対する諦あきらめでしょー」

「途中からおかしいぞ！　成分表には決して登場しないはずの名詞が多々混ざってる！」

「にゃはっ」

　軽く握った拳こぶしを口元に当てて、キリカがやたらと可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

　誤ご魔ま化かそうとしているのが、非常に非常にわかりやすいのだが。

「くそっ、一瞬でもカワイイと思ってしまった自分が憎い」

「アハハハ、ソージはカワイイねー」

「やかましいわ！」

　叫んで、今度はこっちが誤魔化すように特大饅頭に齧かじり付つく。

　最初の印象どおり、皮はふわりとして柔らかく大きさの割に軽い食感だった。

　甘さは控え目の漉こし餡が、その軽さに合っている。

「むう、これまた美う味まいが……普通に饅頭だな」

「そんなに引っ張るネタじゃないから教えちゃうと、大きさがキリカさんの特定部位と同じサイズなのです、ブイッ！」

　セミロングの銀髪と制服越しの豊かな胸を揺らして、キリカは自信たっぷりにブイサインをする。頭の上のネコミミも絶好調な感じでぴこぴこっと上下していた。

　しかしながら、宗そう司じの視線は冷たかった。

「……今の、部位とブイを引っ掛けた駄だ洒落じやれか？」

「……え？」

　凍りつくキリカ、自分の発言を思い出したのかネコミミがみるみる萎なえて、顔は恥ずかしさのあまりに赤くなっていく。

「……」

「……」

「……悪かったよ。そこはツッコミを入れる場所じゃなかったんだな」

「うんっ、そんなつもり全然なかったんだからねっ！　本当だよっ！」

「必死に否定するキリカさんカワイイ！　でもごめんね、サイズがキリカさんの特定部位と同じであることについてツッコムべきだった！」

　わたわたと両手を振り回すキリカを力強く褒ほめ称たたえ、宗司は饅まん頭じゆうを口に運ぶ。

　ふわりとした皮、甘さ控え目の漉こし餡あん、かなり大きいが、この食べやすさなら一人で一つは食べられそうだ。

「こほん──改めてやり直そうか、どうしてこれがキリカさん特製饅頭なんだ？」

「ソージ、やめて！　その優しさは逆にトドメだよぅ……」

　悶もん絶ぜつするキリカ、頭を抱え銀の髪を振り乱しぶんぶんと首を振る。その青の瞳ひとみは水面に波が立ったような浅い涙目で、ネコミミは現実逃避でぴったりと伏せられていた。

　何と声をかければ良いかわからず、宗司の視線は助けを求めるように泳ぐ。

「あー、その、キリカ……さん？」

「でも、キリカさん負けない！　折せつ角かく二人きりなんだから、『あーん』とかあまーい時間を過ごすんだよっ、過ごすんだよっ。三度目の正直っ」

　その『あーん』は餡とかけた駄洒落ですか？　とはさすがの宗司も聞けなかった。

　立ち直ったキリカは、コタツの上に置いた皿からもう一つの饅頭を取り。

「ソージ、はい、あーん」

　ぐいっとコタツの上に身を乗り出して、宗司の口元につきつけた。

「お、おい、ちょっと待て」

　キリカは極端な前傾姿勢、その豊かな胸はコタツの天板に押し付けられてむにゅりと形を変え、深い谷間を強調していた。

　正面に座る宗司は、カッターシャツの襟えり元もと、隙すき間まからもろに見てしまい思わず顔を赤くしてうろたえる。

「んー、つまり、キリカさんに口移しで食べさせて貰もらいたいってこと？」

「つまりじゃねえよ、話が繫つながってないだろ、もういいよ、はい、あーん」

　キリカの胸元を見ないように頑張りながら宗そう司じも身を乗り出し──びりっとした痛みが足に流れる──ぐらりと体勢を崩してコタツの天板に突っ伏した。

「ぐ、ぐおおおお、あ、あ、し、痺しびれ、た」

　足を崩すタイミングを逃し、慣れない正座を続けていたせいだろう。宗司は突っ伏したままぴくぴくと震えている。

　こうなってはあーんどころではない、が、宗司を見詰めるキリカの青い瞳ひとみは悪戯いたずらを思いついた子猫そのままにきゅぴんと輝く。

　結ばずに流したセミロングの銀髪の上で、ネコミミもぱたぱたと前後に揺れている。

「にゃっにゃーん」

　饅まん頭じゆうを置き、キリカはおもむろにコタツの中に潜もぐり込むと対面の宗司に向けて。

「そしてドーンっ！」

　勢い良く宗司の胴に体当たり（別名、抱きついた）をぶっ放す。

　足に力の入らない宗司は為なす術すべもなく背後に倒れ、畳の上で背中を打つ。

　その衝撃が痺れた足に伝わり、またも悶もん絶ぜつの声を上げてしまう。

「ぬぐおおおお、キ、キリカ、きさ、きさま、なにを」

「にゃははー、ソージ、動けないんだよねっ」

　体当たりの勢いで反対側から飛び出たキリカは、仰あお向むけに倒れた宗司の腰、ベルトの上辺りでうつ伏せになり、にんまりとした笑顔を浮かべている。

　その青い瞳はねっとりとして、宗司は嫌な予感を覚えずにはいられない。しかし足が痺れ、下半身をキリカに抑えられているこの状況はまさしく絶体絶命。

　たゆんとした柔らかい胸が腰の上に押し付けられているのが別の意味で絶体絶命。

「おれを、どうするつもりだ」

　二つの意味で、宗司はごくりと唾つばを飲み込む。首だけ持ち上げて、伸のし掛かるキリカを見おろすアングルは先ほど以上に強烈だ。

　宗司の反応に気を良くしたのか、解ほどいた銀髪の上のネコミミはぴっこりと大きく左右に揺れて、青い瞳はその輝きを一段と増す。

「動けないソージに、イタズラしちゃおっかなー」

「くう、また人の不安を煽あおるような単語を出してきやがって」

「にゃにゃにゃー？　ひょっとしてー、えっちぃイタズラを期待しちゃったのかにゃー」

「しねえよ！　わざとらしく甘ったるい声を出すな！」

「にゃー？　ソージは生意気ですにゃー、でもそんなところがカワイイにゃー」

「だから、カワイイとか言うんじゃぬぎゃあああ」

　台詞せりふの途中で、キリカが宗そう司じの痺しびれた足をくいっと体で押した。

「にゃははー、ここかー、ここがええのんかー？」

「おっさんかその台詞ッんぐあああああ、ごめ、ごめん、やめて」

　くいくいっ、上に乗ったキリカは体を押し付け宗司の痺れた足を刺激する。

　悶もだえる宗司を見上げるキリカの瞳ひとみは、笑う口元は、自然に妖あやしさを帯びて行く。

「どうしよっかなっ、やめてあげよっかなっ、続けよっかなっ」

　歌うように言いながら、キリカは文節ごとに宗司の足を突く。

　どう考えても止やめる気はなく、むしろ完全に面白がっている。

　ネコミミキリカさん改め、ネコミミサドカさん誕生だ。

「おねっ、お願い。な、何でも、言うこと、聞きますからっんぐあぇぁあああ！」

　サドカさん、もとい、キリカは宗司の悲鳴にうっとりと聞きき惚ほれている。

　一ひと頻しきり堪たん能のうすると、ほうっと艶なまめいた溜ため息いきを吐つき一度、体を押し付けるのを止めた。

「ひぃはぁ、ひぃ、し、死ぬ、いや死なないけど、死ぬほど、苦しい」

「ねー、ソージ。本当に何でも言うこと聞いてくれるのっ？」

　宗司の上に伸のし掛かったまま、キリカは可愛かわいらしく小首を傾かしげ尋ねる。

　子猫のような無邪気な愛らしさとは裏腹に、青い瞳は変わらず妖しく濡ぬれている。

「あ、ああ……」

　荒い息を吐きながら、宗司は弱々しく頷うなずいた。

「にゃはは、その言葉、忘れちゃダメだよっ」

　言うと、キリカはもぞもぞと体を揺らし匍ほ匐ふく前ぜん進しんの要領で宗司の体を登って来た。

「だから、足、足が痺れて、るんだって、おれっ、ああっ」

　体を登ったキリカは、悶もん絶ぜつする宗司の顔を、すぐ近く、目の前から見詰めて。

「ソージラブー」

　ぎゅっと、包み込むように抱き締めた。

　甘いミルクのような柔らかさ、キリカの香りに包まれて宗司は思わずほっとする。

　まだキリカの青い瞳は、悪戯いたずら猫の輝きを宿していることに気付きもせず。

「にゃはは、逃がさないよ。ソージ、ラブー」

　キリカ猫は、次はどんな悪戯をしてやろうかと考えながら小さく笑った。






日誌　十　キリカエンド






「なあ、今度の週末空あいてるか？」

「うんっ、ばっちりフリーだよっ。何かな、デートのお誘いかなっ？」

「あー、うん、デートのお誘いだ。どっか遊びに行こうぜ」

「ワーオッ、キリカさん的には大歓迎だよ」

「どこ行きたい？」

「美お味いしいって評判のお店に行って、後はてきとーにぶらぶらラブラブすれば良いんじゃないっ、いつもどおりにっ」

「じゃ、そうするか。待ち合わせは十一時でいいか？」

「オッケーっ」

　と、交際開始から半年ぐらい経たったカップルのような大変に慣れたやり取りを経て、宗そう司じとキリカはデートすることになった。




　週末の空は抜けるように青く、雲一つなく、だが風はひどく冷たかった。

　宗司は駅に程近い、若者向けの店が集まった通りの、街路樹の下でキリカを待つ。

　コートのポケットに手を突っ込み、立てた襟にすくめた首を埋めて冷たい風を防ぎつつ何を眺めるでもなく周囲に視線を流している。

　通りには休日を楽しむ若いカップル、友達連れの姿がいくつもあり、宗司の眼前を通り過ぎて行く。特に女性だけのグループが目に付くのは、通りのあちらこちらに飾られたバレンタインデイ関連のポスターが原因だろうか。

「……もうそんな時期か」

　普通にチョコレートを貰もらえるあてがある宗司は、気楽なものである。

　この男の場合は貰えるあてがなくても大差はないかもしれないが。

「あっ、いたいたっ、おーい、ソージッ！」

　元気な声がして、宗司はそちらを向く。

　てってってっと小走りするキリカの姿があった。

　見慣れた温かい笑顔、二つ尻尾しつぽに括くくった銀髪を揺らし、軽く手を振っている。

　雪合戦をした時にも見た襟と袖そでにもこもこのファーがついた白いコート、同色の手袋、イヤーマフはしてないが長いマフラーをぐるりと巻いている。

「おう、こっちこっち」

「ごめんねっ、ちょっと遅れちゃったかなっ」

　白い吐息を弾ませて、やって来たキリカが軽く手を合わせる。

　宗そう司じは軽く肩をすくめて首を振った。

「大して待っちゃいないさ」

「ふーん？　えいっ」

　青い瞳ひとみをきらりと悪戯いたずらっぽく輝かせると、キリカは素早く手袋を外して宗司の頰ほおにぺたりと触れた。

「んー、あんまり冷たくないねっ。じゃあ本当にあんまり待ってないんだ」

「また恥ずかしい判別方法を……」

「アハハハ、イチノには同じことやったくせにー」

「何で知ってんの！」

「イチノに聞いたからだよっ、だよっ、だよっ！」

「そんな細かいことまで話題に出てるのか」

「出てるのさっ、もう隠し事が出来るなんて思わないほうが良いよっ、よっ、よっ！」

　キリカがコート越しにでもわかる豊かな胸をぽよんと張る。

「……ところで、その語尾三連発に何か意味はあるのか？」

「……新しいキャラクター付け、とか？」

「何な故ぜ当人が疑問形で返すんだ」

　要するに、特に意味はないのだろう。

「まあいいや、まずはメシにしようぜ美う味まい店に連れてってくれるんだろ？」

「うんっ……あっ！」

　急に、キリカが頓とん狂きような声を上げ、青い瞳でじっと宗司を見詰めた。

「な、なに？」

　背伸びをしたキリカの顔は近く、可愛かわいい唇から零こぼれた吐息にドキリとしてしまう。

「ここは、『実はお弁当を作ってきたんだよっ』とかした方が良かったかな？」

「……いえ、良いんじゃないでしょうか。この時期、屋外でお弁当食べるのは寒いし」

「それもそうだね、屋内でお弁当はあんまり場所ないし」

　うん、と納得したようにキリカは銀の髪を揺らして頷うなずき。

「じゃ、早速お店にレッツゴー」

　ぎゅっと宗司の腕に抱きついた。

　あんまり突然だったので、宗司は驚きよろめいてしまう。

「お、おい」

「ほらほら、早く行かないとお店が混んじゃうじゃん」

　よろめいた宗司をそのままぐいぐいと引っ張ってキリカは歩き出した。

「わかった、わかったから、手を離せって！」

　腕に抱きついていると言うことは、当然、キリカの胸が当たっていて。

　むしろ押し付けられていて、厚手のコート越しにもその感触は明確だ。

「アハハハ」

「笑ってないで、おれの話を聞いてくれ！」

　聞いてくれるはずもなく、宗そう司じはそのままキリカに連行された。




　キリカの言う美お味いしい店は同じ通りにあるお好み焼き屋だった。割合最近オープンしたばかりらしく、宗司はその店の存在すら始めて知った。

　お好み焼き屋らしく和風の、古い民家風の建物で窓や自動ドアは障しよう子じ風の飾りがついている。若じやつ干かん通り全体からは浮いているような気もするが、目立つことは目立つ。

　昼に少し早い時刻が幸いし並ばずに済んだ宗司とキリカは、店の奥、二人用の小さめのテーブルに案内された。

　店員もやはり和風に紫の三さん角かく巾きんと、前垂れというコスチュームだった。

　テーブルは中央が鉄板になっており、そこでお好み焼きを客が自分で焼くシステム──いわゆる、関西風のお好み焼き屋にはよくあるタイプの店だ。

「おれ、自分で作るのは初めてだわ」

「キリカさんもさっ。けどま、どうにかなるよ」

「そういうもんか。キリカ、コート貸せよ」

「はーい、ありがとソージ」

　席が壁際の宗司はキリカのコートを受け取り、自分のコートと一緒に壁に掛けた。土壁風というのか、壁は若干ざらっとした手触りをしていた。

　因ちなみに、キリカのコートの下は白いセーター。ぴったりと体に合ったサイズらしく、上半身のラインが、要するに、胸部のラインがはっきりと出ている。

「……これはこれで」

　何がこれはこれで、なのだろうか。

　コートを脱いだ二人は向かい合って座り、メニューを広げる。

「豚にイカに海え老び、餅もち……チーズって合うのか、お好み焼きに」

「頼んでみたら良いじゃんっ」

「もう少し、おれのレベルが上がってからにする」

「アハハハ、一生食べそうにないね」

「やかましいわ」

「キリカさんも食べ頃ごろで、オススメだよっ」

「もう少し、おれの人生のレベルが上がってからにさせてくれ」

「アハハハ…………アハハハハッ！」

「怖っ！　キリカの目が笑ってない、修しゆ羅らの目をしている！」

「ソージは目覚めさせてしまったのだ、決して目覚めさせてはならぬモノを──」

「何なのおまえ、この期ごに及んで新設定なの！」

「で、ソージ注文は決まったの？」

「あー、まだ、おまえは？」

「キリカさんはミックス焼きかな。一番人気ってメニューに書いてるし」

「ふむ、豚肉、イカ、海え老び、ああ基本的な具が全部入ってるのか。おれもそうしよ」

「決まりだね。すいませーん、店員さん、注文お願いしまーす」

　じゃれ合いながら決めた注文を通し、程なくお好み焼きの材料が運ばれてきた。

　溶いた小麦粉に刻んだキャベツにネギ、生卵が一つとイカや海老が入ったボウル。それに豚肉（スライスしたバラ肉）が乗った小皿だ。

「これを混ぜて鉄板で焼くのか……ん、豚肉はどうするんだ？」

「豚バラは後で上に乗っけるらしいよ」

「へー」

　鉄板のスイッチを入れ、熱くなったところで混ぜたお好み焼きの生地を流し込む。これで半面焼き、上に豚肉を乗せて引っくり返し、もう半分を焼けば一旦完成。

　以上が基本的なお好み焼きの作り方だ。

　最後にお好みソースをかけ、お好みでマヨネーズ、からし、青あお海の苔り、鰹かつお節ぶしなどを乗せて召し上がれ、となる。

「まずは生地を流すわけだな」

　熱した鉄板に、宗そう司じが不慣れな手つきで生地を流し込んだ。

　じゅっ、と最初に一度良い音がして底からじわりと焼けていく。

「そだっ、キリカさん良いこと思いついた」

　同じように生地を流しいれたキリカは、お好み焼きを引っくり返すのに使うヘラを手に取り、鉄板の上の生地を弄いじり始めた。

　何やら細々とヘラを動かし、お好み焼きの形を変えているようだが。

「出来たっ、キリカさん特製ハート型お好み焼き」

「おー」何となく拍手をする宗司。

　お好み焼きはキリカの手により、確かに見事なハート型になっている。

「……で、何な故ぜに？」

「アハハハ、ほら外がバレンタインの宣伝でいっぱいだったでしょ」

「成る程、それでハート型……お好み焼きですよ？」

「二月十四日はチョコレートの代わりにハート型お好み焼きを贈ろうっ！　なんて」

「お好み焼き業界が製菓業界に戦争を吹っ掛けるのか」

「もう恋人がいるカップルは、お互いにハート型お好み焼きを作って交換だよっ」

「むぅ、ちょっと面白そうだな。案外いけるんじゃねえか？」

「アハハハ、お好み焼き業界はこのアイデアで世界を取れるね」

「お好み焼きに支配された世界か、ソースの匂においが凄すごそうだな」

「それはちょっと困るね」

　心底下らない話をしているうちに、お好み焼きに大分火が通ってきた。

「そろそろ引っくり返すか、ヘラ貸してくれ」

「はいはーい、キリカさんの分は自分で引っくり返してみたいから置いておいてね」

「あいよ」

　宗そう司じはお好み焼きの上に豚バラ肉を乗せ、両手にヘラを一本ずつ持ち、お好み焼きと鉄板の隙すき間まに差し込んだ。

　そのまま思い切りよくヘラを動かし。

「よっと！」

　くるり、生地を引っくり返す。

「初めてでも何とかなるもんだな」

「よーし、キリカさんも上手に引っくり返すぞっ」

　ハート型にしてしまったせいで、若じやつ干かんバランスは悪いが。

「えいやっ」

　気合一いつ閃せん、見事に引っくり返した。

「お見事、後は待つだけだな」

「うん、良い匂いがするね」

　生地と豚バラ肉の焼ける匂いが漂い、待つ二人の食欲は否いや応おうなくそそられる。

　火が通ればお好みソースを掛けるが、この時こぼれたソースが鉄板の上で焦げ、じゅわじゅわと、これまた素晴らしく香ばしい匂いがする。

　続いて青あお海の苔り、そして鰹かつお節ぶし、好きな人はマヨネーズとからしを追加して。

「イェィ、完成だねっ」

「おう、早速食べるか」

「うんっ、いただきまーす」

「いただきます」

　引っくり返すのに使ったヘラでお好み焼きを切り分け、火を止めた鉄板を皿代わりに箸はしで食べる。こうすれば最初から最後まで、お好み焼きは熱々のままだ。

「熱っ！　ちょ、熱すぎるぞこれ！」

「はふ、はふ、ははははふ、はふいよー」

　顔を真っ赤にした二人は慌てて水を飲み、お好み焼きを飲み下す。

　それでも胃の中に熱さは残り、二人は更に水を飲んだ。

　出来たばかりのお好み焼きはちょっと熱すぎるので、この二人のようになりたくなければ最初は小皿に取るのを推奨する。

「ああ、びっくりした」

「とんでもない落とし穴があったよぅ……」

　落ち着いた二人は、今度は小皿に取り、多少冷ましたお好み焼きを口に運んだ。

　お好みソースとからしマヨネーズが混ざった濃厚な味、ソースの粘るような辛味と甘み、マヨネーズの酸味、ぴりりとしたからし。

　焼きたての生地はさくりと、だが中はふんわりと柔らかく閉じ込められた海産物の旨うまそうな香りが鼻に抜ける。

「いけるな、これ」

「うん、美お味いしいねっ」

　はふはふ言いながら、二人は熱いお好み焼きを平らげていった。




「あー、食べた食べた」

「キリカさんも、おなかいっぱいだよっ」

　その後、もう一枚お好み焼きを追加して半分ずつ食べた宗そう司じとキリカは店を出て満足そうに伸びをした。

　時刻は十二時も半ば。今出て来たばかりのお好み焼き屋には何人か順番待ちのお客が並んでおり、バレンタインの宣伝で飾られた通りを行きかう人も食事をする場所を探しているようだ。

　お好み焼きで体の中から温まった二人には、屋外の寒さもあまり気にならない。

「勢いがあったとはいえ、ちょっと食べ過ぎたな。腹ごなしに歩かないか？」

「良いよっ、元々、お昼ごはんの後はぶらぶらする予定だったし」

「それもそうだな」

「どうせならさ、ちょっと遠くまで行って見ない？」

「何かあてがあるのか？」

「ひ・み・つ・だよっ」

「……はいはい、可愛かわいいキリカさんの頼みだ、断ったりしませんよ」

「アハハハ、ソージのバーカ」

　ふざけて、キリカが軽く宗司の肩を叩たたいた。宗司は笑って小さく肩をすくめた。

　寒空の下、同じ年とし頃ごろのカップルや友達連れで賑にぎわう通りを二人は並んで歩き出す。

　風が吹き、キリカの銀の尻尾しつぽが、白いコートが、長いマフラーが揺れなびく。

「ね、ちょっと待って」

　不意にキリカが言い、ぐるりと宗そう司じの前に回り込んだ。

「なに？」

「いいからいいから、少し体をこっちに倒してよっ、ねっ」

　宗司は頭の上に疑問符を浮かべながらも、言葉に従い前まえ屈かがみになる。

　ふわり、キリカはその長い長いマフラーの端を摑つかんで半分だけ、宗司の首筋に巻いた。

「これだと、二人とも寒くなくて良いよねっ」

　一つのマフラーを、二人で半分ずつ。

　それこそ、仲なか睦むつまじい恋人同士のように分け合う。

　必然的に二人の距離は近付いて、宗司は恥ずかしそうな困ったような顔をする。

「……ぐ、こ、これは、照れるな」

「えへへ」

　はにかんだキリカが、可愛かわいらしく笑って。

「なあ……」

　宗司は静かに告げる。

「おまえ、めっちゃソースくさい」

　マフラーで首を絞められました。




「ひどい目にあった、まだ首が痛い気がする」

「ソージの自業自得だよっ！」

　二人は、とある公園まで足を伸ばしていた。

　広い公園で、遊具の類はなく葉の落ちた植え込みや木々が目立ち何とも寒々しい。

　遊具の代わりでもないだろうがベンチはあちらこちらに備え付けられている。きっと、春や夏になれば緑の葉が茂り訪れる人々の目を楽しませてくれるのだろう。

　今は人ひと気けのない冬の公園をキリカは腕組みをし、唇を尖とがらせそっぽを向いてずんずんと進み、宗司が捨てられた犬のような世にも情けない顔で半歩後ろに続いていた。

「……あのー、キリカさん、そろそろ機嫌を直していただけませんでしょうか」

「つーん」

　一時は二人を繫つないでいたマフラーは解ほどかれ、今はキリカの首に巻かれなびいている。

「悪かったよ、許してくれつい照れ臭くて言っただけなんだから」

「つーん。キリカさん知らないもんっ」

「仕方なかったんです、キリカさんが可愛すぎて仕方なかったんですよ！」

「えー、本当に、キリカさん、そんなに可愛かった？」

「はいもう超可愛いっすよ！」

「ソースの匂においがするのにー？」

「キリカさんは全然ソースの匂においなんてしません、むしろ爽さわやかミントの香りです」

「それ歯磨き粉の匂いだよっ！　ソージのバカッ！」

　実際、途中でトイレタイムならぬ歯磨きタイムを取りました。

「キリカァ」何とも情けない声である。

「まったくソージは乙女おとめ心がわかってないよっ。世が世なら必殺キリカパンチで地じ獄ごく行きなんだからね」

　ぷんぷんと怒っているキリカではあるが、良く見ると目は笑っていた。

　むしろちょっと楽しそうな感じですらあった。

　どうやら、失礼なことを言った宗そう司じをいじめて遊んでいるらしい。

　しかし宗司はそこまで気付いてはいないようで、がっくりと肩を落とし眉まゆが垂れた情けない困り顔だ。

　その胸中を反映したわけでもなかろうが、待ち合わせの頃ころは晴れ渡っていた空が灰色の雲に覆おおわれ寒さを強めていた。

　ふと、先を歩いていたキリカが足を止めた。

「ねえ、あっちに桜が咲いてる」

「は？　今、二月だぞ」

　しかし、キリカと同じ方を向いてみれば確かに、咲いていた。

　薄桃色の花を咲かせた木が一本、ぽつんと、寒々しい空気の中に立っていた。

「……」

　宗司とキリカは顔を見合わせて、その木の傍そばへと歩いて行く。

　近寄れば冷たい風に乗って、花の香りが二人へ届く。

「これ、梅の匂いだね」

「ああ……これ、梅の花か」

　梅の花は冬に咲く。

　薄桃色の傘の下、二人は歩みを止める。

　この梅を見る誰かの為ためにだろう、ベンチがすぐ傍に、やはりぽつんと置いてある。

「綺き麗れいだね、ちょっと、寂しいけど」

「寂しいから、綺麗なんだろうさ」

　決して大きな木ではなく、周囲に同じ梅はなく。離れたところに葉の落ちた茶色の樹木があるだけの孤独な木だった。

　二人は並んでベンチに腰を下ろす。

　少し前まで喧けん嘩かをしていたことなど忘れたように、その花を見上げた。

　枝花が冷えた冬の風に揺れ、薄桃色の梅が香る。

　どうしようもなく、その花は寂しく。

　孤独は静せい寂じやくを呼んだ。

　二人の会話は途切れ、ただ、風と香りと時間だけが流れる。

「ねえソージ」

　青い瞳ひとみは薄桃色の梅を見詰めたまま、不意にキリカが沈黙を破った。

「どうして、今日はデートに誘ったの？」

「ただキリカと遊びたかったから……ってのは、駄だ目めだろうな」

　宗そう司じもまた、梅の花を見上げたまま少し寂しげな笑みを浮かべて答えた。

「そんな噓うそは、『悪い冗談バツドジヨーク』にすらならないよ」

　はらり、二人の眼前で強い風に吹かれた梅の花が落ちる。

「他ほかの誰になくても、おまえにはおれを打ち倒す理由があるはずだ」

　落ちる花を目で追いながら、宗司が言った。

「そうだね、あると思う」

『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカ──変身の異能、仮面の形象、その代償は『記憶の消失』。

「一つ、おまえたちの勘違いを正しとくぞ。『代償』じゃあない、『適応』だ。炎を操るから炎を喰くらう、群れの生命体となったから個の意思を喪そう失しつする。異能、異なる能力、人とは違う力を扱うならば、その存在が人のままであるのは不思議じゃないか」

「いろいろ、知ってるんだね」

「時間だけは、文字通り、永遠にあるからな」

「私の記憶が一年ごとに消えるのも、適応なの？」

「……ペンギンいるだろ。あれは空を飛ぶ代わりに海を飛ぶことを選んだ鳥だ。長い時間をかけて、海に適応し、海で生きる鳥になった。そりゃ空も海も飛べれば最高だけど身体的、物理的にそいつは不可能だ。空を飛ぶには身体と比して軽い骨格が必要で、海を飛ぶには力強く重い肉体がいる」

　まだ二人は互いを見ず、宗司の言葉は淡々と続く。

「翻ひるがえって、おまえは？　その異能は？　ああ、笑えるほど容易たやすく空に海に適応するさ、ペンギンが出来なかったことを、ペンギンほどに時間もかけずやっちまう。どんな状況にも瞬時に適応し生存する『万能』なる変身の力だ。おれがどんな状況にいても、おまえなら追い付ける」

　ならば、と言葉を切る。

「生存戦略の書庫は、蓄積されたケーススタディは、記憶は、不要だ」

　万能ゆえに、生命は記憶を維い持じする必要性を持たない。

「救いがないね」

　合理的に。

「そうだな、この日常を続ける限り、おまえは、おまえだけは絶対に、救われない」

　宗そう司じがキリカを見た、キリカが宗司を見た。

　青い瞳ひとみには哀かなしげに微笑ほほえむ宗司の顔が映り。

　宗司の瞳には、表情のないキリカの顔が映っている。

「『零白夜ラスト・エレメント』は停止──永遠の異能。『生きているから死ぬ』という当然のシステムに生まれた致命的なバグ。おまえたちはそれを排除するために生まれた同じ例外、臨りん時じ構築された防衛システム。バグが消えれば、必然的に例外は分解される」

「ただの勘違いで、ソージがいなくなっても、何も変わらないかもよ」

「おれは最初から、おれがシステムのバグであることを自覚し、システムの存在と例外を理解し、生まれてきた。この存在は倒されるべき敵であると結論付けている」

「だから、それが勘違い」

「……何人かのキリカには、この話をした」

　声は、いっそ、優しく。

「一人目のキリカとは約束をした、怒ったキリカがいた、泣いたキリカがいた、骨が折れるぐらい強く殴ってきたキリカがいた、でも、誰も、自分自身を救おうとはしなかった」

　どうしようもなく、人として重要な何かが欠落している。

　その欠落の名前を、キリカは知っていた。

「理由、わからないの？」

「ああ、わからない」

「わたしはわかるよ」

　キリカが宗司の肩に手を置いた。

　顔を近づけ、身を寄せる。

「キリカは」──誰かの名前を告げるように、自分の名前を告げて。

　ベンチの上に、宗司の体を押し倒す。

「あなたといて、幸せだった」

「……幸せ？」

「そう、幸せ。わかる？」

「言語の意味ならば」

「それはわかってないね。まあいいよ、キリカは、幸せに負けたの」

「凄すさまじい勢いで話がおれの理解の範はん疇ちゆうを飛び出していくのだが」

「幸せにされたから、戦えなかった」

　ベンチの上に身を横たえた宗司は、キリカの体の下で困惑をその顔に浮かべている。

「キリカがいつも次のキリカをソージに託すのは、幸せにしてもらいたかったから」

「それに何の意味があるんだ。おまえは消えてしまうのに」

　永遠が、それ以外の全すべてを零ぜろへと還かえす。

　万能であるキリカに記憶が不要であるように。

　永遠であるならば、この瞬間以外の全すべては不要だろう。

「希望があるよ」

　言葉と共に、宗そう司じの頰ほおへ一滴、熱い雫しずくが落ちた。

「──雨が降ってきな」

「……冷たいね、雨」

　その一滴を洗い流すように、灰色の空からざあざあと冷たい雫が降り注ぐ。

　冬に咲く梅の花が、雨に打たれてこぼれ落ちる。

　宗司は身を起こし、その冷たさから守るようにキリカを抱いた。

　濡ぬれた青い瞳ひとみを閉じて、キリカはその腕の中に顔を埋うずめる。

「いつか、キリカがあなたを救う」

　いつか──あなたが、幸せになれた日に。

「わたしは、幸せになれる」

　雨音にかき消され、その呟つぶやきは聞こえなかった。













日誌　十一　第一回・『煉獄』獣会議






「しりあすなんて、ぶっとばせ、だいいっかい、『煉獄カサルテイリオ』けものかいぎー」

「どんどんぱふぱふー、ですわね」

「ワンッ！」「……マンボウ」

　本来なら授業をしているだろう真昼間の第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室にフェルと『煉獄カサルテイリオ』の獣たちの姿があった。

　部室の中央に畳を敷しき、その上に置いたコタツの周りをフェルと獣たちがぐるり囲み。

「ほんじつは、にがつ、じゅういちにち、です」

　音頭を取ったフェル──いつものように赤いセーラー服を不器用に纏まとっている、キリカに匹ひつ敵てきするサイズの胸が邪魔なせいか胸元のリボンなど殆ほとんど縦だ。

　彼女はコタツに入ったまま膝ひざ立ちになり目線の高さを上げ集まった面子めんつを確認し。

　赤毛の上のネコミミを、ぴっこりと、不思議そうに傾けた。

「あれ……これだけ？」

「これだけですわ」

　合いの手を入れたのはリア、『煉獄カサルテイリオ』第二罪、赤いペンギンのもう一つの姿だ。

　姫君を思わせる整った上品な顔立ち、長く縦に巻いた金の髪、大きな赤いリボンを結び切きり揃そろえた前髪は目の高さ。

　逆さまにした百ゆ合りのように裾すそが大きくふわりと膨らんだ赤いドレスの胸元と背中は大きく開いて、キリカほどではないが大きな胸元と白い背中が覗のぞいていた。

「第三罪は草野球の試合があるので、第六罪はコンビニのアルバイト、第七罪は朝の占いが最下位だったので来ないそうですわ」

　同じくコタツに入っている彼女は、気持ちよさそうに顔を蕩とろけさせ呟つぶやく。

　その明らかに西洋系の、姫君のような容姿に純和風のコタツは不似合いだが当人は全く気にしていないようだ。

　因ちなみに第三罪はひよこ、第六罪はミニぞう、第七罪はウサギである。こいつらがどうやって草野球だのコンビニバイトだのをしているかは考えてはいけない。

「うなー、あつまり、わるいなー」

「人望がありませんわね」

「うなっ！　ぶかに、いじめられた！」

「ワン……ワンワワン！」

「うなー、さらにぶかに、なぐさめられた」

「マンボウ」

「……ミカンたべたいって、フェルにいわれても、こまる」

「はいはい、全く話が進みませんわね」

　雑談はそこまで、とリアが背筋を伸ばしぱんぱんと手を叩たたく。

「それで第一罪、我々全員を呼び出した……一部来ていませんけれど、呼び出した理由はなんですの？」

　リアの言葉につられるように、子犬とマンボウがフェルの方を見た。

「フェルは、ある、ぎねんを、いだいている」

　膝ひざ立だちのフェルは順番に見詰め返し、硝子がらす球だまの瞳ひとみは無表情ながらも真剣な色を宿した、ような気がしなくもない。

「さいきん、フェル、ひろいんっぽさがたりない？　しかも、かげ、うすくない？」

「……」黙って、獣たちは視線を逸そらした。

　誰も、否定はしなかった。

「うなー、ちょっと、よそうしてたけど、フェル、しょーっく」

「ま、まあ、その……実際、その通りかと。妹的というか、ペット的というか、マスコット的な存在だと思われていそうですわね」

　胸の谷間から取り出した羽はね扇おうぎで、気の毒そうな顔をしたリアは口元を隠した。

「しかーし、フェルは、かんがえた。さいわい、もうすぐ、ばれんたいん」

　たゆんと、セーラー服に包まれた豊かな胸を張りフェルは宣言した。

「すごいちょこれーとで、いっぱつぎゃくてん、そうじのはーとを、ぶっころー」

「わおーん！」（ぶっころー！）

「ぶっ殺してどうしますの！　第五罪も一緒になってのらない！」

「……わん」

「それは、それとしてー。ここで、もんだいなのは、らいばるです」

「マンボウ？」

「いえす、いちの、きりか、りりす」

「大体分かりましたわ。要するに、彼女たちがどんなチョコレートを作るか、我々に調査して来い、と？」

「おー、いえす、だいせいかい、ぱちぱち」

　音の出ない拍手と一緒に、フェルは赤毛の上のネコミミをパタパタ上下させる。

「面白そうではありますわね。興味もありますわ」

「わんー？　わん！」

「マンボウ」

「うなー、きまり、だねー」

「ですわね」

　リアは静かに羽はね扇おうぎを畳み、少し考えるように切きり揃そろえた前髪の下で眉まゆを寄せる。

「少々不安もありますが、ここは手分けして彼女たちを探るとしましょうか」

「フェルは、ちょこれーと、つくるー、すごいちょこれーとを、つくるぜー！」

　フェルは珍しく元気の良い声で言うと、　膝ひざ立だちからぴょこんと跳ねて、豊かな胸を揺らし、天井へ向かって勢い良く拳こぶしを突き上げた。

　よほどに気合が入っているのだろう、ネコミミも拳と同じように高く天を指し。硝子がらす球だまの瞳ひとみには強い輝きがあった。

「ワーンッ！」

「マンボーウ」

　フェルに続き、赤い子犬もぴょこんと前足を、マンボウは小さなえらを天に掲かかげた。

「何な故ぜでしょう、わたくし、第一罪が張り切っているのを見ると……」

　ひどく不安そうな顔を、リアは開いた羽扇で隠し呟つぶやいた。




　かくて『煉獄カサルテイリオ』の獣たちは週末にかけて一いち乃の、キリカ、リリスを見張ることとなった。

　彼女たちはそれぞれ、どのような週末を過ごし、バレンタインに向けて果たして何をするのだろうか──順番に、覗のぞいてみよう。




　週末の一乃は、自室にいた。

　学園の麓ふもとに程近い単身者用マンションが彼女の一室、手前にキッチン、奥にメインの部屋とシンプルな作りでメインの部屋にはベッド、背の低い白いテーブル、ノートパソコン、子犬のぬいぐるみが上に乗った三段棚、埋め込み式のクローゼットなどがある。

　全体的に、飾り気のない部屋だ。

　時刻はもう昼を回っているが、一乃はパジャマ代わりの大きなワイシャツ一枚（宗そう司じの忘れ物であることは公然の秘密である）の姿のまま、うつ伏せでベッドに寝転がり、何やらノートパソコンの画面を覗き込んでいた。

　照明の加減だろうか、白いワイシャツの背中、しゃらしゃらと零こぼれた長い黒髪の色がより深く見える。

　どうやら完全なくつろぎモードのようで、ベッドの傍そばに引き寄せたテーブルにはサンドイッチを乗せた皿と、ティーポットにカップが用意されていた。

　ベッドから一歩も動くつもりはないのだろうか、少々だらしがないというか、少なくとも週明けのバレンタインデーに向けて気合を入れる少女には見えない。

「……あまり、ぴんと来る衣装はないわね。コスプレも、あらかたやり尽くしてしまった気はするし」

　ノートパソコンの画面を覗のぞきながら一いち乃のがぼやく。通販サイトでも見ていたのだろう。

「やっぱり自作かしら……でも、この明らかに下着としての用を成していないクレイジーなデザインはちょっと面白そうね、ふふっ」

　何を買うつもりだ。

「問題は、少しどころではないレベルではしたないこと……下手したら宗そう司じが引くわね。保留にしておきましょうか」

　独り言を呟つぶやきながらの品定め、無意識か、うつ伏せに寝転ぶ一乃は両足でぱたぱたとベッドを軽く叩たたいてる。

　大きめのワイシャツの裾すそが跳ねて真っ白な太ももが覗き、背に流れた長い黒髪が左右に揺れる。普段の一乃からは予想もできない子どものような無防備さだが、誰一人そんな素敵な光景を目には出来ない。

　否いや、一匹、見ているものがいた。

「……ゎぉん」

　獣の一匹、犬五号こと赤い子犬である。

　一乃の監視担当になった犬五号は、ベッドの丁度反対側にある三段棚の上に鎮ちん座ざし、何とぬいぐるみのふりをしていたのだ！

　部屋にもともとぬいぐるみなんてなかったとか、『煉獄カサルテイリオ』の一部なんだし普通に堂々といればいいのにとか、そういうのは禁句である。

「……ゎ…………ゎゎゎ」

　人間も同様だが長い時間微動だにしないのは大変で、犬五号も時折ぷるぷると小刻みに震えたりしているが、多分、一乃にはばれていないはずだ！

「……んー、と」

　寝転んだまま、一乃は手を伸ばしベッドの傍そばに寄せたテーブルからサンドイッチを一つつまんで口の中に放ほうり込んだ。因ちなみにいわゆるハムタマゴサンド、ベッドにパンくずを落とさないように一口サイズに切ってある。

　むぐむぐと咀そ嚼しやくし飲み込んだ一乃は、もう一つサンドイッチを手に取り横を向いた。

「あなたも、一つ食べる？」

「ワ、ワォン！」

　一乃の赤い瞳ひとみは三段棚──ぬいぐるみのふりをする犬五号をばっちり捕らえていた。

　驚いた犬五号はきょろきょろと左右を見回し、はっ、と気付いたように再び前を向きぬいるぐみのふりを続行する。

　小さな目を一乃からそらさず、動かず。

　まだばれてない、大丈夫だいける──そんなよくわからない確信と気迫が、その小さな体に漲みなぎっていた。

「……？」

　さすがの一いち乃のも不思議そうな様子で首を傾かしげたが、深く考えないことにしたようで。サンドイッチを口に入れ、長い黒髪を一度しゃらりとかき上げ、再びノートパソコンに視線を戻した。

　内心でほっと胸を撫なで下おろす犬五号。

　一乃はまた、ぱたぱたと足を上下させ。

　特に何事もなく休日は過ぎて行く。




　インドアな一乃とは対照的な休日を過ごしているのはキリカだ。

「いち、に、さん、し、でキリカさーん、に、に、さん、し、でキリカさーん」

　この冬愛用の襟と袖そでにファーのついた白いコートを着込み、手を振りながら銀色の尻尾しつぽ二つを揺らし。他人に聞こえない程度の小声で、鼻歌を歌いながら道を歩いていた。

　周囲はいわゆる住宅街で、特に何があるわけでもない。

　散歩でもしているのだろうか？

「よん、ご、がなくて、キリカさーん。ろく、なな、はちも、キリカさーん」

　鼻歌の内容については深く考えるべきではないだろう。

　そんな彼女を電柱の影に隠れて監視する、一つの影があった。

「……マンボウ」

　そう、マンボウ・イン・ザ・タライである。

　こいつがどうやって監視をしているかと言うと……

「あさからばんまで、キリカさーん、よるになっても、キリカさーん」

「ママママー、マママ、マーンボウ」

　ドンガラドンガラドンドンガラ、水を張ったタライの中で体を揺らしタライ自体も揺らすことで、前進しているのだ！

　しかも、妙に早い。少なくとも歩くキリカに追いつけるぐらいの速度はある。

　無論、こんなやかましい尾行にキリカが気付かないはずもないが。

「一月は正月だからキリカさーん」

「……」ドンガラドンガラドンガラ。

「んー、なんかさっきから変な音がするよっ？」

　足を止め、キリカが振り返る。

「マ……マンボウ」

　電柱の影で、マンボウはぴたりと動きを止める。

「どこかで工事でもやってるのかな？」

　キリカはちょっと不思議そうな顔をするも、また鼻歌を歌いながら歩き出し、マンボウも再びドンガラドンガラ、後を追う。

　──この危うい均衡は、やがて、崩れた。

「マ、マンボウ──！」

　電柱が、ない。いや、あるにはあるが遠すぎる。キリカを追い抜かなければ次の電柱には辿たどりつけず、しかもそのキリカは道の途中で足を止めて。

「甘あま栗ぐりの屋台か……うん、おじいさんっ、一袋くださいなっ！」

「はいよ、お嬢ちゃん可愛かわいいからちょっとサービスだ」

「やったー、えっとお財布は……」

　ごそごそとコートのポケットから財布を取り出している。

「マンボウ！」

　これはチャンスだ、キリカの意識が屋台と甘栗に向いているうちに一気に駆け抜ける。

　ドンガラドンガラドンガラ、ガッラーン！

「あったー……ん？」

　キリカが振り返ると、急ぎすぎてタライから飛び出してしまったマンボウが道路の上でぴちぴちと痙けい攣れんしていた。

「……えっと、じゃあこれ、代金です」

　ぽかんとしている甘栗屋台のお爺じいさんに代金を丁度支払い、甘栗を袋ごとコートのポケットに突っ込むと、マンボウをタライの中に戻してあげた。

「マーンボーウ」

　ぴちゃぴちゃとマンボウがタライの中で軽くえらを動かす。恐らく、キリカに礼を言っているのだろう。

「気にしなくて良いけど……なんで、こんなところにいるの？」

「マッ！　ママ、マンボウ、マンボウッ！」

「うーんと、一人でお散歩中？」

「マンボッ！」

「アハハハ、正解みたいだね」

　明るい笑顔を浮かべて、キリカはマンボウの入ったタライを持ち上げた。

「キリカさんもお散歩中だったのさ。折せつ角かくだし、一緒に行こうか」

「マーンボーウ」

　ぴちゃぴちゃ、嬉うれしそうにマンボウがタライの中で鳴いた。

「ねえ、甘栗って好き？」

「マンボウ！」

「オッケー、じゃ、どっか座れる場所を探そうか」

　こうしてキリカとマンボウ、ひどく珍しい一人と一匹の散歩が始まった。

「あまぐりー、あまいよー、キリカさーん」

「マンボウー、マーンボー、ママーンボウ」

　鼻歌を歌うキリカと、それに合わせて鳴くマンボウ。

　なお、この段階でマンボウの頭の中からは『キリカの尾行』というミッションが消え去っていた。

　が、まあキリカもバレンタインデイ直前の女の子らしい過ごし方はしてないようだ。




　その頃ころ、白しろ崎さき家のリビングでは。

「兄さま、今夜のメインディッシュは、」

「鳥のから揚げなどいかがでしょうか」

「ペ、ペ、ペペーン！」

「やめてあげて、泣いてるペンギンもいるんですよ！」

　監視役のペンギンが、リリスに捕獲されて連行される宇宙人のように両側から持ち上げられていた。

　柔らかな髪に三さん角かく巾きんを巻いたリリスは古いシャツにスパッツという身軽な姿で、宗そう司じの方は中学時代の古いジャージを着て手に雑巾を持っている。

「つうか、なんでこんな所にいるんだ？」

　持っていた雑巾を足元のバケツに入れつつ、宗司は首を傾かしげた。

「リリスがキッチンシンクを洗っていると、」

「シンク下の収納から物音がしたので中を覗のぞいてみました」

「……そしたら、いたと？」

「はい、兄さま」

「ますます意味がわからなくなった」

　ペンギンの目的はさておき、どうやら週末の白崎家はちょっと大掛かりな掃除の最中のようだ。全員がいるリビングのテーブルも部屋の隅に、ソファーは廊ろう下かに移動している。

「ペーン」

　拘束されたペンギンはうるうると無む垢くな瞳ひとみを宗司に向けて許しを請こう。

「……とりあえず、放してやったらどうだ？」

「嫌です」

「即答！」

「ペーン！」

　ペンギンはじたばたと短い手足でもがくが、足が全く届かずリリスの拘束は緩まない。

「……一応、本当に一応、リリスが本気でそんなこと言ってるわけじゃないと思いつつも一応言うけれど、おれ、食わないからなペンギンのから揚げとか」

　だんだん不安になってきたのか、宗そう司じが念を押す。

「えー、」

「えー」

「そんなさも意外そうな声を出さないで、可哀かわい想そうでしょうペンギンが！」

「ペンッペンッ！」

　必死でこくこくと頷うなずくペンギン。

　しかし、両側からペンギンを見おろす虹にじ色いろの瞳ひとみは残酷なほどに冷たい。

「ですが兄さま、」

「捕虜を何の代償もなく解放するのはいかがなものでしょうか」

「捕虜ておまえ、戦争じゃあるまいし」

「恋は戦争と申しますし？」

「すぐにでも休戦してくれ、おれの心の安心のために」

「ペンペンペン！」

　必死になってペンギンも頷いている。

「わかりました、兄さまに頼まれては仕方ありません、」

「ここは休戦といきましょう」

　リリスとリリスは、少し腰を屈かがめてペンギンを地面に下ろした。

　解放されたペンギンは体の調子を確かめるように、短い両手（羽）をぐるりと回す、勢い余ってよろけてしまう、転びそうになるも羽をぱたぱたさせ何とかバランスを保つ。

　当人は必死なのだろうが、見ている側にはユーモラスなその姿に宗司は、リリスすらも思わず口元を緩めてしまった。

「やれやれ、ペンギンも大変だな」

「──クッ！　リリスとしたことが、」

「さすがはペンギン、恐ろしい生き物です」

「ペーン？　ペンッ！」

　その恐るべき生物は、リリスと宗司を見上げて何事か訴えている。

「ん……なあリリス、助けてもらったお礼に掃除を手伝ってくれるらしいぞ」

「でしたら、キッチンの後する予定でした、」

「お風ふ呂ろ掃除でもお願いしましょうか」

「ペ───ンッ！」

　任せろと言いたげに、羽でどんと自分の胸を叩たたき、短い足で早速ぺったらぺったらと風呂場へ向かって走りだす。

「待ちなさい、お風呂掃除には、」

「それなりの準備が必要です」

　ぐわしと、おもむろにリリスがペンギンの頭を摑つかんで引き止める。

「ペーン？」

　不思議そうにペンギンが首を傾かしげた数分後。

　足にビニール袋を履き、頭にやっぱりビニール袋を被かぶり、目にはゴーグルをつけ、右手にブラシ、左手に洗剤のボトルを装備したペンギン風ふ呂ろ掃除バージョンが完成した。

「風呂掃除って使う洗剤が強いからなあ……それぐらい防御してった方が良いか」

「ペンッ！」

　びしりと敬礼し、今度こそペンギンは風呂掃除に旅立った。

　ペンギンの安全面に気を遣う辺り、リリスも口で言うほどにはペンギンのことを嫌っていないのだろう。

　その後、風呂掃除に精を出したペンギンは自らがぴかぴかに磨いた風呂にリリスと一緒に入浴し、夕食までご馳ち走そうになって一いち乃の宅へ帰って行った……




「やってきました、だいにかい、『煉獄カサルテイリオ』けものかいぎー」

「どんどんぱふぱふー、ですわね」

「ワンッ！」「……マンボウ」

　一乃たちの監視を終えた週末の夜、暗いゲーム同好会部室に獣たちの姿があった。

　第一回会議と同じように、コタツをぐるりと囲んでいる。

　約半数が欠席しているところまで、第一回と同じだ。

「それでは、みなのもの、ほうこくを、ぷりーず」

「白しろ崎さきリリスは特に何もしていませんでしたわよ。下手をすればバレンタイン自体を忘れているのかもしれませんわ」

「ワンッ、ワワンッ！」

「マンボーウ」

「うなー、りりすだけじゃなくて、いちのも、きりかも、なにもしてないのー？」

　不思議そうに、フェルが赤毛の上のネコミミをぴっこりと傾けた。

「手の込んだチョコレートではなさそうだと分かっただけ収穫ですわよ。わたくしとしては第一罪がどんなバレンタインデイチョコレートを用意したのかが気になりますわね」

「ワンッ」「マンボウ」

　人化したペンギン──リアが言うと、子犬とタライ入りマンボウが頷うなずいて賛同した。

「うなー、まかせろー、すでに、じゅんびはできているー」

　どん、とフェルがコタツの上に、大きな……チョコレート？　を置いた。

「……なんですの、これ？」

　ぱっと見は、枕ほどもある、黒い石である。

「…………………………………………………………………………………しっぱいした」

「正直、そんな予感はしてましたわ」

「うなー、すごいの、つくろうとしたんだけど、むりだったー」

　しおしおとフェルの頭の上のネコミミが萎しおれ、当人もコタツの天板に額をつけ顔を隠してしまった。そもそも、彼女は制服のリボンをまともに結べないほど不器用なのだ。

「……ワォン」

「……マンボウ」

　静かに首を振る子犬と、ぼけーっとしているマンボウ。

「仕方ありませんわね」

　盛大に溜ため息いきを吐つき、リアは胸元から取り出した扇でフェルの頭を突く。

「わたくしが手伝いますから、今からでもチョコレートを作りますわよ」

「うなー、さすがだぜー、あいしてるぜー、かんしゃだぜー」

　凹んでいた猫があっというまに元気を取り戻し、ネコミミはぴんと立って顔も上げる。

「ワンッ！」「マンボーウ？」

　ならば自分たちもと、子犬にマンボウが鳴き。

　がらりと夜の部室のドアが開き。

「ぴよっ！」草野球の参加賞である板チョコを。

「ゾーウ！」バイト先のコンビニで買った簡単手作りチョコセットを。

「ウサー！」朝の占いが悪かったので何となく買った料理本を。

　それぞれが抱えて、コタツの傍そばまでやって来る。

「うなー、フェルは、いま、かんどうしているー」

「頑張りますわよ、第一罪」

　リアは穏おだやかな笑みを浮かべ励ますようにフェルの肩を叩たたく。

「フェル、やるぜー！」

　ぴょこんと元気良く、立ち上がったフェルが大きく天に拳こぶしを突き上げ。

「ピヨッ！」「ワンッ！」「ゾウッ！」「マンボウ」「ウサッ！」

　獣たちもそれに続き、夜の学園に元気の良い鳴き声が響き渡った。






日誌　十二　バレンタイン、実は夏にもやった






　バレンタインデイの放課後である。

　何となく学園全体が色めき立ち、特に男子生徒がそわそわしているような気がするが学園の隅っこも隅っこ第三旧校舎には関係もなく。

「今日も寒いな」

　この男はいつもどおり、コートの襟えり元もとに顔を埋めて風をしのぎ、白い息を吐きながら部室へ向かっていた。

　余裕である。実に憎たらしい。

　旧校舎に入り、廊ろう下かを進み、部室のドアを開ける。

「うーす、来たぞ」

「いらっしゃい宗そう司じ」

「やほー、ソージラブー」

「兄さま、お疲れさまです」

「うなー、おそいぞー」

　寒さ対策に導入されたコタツ（床は板張りなので、下に畳を敷しいている）を囲み、女性陣は既すでに揃そろっていた。

　一いち乃のとフェルは見慣れた黒と赤のセーラー服を、キリカとリリスは上を脱ぎそれぞれリボンを結んだカッターシャツと黄色のワンピースという姿をしている。

　いつものように紅茶を飲んでいたらしく、コタツには少々似合わないが天板の中央にティーポットが、それぞれの前にティーカップが置かれ、傍そばに彼女たちの鞄かばんもあった。

「悪い悪い」

　コートを脱ぎ鞄を置き、カップを取ってコタツ──フェルの隣、一乃の対面に入る。

「うー、たまらんねえ、コタツは」

　思わず背筋を丸めて、深々と溜ため息いきを吐ついた。

「こうちゃ、いれてあげるねー」

「んあ、ありがとう」

　隣のフェルが赤毛の上のネコミミをぴこぴこさせながら注いでくれた紅茶を飲む。

　その温かさに、宗司はもう一度溜め息を吐いた。

「まったく、年寄りくさいわね」

「アハハハ、ソージおじいちゃん？」

「ご安心を、リリスは歳を取った兄さまも愛しております」

「そーじ、めしはまだかいなー？」

「最後の奴やつ、なんかおかしいぞ」

　多少は恥ずかしかったのか、ぶっきらぼうに言い宗そう司じは視線を逸そらした。

　照れ隠しだと簡単にわかるその態度に、一いち乃のたちの口元も緩む。

「そういえば宗司、今日はバレンタインデイよね」

「ん？　ああ、そうだな」

「チョコレートをあげるわ」

「キリカさんも用意してあるよっ」

「当然、リリスもです」

「うなー、フェルも、フェルもー」

「お、おお……あ、ありがとう？」

　その静かさに、宗司は不ふ穏おんなものを感じ取る。

　この手のイベントがあれば、いや、なくとも無意味に張り合い争い事を大きくする彼女たちにしては大人しすぎる。

「折せつ角かくですし、一斉に渡しましょうか」

　宗司の不安とは裏腹に、何事もなく一乃が提案し、キリカたちは頷うなずき。

　彼女たちはチョコレートを取り出し宗司に差し出す──

「──ッ！」

　反射的に身構え、宗司は思わず息を吞のんだ。

「はい、麦チョコ」

「チョコボールだよっ」

「五円チョコです」

「しーるがおまけの、うえはーす、ちょこー」

「予想とは別ベクトルの驚きが来たぁ！　何そのラインナップ！」

「あら、不満？」

「……え、いや、不満かと言われると」

　目の前のチョコレート、というか駄菓子を眺めつつ宗司は首を傾かしげ。

「いや、こういうのは気持ちの問題だもんな。うん、ありがとう」

　感謝の笑みを浮かべ、頭を下げた。

「もう、宗司ってば」

「アハハハ、ソージには困ったもんだよっ」

「はあ……見み損そこないましたよ兄さま」

「うわー、ないわー、まじないわー、だぜー」

「え？　え？　なんで？」

　盛大な溜ため息いきを吐つく一いち乃のたちに、何が悪かったのかと宗そう司じはうろたえる。

「つまりねソージ、ここは『頼むから、もうちょっとちゃんとしたチョコくれよ！　反応に困るんだよ！』とか言われるのを期待してたのさっ」

　キリカは大きく肩をすくめ、カッターシャツに包まれた胸を揺らし、人差し指をぴんと立てて宗司に解説する。

「な、なるほど……つまり、いわゆる前ふりだったわけだな」

　真面目まじめな顔で頷うなずく宗司。

「兄さまが、文句を言わず普通に受け取るとはリリスにも予想外でした、」

「そんな方向性を間違えた優しさを発揮するところもリリスは愛しているのですが」

「うなー、でもぎゃくに、きずつくよねー。おまえらがよこすものは、そのていどだろってみくびられているみたいで」

　キリカの真ま似ねをするように、リリスとフェルが肩をすくめる。

　フェルのたゆんとした胸はリボンが盛大に曲がったセーラー服の向こうで揺れるが、リリスの方は微動だにせず、ワンピースの生地が擦れただけだった。

「マジすいません。自分、気が利かない男みたいで」

　乳格差社会の現実には気付かないふりをして、宗司は正座して深々と頭を下げる。

「自分の罪をあなたが自覚したところで、本当のバレンタインデイチョコレートを用意しましょうか」

　最後に、一乃がその長い黒髪をしゃらりとかき上げ流れるような動きで指を鳴らす。

　ガラリ、間髪いれずに部室のドアが開き赤いペンギンと子犬が姿を見せる。

「ペーンッ！」

　子犬は手ぶらだが、ペンギンは何な故ぜか頭の上に大きな金属製の鍋なべを載せている。

　短い足ながらも素早い動きでペンギンはその鍋をコタツの上に置いた。

「ワンッ！」

　赤い子犬の方は、やはり素早い動きで部室の片隅、普段は紅茶を淹いれるために使っているカセットコンロをコタツの上まで運んで来た。

「まさか、この組み合わせは──！」

　宗司の脳のう髄ずいに、電流が走る。

「そう、今日のゲーム同好会はチョコレートフォンデュをするわよ！」

　手作り用の割れたチョコレートが入った袋を鞄かばんの中から取り出し高々と掲かかげ、かのドラクロワの絵画の如ごとく一乃が宣言をする。

「チョコレート、フォンデュ……溶かしたチョコレートに各種果物や、クッキー、マシュマロなどを浸ひたして食べるあれか！」

「そう、あの何だかやたらとお洒落しやれなイメージがあるけれど冷静に考えたら大したことはやっていないチョコレートフォンデュよ！」

「二人ともなんでそんなに説明口調なの？」

「良いだろう、この白しろ崎さき宗そう司じ、その勝負、受けて立つ！」

「兄さま、チョコレートフォンデュは勝負ではありません」

「くくく、こいつは、おもしろくなってきたぜー」

　一部会員が妙なテンションになっているのはさておき、チョコレートフォンデュの準備が始まった。

「まずはチョコレートを湯ゆ煎せんで溶かすわ」

「その間に、フルーツを一口サイズにカーット」

「湯煎されたチョコレートに適量の生クリームを混ぜます」

「これで、できあがりー、かんたんだよねー」

「おまえは何もしてないけどな」

　そんなこんなで準備完了である。

「しかし……あれだな」

　コタツに入り、カセットコンロの上に金属製の鍋なべ、横手には大皿に盛った苺いちご、バナナ、パインなどのカットフルーツとクッキー、マシュマロなどのお菓子、匂においは甘くチョコレートの香りが部室に満ちているがそれでも……

「寄せ鍋やってるようにしか見えないな」

　同じコタツを囲む、一いち乃のたちも同意見のようで静かに頷うなずいた。

「コタツの印象って強いわね……」

「せめてカーテン閉めて、照明落としてみる、とか？」

「恐らく、寄せ鍋が闇やみ鍋なべに変わるだけかと」

「ふふふー、ならば、ここは、フェルの、でばんだなー」

　すくり、宗司の隣でフェルが立ち上がった。

　ネコミミがぴこぴこと自慢そうに動き、心なし威厳のようなものすら感じなくもない。

「とっておきの、かくしげいを、ひろう、するぜー」

「おおー」

　宗司が拍手をし、一乃たちもそれに釣られる。

「ペーン」

　唐とう突とつに出現したペンギンが、フェルの隣に服屋などで試着に使う更こう衣い室しつを用意する。部室に既すでにある布製の仕切りなどとは違うちゃんとしたものだ。

「かくしげい、いくぜー」

「ペペーン！」

　ぴこぴこっと誇らしげにネコミミを揺らしてフェルが更衣室の中に消え、ペンギンはアシスタントよろしくカーテンを閉める。

　フェルの姿が完全に宗そう司じたちの前から隠れ。

　これまたペンギンがどこからともなく取り出した小太鼓でドラムロールを響かせる。

「……手品でもするのかしら？　脱出系みたいな」

「確かにいつものパターンだとコタツの中から登場とかありそうだが」

　ドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラドラ──ドンッ！

　カシャ、更こう衣い室しつのカーテンが開き。

「隠し芸、成長」

　見知らぬ美女が現れた。

「えええええええええええええ！　う、噓うそだ！　フェ、フェルなのこれ？」

　思わず宗司が叫び、一いち乃のたちは絶句した。

「はい、フェルです、うなーと鳴きます」

　鋭く整った顔立ち、すらりと長い足、胸は大きく腰はくびれ、体にフィットした赤いスーツとハイヒールを身に着けた、硬質硝子がらすのような雰ふん囲い気きをまとった美女。

　多少鋭すぎる部分はあるが、もしも教育実習生などで学校に来たら年下の──つまり全校生徒の男女からの憧れを一身に受けるだろう。

「……あ、ありえねえ」

　これが、うなーと鳴いていたマスコットのような、摑つかみどころのないネコミミ少女が成長した姿とは思えない。

　だが、ああ確かに、フェルの面影はある。

　肩の高さで切きり揃そろえた髪は燃えるような赤で瞳ひとみは硝子色、たゆんと豊かに膨らんだ胸、何より、ちゃんと、ネコミミが生えている。

　可愛かわいいとは間違えてもいえないが、強烈にセクシーだ。

「成長した私は、あなたの趣味に、合いませんか」

　成長したフェルは淡々と告げ、腰を折り、無表情に宗司の顔を覗のぞき込こむ。必然的にスーツに包まれた胸元は宗司の眼前に強調され。

「え、い、いや、決して、そんな、ことは」

　思わず宗司はどぎまぎとしてしまう。

「嬉うれしい、です」

　氷が溶けるように、ふわりとした笑顔を彼女は浮かべた。

「危ない、宗司！」

「なにぃぐおっは！」

　声と共に、強烈な衝撃が宗司を襲った。

　為なすすべもなく倒れる宗司。

　身を起こし衝撃の方向を見れば……

「危ないところだったわね」

　体を半分以上コタツに入れて、まるで対面に座っていた誰かを蹴けり飛ばした直後のように大きく足を伸ばした一いち乃のの姿があった。

「イチノ、ナイスッ！」

「素晴らしい対応です森もり塚つか一乃」

　キリカとリリスが一乃に向けて惜しみのない拍手を贈っている。

「おいこら、結局何が危なかったんだよ」

「何も危なくなかったわよ、単に新しい女に目移りしている浮気者が不愉快だっただけ」

　足を引っ込め、一乃は優ゆう雅がに黒髪をかき上げ答えた。

　あまりの堂々とした物言いに、そもそも浮気をしていないとか反論する気すら失うせる。

「うなー、いいじゃん、あれも、フェルなんだしー」

「アハハハ、確かにそれもそうなんだけどねー」

「理屈としてはそうであれ、感情的には納得がいきません」

「っておい、フェル戻ってんじゃん！」

「うなー、じかんぎれー、だぜー」

　いつもの幼い無表情で、長く伸びた赤毛の上でネコミミを揺らしフェルが言う。

「ざんねん、だったねー、えっちぃ、ことは、またこんどー？」

「しません。ボクが手を出したがってたみたいな言い方やめてくれませんかね」

「では、被告人は全く手を出す気がなかったと主張するわけですね」

「なんで裁さい判ばんになってんだ」

「はい、弁べん護ご士しキリカさんは、絶対に手を出す気があったと主張するよっ」

「リリスは検けん察さつですが、死刑で良いと思います」

「小芝居を始めるな！　そして弁護士すらおれの味方じゃないとはどういうことだ」

「にやり、フェルの、おそろしい、とらっぷに、はまったなー」

「噓うそつけええええええ、おまえ、絶対なにも考えてないだろ！　成長とかちょっと珍しいことが出来るようになったからやって見ただけだろ！」

「かんがえてるわけないじゃん」

「なごっ、ひ、開き直りやがって……」

「うなー、そんなことよりだぜー」

　と、フェルはネコミミをぴっこりさせるとおもむろにフォークで苺いちごを刺さし、若じやつ干かん忘れられ気味だったコタツ中央の鍋なべ──溶かしたチョコレートに潜くぐらせる。

「はい、あーん、だぜ」

「あ、あーん」

　反射的に口を開ける宗そう司じ。

　とろりとしたチョコレートの舌触り、新鮮な苺いちごの香り、チョコレートの甘みと苺の酸味が口いっぱいに広がって行く。

「いける。溶かしただけなのに、チョコが美う味まいぞ」

「あら、そうなの？」

「おう、ほれ、あーんしてみ」

　今度は宗司が、苺をチョコレートに潜くぐらせ一いち乃のの口元に運んだ。

「……あーん」

　邪魔にならないよう指先で長い黒髪をかき上げた一乃は照れ臭そうに口を開け、宗司に苺を食べさせてもらう。

「本当ね、生クリームが混ざってるからかしら」

「だろ」

「ソージ、ソージ、わたしにも食べさせてっ！」

「兄さま、その次はリリスもです、」

「可愛かわいい妹に沢山甘いのをください」

「うなー、フェルにも、おかえし、しろー、あいがたりないぜー」

「はいはい、順番にね……キリカは、パインいってみるか」

　雛ひな鳥どりに餌えさをやる親鳥のように、宗司は順番に、パイン、バナナ、マシュマロなんかをチョコレートに浸ひたしてそれぞれに食べさせて行く。

　フェルが意図してやったかはさておき場は盛り上がり、宗司たちはわいわいとチョコレートフォンデュを楽しむ──




「バナナは切らずに残しておくべきだったわね……一本丸ごとチョコに浸して、宗司の目の前でいやらしくぺろぺろしてあげられたのに、残念だわ」

「キミのその発想が残念ですよお嬢さん」

「仕方ないから、私の指先についたチョコを舐なめて良いわよ？」

「マニアックな真ま似ねをさせるな」

「つまり、舐めさせる方が良いと？」

「ますますねえよ、何だその変態チックな趣味は」




「見て見て、ビスケットにバナナを挟んでチョコレートコーティングしてみたよっ」

「おおー、美味そうなことやってるな。おれもやってみよ」

「アハハハ、はいソージあーん」

「良いのか、じゃあーん」

「と、見せかけて自分でパクー、おーいしぃーっ！」

「うっぜえええ、久しぶりに心底うぜええええええ！」




「兄さま、あーんしてください」

「あーん……な、なにこれ、なんか妙な……」

「きゅうりです」

「何でそんなのがあるの！」

「次はトマトなどいかがでしょう」

「だから何で野菜が用意されてるんだ、トマトはちょっと美う味まそうだけど」




「うなー、うまー、ちょこれーと、ちょこれーとー」

「ああもう、ほらフェル、口にチョコついてるからじっとして」

「うなー、ありがとー。でも、そうじが、なめてくれると、よりないすだったぜー？」

「恥ずかしさで死ねるから断る」




「はい、宗そう司じにもあーんしてあげるわ」

「キリカさんもしてあげるね、はいあーん」

「兄さま、あーんです」

「そうじ、あーんしやがれ」

「よし、君たち、何をチョコに浸ひたしたのか順番に言ってごらん」

「ようかん」

「シナモンスティック」

「角砂糖」

「なぞのぶったい」

「おれを実験台にするんじゃねえ！」

　若じやつ干かんの際きわ物ものを挟みながらも、文字通りの甘く美お味いしい時間は過ぎて行った。

　恋人同士のバレンタインデイとは違う、友達同士のパーティーのようだったが。

「まあ、楽しかったし良いか」

　空になった鍋なべを洗いながら、宗司は思った。




　その夜の、宗司の部屋のことである。

　寝る前に明日の準備をしようと、宗司が鞄かばんの中身を机の上に引っくり返すと。

「……ん？」

　掌てのひらに乗るぐらいの小さな、だが丁てい寧ねいにラッピングされた箱が一つ。

　箱を開けてみれば、一目で手作りとわかる少しいびつな、ハートのチョコレート。




『はずかしいので、こっそり、わたします

　はっぴー、ばれんたいんー


フェルより』






　一緒に入っていたメッセージカードを読み、宗そう司じはひどく優しい顔をする。

「可愛かわいいこと、しやがって……」

「うなー、てれるぜー」

　声がしたので振り返ってみると、敷しいておいた宗司の布団にフェルが潜もぐり込んでいた。

　マイ枕まで持参で、完全に一緒に寝る準備を完了させている。

「かもーん、だぜ」

　ぴっこりと、フェルが誘うように可愛らしくネコミミを左右に揺らし。

「色々台無しすぎんぞ妖よう怪かいネコミミ！　おれのトキメキを返せ！」

　宗司が悲しみの叫びを上げた。






日誌　十三　ハッピーエンドエピローグ






「我が根源、我が世界、我が魂──顕けん現げんせよ『零白夜ラスト・エレメント』」

　世界は白に包まれて、全すべては停止した。




　荒あら谷や学園第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室。

　静まり返ったその場所から、黒いセーラー服を纏まとった森もり塚つか一いち乃のは空を眺める。

　白に染まった空に雲は無く、風は無く、太陽すらもその動きを止めて。

　朝とも夜ともつかず、世界はただ白い。

　人も獣も、花も木も、停止した世界には生も死もない。

「これが、『零白夜ラスト・エレメント』で塗り潰つぶされた『停止した世界』なのね」

　窓まど枠わくに手をつき見上げていた空から視線を外し、しゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「そうだね、全部止めて、最後は自分も止まって、それでおしまいっ」

　背後から、投げやりな肩でもすくめながら言っているだろうキリカの声がした。

「『全て』は終わらせないために、」

「リリスたちがいるわけです」

　同じく一いち乃のの背後から、淡々とリリスが言う。

　音もなく一乃が振り返る。

　コタツは無く、それ以前に使っていた古いテーブルにキリカとリリスは座っていた。

　停止世界は暑くも寒くもなく、彼女たちはどこか退屈そうな顔をしている。

「宗そう司じ以外に動けるのは私たちだけ……当たり前だけれど電気水道ガスが使えないのは困りものね」

　同じように一乃もテーブルに着き、キリカたちの姿を眺めた。

　一乃が黒いセーラー服を着ているように、彼女たちも制服を着ている。

　銀の髪を二つに括くくったキリカはリボンタイプのブレザー姿で、今日も今日とて白いカッターシャツを突き破らんばかりのたゆんと豊かな胸だ。

　リリスとリリスは中等部の変形ブレザーとでも言うようなペールオレンジのブラウスにクリーム色の上着を組み合わせたものだ。胸が大きくなったり二人以上に増えたりも今日はなく、すらりぺたんと平たい体で、鏡に合わせたように区別がつかない双子でいる。

　停止世界でも何も変わりはしない。

「世界のどこかに、まだ私たちと同じように動いている人がいるかもしれない、ってソージは一応言ってたけどね」

「時間はどうせ止まっているのですから、」

「探せないこともありませんね」

「でも、私たちだっていつまで動けるかはわからないのでしょう」

　気のない会話を続けていると、部室のドアが開き宗司が戻って来た。

「ただいまっと、購買の紅茶がなくなってて麓ふもとまで下りる破は目めになっちまったぜ」

　片手に持った紅茶のパックを軽く振りながら、宗司が愚ぐ痴ちを漏らす。

「おかえりなさい、それじゃあ早速、紅茶を淹いれるとしましょうか」

　席を立った一乃は紅茶のパックを受け取り、部室隅のカセットコンロでペットボトルの水を沸かす。

　程なく、人数分の紅茶が用意されテーブルに置かれた。

　誰からともなくカップを取り、温かい紅茶を口に含む。

「さて──と」

　半分ほどまで飲み終えて、一乃は赤い瞳ひとみを宗司に向けた。

「子作りでもしましょうか」

「ぶばはっ、がっ、がっ、あ、アホかげほっ」

　紅茶が気道に入ってむせテーブルに突っ伏しながらも宗司は律りち儀ぎにツッコミを入れる。

　その姿が愉快なのか、一乃は口元に愉悦を浮かべて赤い瞳を細めた。

「こうなったのだから、覚悟を決めなさい」

「何のだ！」

　やっと落ち着いた宗そう司じが顔を上げ再び叫ぶも、一いち乃のは静かなものだ。

「あら、知らないの？　ここから第二部『産めよ増やせよ地に満ちよ』レッツ子作り世界復興編が始まるのよ」

「聖書に謝れ！　第二部って何だ！　どれだけ時間をかけるつもりだ！」

「安心なさい。時すら停止した世界なのだから文字通り時間は無限にあるわ」

「そういう問題ではなくてだね、キミたちにはこう、世界を正常に戻したりとかそういう目的意識は」

「ないわよ」

「そうすか」

「べ、別に世界復興もただの建前で年とし頃ごろの乙女おとめらしくえっちぃことに興味津しん々しんだったりしないんだからねっ！」

「可愛かわいい声でとんでもないこと言ってるよこの乙女」

「イエス──一乃はご主人さまのご命令ならば、喜んでこの身を捧ささげます」

「うわ、機械的な棒読み似合うなー」

「はきゅーん、だって神さまは何も禁止なんてしてないきゅん」

「それは変すぎる！　つうかキャラクターを一定させろ会話にならん」

「いやぷー」

「こいつマジでやる気ねえな。おいちょっと何とか言ってやってくれ」

　助けを求めるように、宗司はまずキリカを見た。

　てれてれもじもじしていた。

「えっと……アハハハ、キリカさん的には、その、困ったねっ」

　頰ほおを可愛らしく染め、両手を膝ひざの上に置き、内うち腿ももをもじもじと擦すり付つけている。

　青い瞳ひとみはちらちらと宗司を見て、両腕に挟まれた胸がもにゅもにゅと形を変えていた。

「……えへっ」

「……うん、何か、ごめん」

　あまりの可愛さに赤くなった顔を隠して、宗司は首を振る。

　気を取り直して、今度はリリスとリリスに視線を向けた。

「兄さま、」

「兄さま」

　隣り合い鏡合わせの同じ顔で座るリリスが、虹にじ色いろの瞳でじっと宗司を見詰めている。

「良かった、リリスは落ち着いてるみたいだな」

　と安あん堵どするのはまだ早く、不意にぽっとリリスの頰が赤く染まった。

「リリスは既すでに覚悟完了ですので、」

「いつでも、どこでも、兄さまのお望みのままに」

「落ち着こうリリス、自分が何を言っているのかわかっているのかい」

　問えば。

「はい、もちろん理解しています！」

「今の発言は若じやつ干かん遠回しのお誘いと解釈して構いませんね！」

　たんぽぽの花が咲いたような、こんな場面でなければ抱きしめてしまいたいほどに可か憐れんな笑顔を浮かべた。

　あまりに可憐過ぎ本当に抱きしめたくなったのを抑おさえ、宗そう司じは視線を逸そらす。

「……お、おれの妹がもうだめだ。一いち乃のが珍しく真面目まじめに『異能』と役割について考えたいって言うからおれは『零白夜ラスト・エレメント』発動させたのに」

　呻うめくように宗司が言うと、一乃は嘲あざけるように肩をすくめた。

「どうせ死んでしまった世界なのでしょう、欲望充足以上に優先することがあって？」

「刹せつ那な主義かつ破は滅めつ主義のヒロインなんて聞いたことがねえ！」

「ふふっ、あなたがどれだけ拒こばもうと既すでに遅いのよ──後ろを見てごらんなさい」

「あん？」

　素直に振り返れば、五人は眠れそうなサイズの天てん蓋がい付きベッドが鎮ちん座ざしていた。

「出入り口塞ふさがってんじゃねえかベッドでかすぎて、いや違う、ツッコミを入れるべき場所はそこではないはずだ！」

「うなー、べっどは、あたためて、おきましたー」

　もぞりとそのベッドから身を起こすのは、赤毛のネコミミ少女、小柄な体格に不釣合いに大きな胸をしたフェルだ。

　むき出しの肩は細く、体に巻きつけたシーツからは真っ白な胸と深い谷間が半ば近くまで覗のぞいており、その下は生まれたままの姿であろう事が容易に想像できる。

「もうやだ、こんな世界」

　宗司は泣きそうだ。

「あ、あの……わたくしも、その、ベッドを温めておきましたわ」

　フェルの後ろから、熟した林りん檎ごよりも赤い顔をしたリアが身を起こした。

　縦に巻いた金髪は僅わずかに崩れ、気品のある顔が今は恥ずかしさに染まってひどく可愛かわいらしい。彼女もシーツ一枚らしいが、やはり恥じらいが強いのだろう胸元どころか首筋までシーツを引っ張り上げている。

「や、優しくしてください、ませ……」

　ちらちらとこちらを見ながら、くねくねと身み悶もだえするように体を揺らす姿はたまらないほどの誘引力を放っている。

「ペンギンっていうか、リア……おまえだけは、おまえだけはこいつらに毒されないと信じていたかったのに」

　肩を震わせ、血が出るほどに唇を嚙かんで宗そう司じが嘆なげく。

　リアはその瞳ひとみに少しばかりの悲しみを浮かべ、取り出した羽はね扇おうぎで顔を半ば隠し呟つぶやいた。

「わ、わたくしでは……だめでしたかしら」

「うっ、すまん」

　急に自分がひどいことをしているような罪悪感に襲われ、思わず謝ってしまう。

「見ました奥さま、浮気ですわよ浮気」

「新ヒロインが出るたびにフラフラっとしちゃうんですから困ったものですわねっ」

「そのくせ、既き存ぞんヒロインには全く手を出さないヘタレらしいですわよ」

「うなー、いやですわねー」

「後ろでひそひそ言ってんじゃねえよ！　暇をもてあましたマダムかおまえら！　何だかめっちゃ心が痛かったぞすいません！」

　ツッコミから流れるような謝罪。

　ひそひそと肩を寄せて宗司を攻撃していた一いち乃のたち（フェルだけはベッドに寝転んだまま参加していたが）は、揃そろって溜ため息いきを吐つく。

「わかってるならどうにかしなさい、あだ名をハーレムにするわよ、このハーレムめ」

「やーい、ハーレムハーレム」

「兄さまはハーレムだったのですね」

「ひどい、あだなだぜー」

「悲しいですけれど、わたくしにもフォローできませんわね……ぶっちゃけ全部その通りですもの。いえ、それほどにヘタレであったからわたくしにもチャンスが回ってきたと考えれば悪くないのですが」

　最後がさり気なく惚気のろけっぽいのは気にするべきではないのだろう。

「既すでにあだ名がハーレムで確定してるじゃねえか、泣くぞこら！」

　瞬間──情けない脅しを口にした宗司の脳のう髄ずいに、天てん啓けいが訪れた。

　この現状を、少なくともうやむやに出来る必勝の策である。

　椅い子すから立ち上がり、ぐるりと部室全体を見回す。

「良いだろう、おれも覚悟を決めてやろうじゃないか」

　同じテーブルに着いている一乃、キリカ、リリス、開いた窓から広がる白に染まった停止世界、ドアを塞ふさぐように置かれた巨大ベッド、その上にはシーツをまとっただけのリアとフェルが腰を下ろしている。

「さあ、誰からかかって来るんだ！」

『誰から』この単語で、順番を意識させる。

　常つね日ひ頃ごろから何かあるたびに張り合っている一いち乃のたちならば、今回もそうなる──

「そうね、手っ取り早くサイコロでも振って決めましょうか」

「良いよっ、今更順番にこだわる必要もないしっ」

「はい、文字通り時間が永遠にあるならば継続と維い持じこそが重要です」

「うなー、そうじの、きょうさんしゅぎだぜー」

「あ……わたくしも参加してよろしいのですね」

　なりませんでした。

「あっれえええええ！　でもそういえば、最近、あなたたち仲が良かったですよね！」

「それはもう、ハーレムを作ると宣言するような馬ば鹿かがいるんですもの」

「だったら、いみもなくあらそうより、きょうりょくしたほうが、いいよねー？」

　実際、いわゆる修しゆ羅ら場ばは最近訪れていない──矛先が全すべて宗そう司じに向いているせいで。

「アハハハ、でもたまにはケンカもスパイスだよねっ」

「はい、今度やりましょう」

「ですわね。刺激は常に必要ですわ」

　納得したように、一乃たちは揃そろって頷うなずいた。

「……ジーザス」

　宗司の額に汗が浮かび、策は完全に死んだことを理解する。

　その原因が自分自身であることがいっそ腹立たしく、ならば如い何かにしてこの状況を切り抜けるか──もう諦あきらめたら良いんじゃね──そんな弱気はねじ伏せた。

「零ぜろに還かえれ──永遠の永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』！」

　叫び、その両手は白手袋で包まれる。

『停止』の異能、触れたものを停止させるその手を、宗司は空に突き出す。

「──っ！　なにこれっ、動けないっ！」

「体が、何かで、縛られている？」

「うな、フェル、しってる」

「ええ第一罪、わたくしと第五罪が諸もろ共とも打ち倒されたあの時と同じです」

　彼女たちの全身は、まるで見えない拘束衣を着せられているような感触であろう。

『零白夜ラスト・エレメント』が触れているものとは『大気』、酸素二酸化炭素水素に窒ちつ素そその他諸もろ々もろ、呼吸に必要な一部を残しそれを停止させた。

　その気になれば完全に大気を固定した大量虐ぎやく殺さつを、それどころか、空間固定による時間停止までやってのける恐るべき、まさしく『敵』に相応ふさわしい異能。

「だが、おれは用心深い！　念には念を入れて！」

　を、持ちながら、宗司は窓を乗り越えて逃走を試みる。

「喋しやべれるならば、充分よ」

　一いち乃のが赤い唇を吊つり上あげた。

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』！」

　出現する燃える槍やり、形なきものを焼き尽くす浄化の槍。

　それは、大気を固定した、形なき力を焼き尽くす。

「追うわよ、あの馬ば鹿かを！」

「オッケーッ、『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

　動けるようになるや、キリカは『変身』の異能を持って翼を生やし窓から飛び出る。

「いたよっ！　今、旧校舎の角を曲がったところ！」

「兄さま、押し潰つぶしてあげます──『第一世界シユレデインガー』」

　キリカから受け取った位置情報を元に、宗そう司じの付近、複ふく製せいした『リリス』を鏡の代用品である硝子がらす窓から送り込んだ。

「リリスが時間を稼ぐ間に、私たちも行くわよ」

「うなー、りょうかい」

「仰せおおのままに、我が主あるじ」

　燃える槍を手に一乃が進み、フェルとリアもまた付き従う。




　そして、五分もせず宗司は捕まった。












「案外、大したことなかったわね」

「いやいやいや、ちょっと待たれよ一いち乃のさん。おれが本気出して、世界全部を停止させたらどう転がるかわかんねえぞ？　わかんねえぞ？　ラスボスなめんなよ？」

「負け惜しみね」

「うるせえ……もう良いだろ、第三旧校舎周り、元に戻すぞ」

「ええ、構わないわよ……確かに、あなたは、世界を容易たやすく滅ぼせる『敵』だったわ」




　森もり塚つか一乃が見た世界の終わり──永遠の停止。




　雪が降るように静かに、誰も気付かないほど静かで。

　何もなく何もかもが終わり、誰も死なず誰も生きていない世界に塗り潰つぶされて行く。

「わかってくれて何よりだよ。今回みたいな狭い範囲なら、まだ、とり返しがつく。基本的に、広がっちまったらどうしようもないからな、これは」

「あなたにも止められない？」

「ある程度のところで、制御を離れる」

「危険なことをやらせてしまったようね、謝るわ」

「実際に見なきゃ、わからないことだってあるだろうさ」

「そうね、実際、一つわかったことがあるわ」

「何？」

「世界が終わっても、私たちがやることは何一つ変わらないということよ」

「…………言われてみれば！　確かに凄すごくいつもどおりだったぞ、どういうことだ！」

「簡単でしょう」




「最初から、私たちに世界なんて必要なかった」




　あるいは最初から、彼女たちは誰にも必要とされていなかったのだ。

　この世界に存在する殆ほとんど全すべてと同じように。






日誌　十四　予定通りのチェックメイト






　部活が終わった夕暮れの白しろ崎さき家に来客があった。

「こんばんは、泊まりに来たわよ」

「やほー、ソージラブー」

　チャイムが鳴りドアを開けた宗そう司じの前に、大きなボストンバッグを持った一いち乃のとキリカ。二人とも私服姿で、一乃はコートの下に黒いワンピース、キリカはシャツにニットのセーターという格好をしている。

「泊まりって……今日、平日だぞ？」

「別に大した問題でもないでしょう」

「そうだよ、ねーリリス」

「はい話は既すでに聞いています、」

「家事をする手が増えてリリス的にも助かります」

　キッチンから出て来たエプロン姿のリリスとリリスが小さく頷うなずく。

「ふーん、まあ、どうぞ上がってくれよ」

「お邪魔するわ」

「おじゃましまーすっ」

　不思議そうな顔をしている宗司は気付かなかった。

　家に上がる際、一乃が、キリカが、リリスが、にやりと瞳ひとみを輝かせたことに。

　これは罠わなである。

　ダイジェスト的に、その日からの変化を記して行こう──




「それはさておき、兄さま夕食が出来ました」

「おう、悪い悪いすぐ行くよ」

「私たちもご馳ち走そうになりましょうか」

「うん、いただきまーすっ」




「ああ、美う味まかった……さて、皿を洗うか」

「手伝うわ、二人でやった方が早いでしょう」

「そりゃ助かるぜ」




「ソージ、お風ふ呂ろ沸いたけど先に入っても良いかなっ」

「おう、良いぜ」

「何なら、一緒に入るっ？」

「入りません」




「さて……寝るか」

「うなー、おふとん、あたためておきましたー」

「そのネタは前にやったぞ、つうか出て行け」

「……あの、わたくしも」

「だからそのネタはやったわい！」

　そんなこんなで一日が終わり。




「おはよう宗そう司じ、今日の朝食は私が作ったわ。感謝して食べなさい」

「はいはい、ありがとうございますお姫さま」

「因ちなみに、今日のお弁当はキリカさん特製だよっ！」

「む、ありがたいが……そこまでしてもらうと心苦しいな」

「良いではないですか兄さま、宿泊のお礼ということらしいですので」




　そして部活。

「ほんじつの、おちゃうけは、フェルの、てづくり、くっきー」

「……ごめん、非常に言い辛づらいんだけどかなり不安」

「リリスも手伝いました」

「なら安心だ！」

「うなー、かむぞこのやろー」

「ぎゃああ、もう嚙かんでるぞこの妖よう怪かいネコミミめ！」




　家に戻れば。

「ふう、今日も疲れたぜ」

「あらお帰りなさい宗司」

「おかえり、ソージッ」

「おかえりなさいませ兄さま」

「ただいま……あれ？　もしかして今日も泊まるのか？」




　一週間経過。

「そういえば、今日の夕食当番は誰だったかしら」

「えっと、昨日はリリスだったから……」

「今日はフェルです」

「いえーい」

「……ああ、全員で夕食を作る日ね」

「うなー、まるっきり、しんようされて、いないー」

「アハハハ、でも少しは上達してきてるよね」

「牛の歩みです」

「そんなに、ほめるなよー、てれるぜー」

「いや、褒ほめてはないだろ……今、ナチュラルに夕食当番とかいう不思議な単語が出ていなかったか？」

「気のせいよ」




　そして更に数日が過ぎたある週末。

「じゃ、キリカさんちょっと荷物取ってくるね」

「リリスは買い物に出掛けますね」

「あ……ああ？」

「帰りは夕方ごろかなっ、じゃ、行ってきまーすっ」

「リリスはもう少し早いと思います、では行ってきますね兄さま」

「……行ってらっしゃい、二人とも、気をつけてな」

　キリカとリリスを送り出した昼下がりのリビング、窓から差し込む日差しに照らされたソファーに腰掛けて、何事か考え込むような顔をしている宗そう司じの傍そばに。

「はい、どうぞ」

　一いち乃のが温かい紅茶を置き、膝ひざが触れるほどのすぐ隣に腰を下ろした。

「ありがとう、このクッキーは」

　ソーサーの隅にお茶ちや請うけの小さなクッキーが添えられている。

「フェルのお手製よ。最近、腕を上げているわね」

「ところで……おれの気のせいか、もう半月近く、おまえらが家に泊まってるような」

「気のせいじゃないかしら」

「……何かがおかしい気がするんだけど、それを上う手まく言葉に出来ない」

「紅茶、冷めるわよ」

「……ああ、いただきます」

　一乃の淹いれた紅茶を飲み、フェルの作ったクッキーを食べ、宗司はまた首を傾かしげる。

「何か、間違えている気がする……クッキーは美う味まかった」

「ふふっ、ねえ宗司」

　柔らかく、日差しを浴びた花のような笑みを彼女は浮かべ。

「言うのが随ずい分ぶん遅くなったような気がするけど、私、あなたのことが好きみたいよ」

「え？」

「これが、その証拠」

　一いち乃のは宗そう司じの肩に手を置いて、唇を寄せる。

「ちょっと待──っ！」

　驚く声はバターと砂糖とまどろむ太陽のような甘い香りに閉ざされて。

　彼女はとても幸せそうに、嬉うれしそうに、恥ずかしそうに。

「……えへっ」

　ただの少女のように微笑ほほえんだ。

　きっと自分は彼女たちに敗北するのだろうと、宗司はふと思ってしまった。

　不思議と、悪くない気分だった。






魔人経典（まあ、あれだ、あとがきだよ）






「ククク、毎度おなじみ嵐あらしの夜に（略）な我輩である。信徒たちよ、よくぞ我が暗黒神殿へと辿たどり着いた」

「毎度毎度、日本語訳をつけたくなるような挨あい拶さつですね」

「クックックッ、そういう貴様は我が担当編集ではないか。知っておるか、この本とほぼ同時期に『コミック版・おれと一いち乃ののゲーム同好会活動日誌』単行本と『おれと一乃のゲーム同好会活動日誌ドラマＣＤ・最終楽章は華やかに』が発売されておるそうだぞ」

「担当がそれを知らないのはありえないと思うんですが」

「このドラマＣＤを見るが良い、豪華なジャケットにブックレット。ケースは四角いし、ＣＤはピカピカしておるし、シナリオも声優さんたちの力で三倍になっておるぞ！」

「ケースの形とＣＤの輝き具合を褒める人、初めて見ました」

「さらにさらに、暗黒神の加護も普段の三倍、大サービスである──

　そう、愛いとしのあの子にふられたときにも、

『おれと一乃のゲーム同好会活動日誌ドラマＣＤ・最終楽章は華やかに』！

　テストでやっちまったときですら、

『おれと一乃のゲーム同好会活動日誌ドラマＣＤ・最終楽章は華やかに』！

　自らの人生に疑問を抱くのならば、

『おれと一乃のゲーム同好会活動日誌ドラマＣＤ・最終楽章は華やかに』！

　恐れるなかれ、汝なんじらには暗黒神の加護（三倍）がついておる！　『コミック版・おれと一乃のゲーム同好会活動日誌』単行本も一緒に買えば、三×三で九倍であるぞ！」

「……うわあ」

「ふぅ、どうであったか担当編集よ。実に自然な販促であったであろう？」

「不自然でしたよ、凄すごく」

「なん……だと…………」

「……まあ、それはそれとして、八巻です」

「うむ、まあそれはそれとして、八巻である。もうちょっとで二桁けたであるぞ、誰も褒めてくれないので我輩が自分で褒めておくが、凄いぞ我輩」

「ええ、凄いですね。よく頑張りました」

「………………担当さん、何か、悪いものでも食べました？」

「素に戻るほど驚きましたか」

「はい、驚きすぎたので、テンションを戻すためにアンケートに行きたいと思います」

「前回はさすがにアンケートのネタがつきたので、趣味に走って『登場人物に読んでもらいたい本』『あなたのオススメ本教えて下さい』という質問でした」

「ククク、我輩個人的に超楽しみな質問であった。とりあえず官能小説を薦めて来た者たちよ、我輩、汝なんじらのような者たちは好きであるぞ。だがどうせならば具体的な書名まで書くべきであった、実に惜しい」

「他ほかにも流行の小説に漫画、海外ＳＦに古典文学、果ては『麻雀マージヤン漫画読んだ一いち乃のさんが、部室で脱衣麻雀を始める話とかどうです』というのまでありましたね」

「クックック……担当編集よ、ここで書いたらそのネタ使えなくないかな？」

「使わないんですか？」

「ククク……クククッ、クククククッ、どうであろうな」

「……（普通に使う気だ）」

「では最後に葉は村むらポイント──の前に半ば私信ではあるが、我輩に論理哲学論考を薦めてきた者に『ラ・ロシュフコー箴しん言げん集』を薦め返しておく、読んでニヤニヤせよ」

「それでは集める意味のない葉村ポイントをお願いします」

「まず脱衣麻雀の者に二ポイントである、理由は聞くでない。具体的なタイトル名まであげて成人向け漫画をあげた者にも一ポイント進呈しよう、理由は聞くでない」





二〇一二年春『まだ終わらなかったりする』葉村哲てつ
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